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序

本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財

包蔵地が各地に分布しております。これら先人の貴重な文化遺産を

保存し、後世に伝えていくことは私達県民に課せられた重大な責務で

あります。

一方、本調査の原因となりましたほ場整備（飯豊地区）事業を例

にあげるもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活を送るための地域

開発も県民の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と地

域開発という相容れない要素を持つ事業の調和のとれた施策が今日

的課題となっております。

当岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋

蔵文化財保護の立場にたって、県教育委員会文化課の指導と調整の

もとに開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を

行い、その記録を残す措置をとってまいりました。

本書は、ほ場整備（飯豊地区）事業に関連して、平成12年度に行

われた権現前遺跡発掘調査の結果について収録したものであります。

調査の結果、五日市川左岸の微高地に立地する縄文時代前期初頭を

中心とした遺跡であることが明らかになりました。竪穴住居跡からは

表裏縄文・羽状縄文をはじめとする土器や石匙・石鍬等の遺物が出

土しており、県内では出土例の少ない同時期の遺跡等との関連性や

当時の社会状況を考える上での貴重な資料を提供することができまし

た。

この本書が広く活用され、斯学の研究に寄与するとともに埋蔵文

化財に対する関心と理解をいっそう深めることに役立つことを切に希

望いたします。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご協力

とご支援を賜りました遠野地方振興局農村整備事務所、遠野市教育

委員会をはじめとする関係各位に衷心より感謝申しあげます。

平成13年12月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 村上勝治
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にゴ

1．本報告書は、岩手県遠野市青笹町糠前第22地割権現前34－2ほかに所在する権現前遺跡発掘調査の結果

を収録したものである。

2．本遺跡の発掘調査は、ほ場整備（飯豊地区）事業に伴い、県教育委員会文化課、遠野地方振興局遠野農

村整備事務所の協議を経て、側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが記録保存を目的として実施し

た緊急発掘調査である。

3．発掘調査は、平成12年度に実施したものである。委託者は遠野地方振興局遠野農村整備事務所である。

4．岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡各次略号は、以下のとおりである。

遺跡登録台帳番号……………MF46-1062

遺跡略号･………･…………･…GGM-00

5．調査期間と調査面積と野外調査担当者は、以下のとおりである。

平成12年7月26日～12年11月6日／1,180㎡／小笠原健一郎・金野 進

6．調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとおりである。

平成12年11月1日～平成13年3月31日／小笠原健一郎

7．本報告書の執筆は、小笠原健一郎が担当している。

8．自然科学関連の分析鑑定と保存処理は、次の方々と機関に依頼した。（敬称略）

炭化物年代測定･…･……･…パリノ・サーヴェイ㈱

石質鑑定…･……………･…･花崗岩研究会

9．座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に依頼した。

座標原点の測量……………釜石測量設計株式会社

空中写真……………………東邦航空株式会社

10.本報告書の作成にあたり、次の方々ならびに機関からご指導とご協力をいただいた。（敬称略）

遠野市教育委員会、小向裕明・佐藤浩彦（遠野市立博物館)、中村英俊（岩手県教育委員会)、谷藤保彦・

津島秀章・関根慎二（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団)。

11．野外調査にあたっては遠野市と地元の方々に多大なるご協力をいただいた。

12.本遺跡から出土した遺物および調査にかかわる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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第2図遺跡位舌図
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1.調査に至る経過

権現前遺跡は、「ほ場整備事業（担い手育成区画整理型）飯豊地区」の施行に伴って、その事業区域に位

置することから発掘調査することとなったものである。

当事業は、遠野市青笹町地内の受益面積71.7haの地区で、水田は基盤整備が行われたことが無く水田形状

が不整形で農道の幅員も狭小の状況であった。

また小用水路は土水路で濡水し、用水不足を補うために小排水路は用排兼用で浅く、排水不良となって湿

田化しているなど、営農の機械化、耕地の汎用化、さらには農地の流動化、生活環境の向上など、高生産性

農業を阻害していた。

これらの阻害要因を除去し、効率的で安定的な経営体に農地を集積し、高生産性農業の確率を図り、併せ

て農村環境水準の向上を資するために、大区画ほ場整備を実施するものとして、平成10年度新規採択された

地区で、平成12年度で3年目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱については、遠野地方振興局遠野農村整備事務所から平成11年3月3

日付け遠農整第539号「県営ほ場整備事業実施に伴う遺跡分布調査について（依頼)」の文章によって岩手県

教育委員会に対して分布調査の依頼をしたのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成11年5月24日・ 6月10～11日に調査を実施したが、その結果は

平成11年11月16日付け教文第381号「県営ほ場整備事業実施に伴う遺跡分布調査について（回答)」で遠野地

方振興局遠野農村整備事務所へ回答し、その際工事施工範囲内が権現前遺跡の範囲内であることが付記され

た。

回答を受けた遠野地方振興局遠野農村整備事務所では、権現前遺跡を含む面工事実施年度である平成11年

10月4日付け遠農整第600-4号「ほ場整備事業（担い手育成区画整理型）飯豊地区における埋蔵文化財の

試掘調査について（依頼)」の文章によって岩手県教育委員会に対して、試掘調査を依頼した。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成11年11月8日・ 9日に試掘調査を実施したが、その結果は平成

11年11月16日付け教文第816号「ほ場整備事業（担い手育成区画整理型）飯豊地区における埋蔵文化財の試

掘調査について（回答)」で遠野地方振興局遠野農村整備事務所へ回答し、その際権現前遺跡の発掘調査が

必要である旨が付記された。

Ⅱ、遣跡の位置と環境

1 ．遺跡の位置

権現前遺跡の所在する遠野市は、北上山地の中南部に位置する遠野南部家一万三千石の城下町である。遺

跡は第2図に示すようにJR釜石線遠野駅の東約3畑の地点にある。遠野盆地のほぼ中央に丘陵状に広がる

八幡山の南東、猿ヶ石川に合流する五日市川左岸の段丘上に立地し、国土地理院発行の2万5千分の地形図

｢遠野」NJ-54-14-5－3 (一関5号-3)と「土淵」NJ-54-14-5-3の図幅に含まれる。標高308.6

~308.8m、北緯39度20分1.5秒、東経141度34分48秒付近に位置する。遺跡の現況は水田である。

遠野市の東側は上閉伊郡大槌町・釜石市、西側が稗貫郡大迫町・東和町・上閉伊郡宮守村・江刺市、南側

が気仙郡住田町、北側が下閉伊郡川井村の2市4町2村と隣接している。総面積は661.93knl、人口2万8千

90人（平成13年2月末現在）を有する古来より内陸と沿岸を結ぶ中核都市である。

－3－
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2．遺跡周辺の地形と地質

柳田国男が「遠野物語』の冒頭で「遠野郷は今の陸中上閉伊郡の西の半分、山々に取り囲まれたる平地な

り｡」とその地勢を著しているように、遠野市の市街地は遠野盆地といわれる中起伏山地に囲まれた谷底平

野に位置している。町並みや水田の広がる平野を石上山(1038.1m)、高清水山(797.7m)、物見山(917.1

m)、耳切山(874.9m)、六角牛山(1294.0m)等のなだらかな山々が南と北から包むように遠野盆地を形成

している。薬師岳(1644.9m)の幽谷に源を発する猿ヶ石川により解析された細長い平野が延びる北の遼遠

には、古来より霊峰として信仰の対象であった北上山系の最高峰である早池峰山(1914.0m)の偉容を望む

ことができる。

また、遠野盆地は猿ヶ石川や小烏瀬川、早瀬川、来内川、河内川、五日市川によって形成されたものであ

り、北上山系中最大の遠野・土淵花崗岩体の分布域である。その分布域はほぼこの谷底平野にあたる。五日

市川は周囲の谷底平野との間に若干の比高差を持ちながら蓬田地区で猿ヶ石川に注ぐ。猿ヶ石川は、その2.5

kln下流で流路を南から西に変え、南北の小、中起伏山地を解析しながら両岸に台地と河岸段丘を発達させ花

巻市内で北上川と合流する。

猿ケ石川流域は、東和町に昭和40年に完成した田瀬ダムを境にして上・下流に分けられており、遠野市は

その上流域にあたる。北上山地は、老年期山地がその後の地殼変動によって隆起準平原化したもので、山地

に続く丘陵縁辺部に小規模な段丘と沖積地が観察される。

遺跡は河内川が形成した谷底平野に面する扇状地の北端部、即ち権現山に源を持つ五日市川左岸の段丘上

に位置する。
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第4図遺跡周辺の地形分類図
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3．基本層序

調査区内の高低差は南北方向で20cmとほぼ平坦であるが、立地する地形を反映して表土（耕作土）下の地

山面は北側で暫時低くなり、盛土は北側で厚くなっている。遺跡を囲む段丘崖には数カ所の湧水地も確認さ

れている。また、調査区内は開田により南側の地山面の削平が激しく、調査区北側は何層にもわたる盛土の

層がみられ、この層の中には褐色の中撒火山灰ブロックの混入も確認され、開田時の攪乱が遺構検出面に達

していたことを示している。

最上位の遺構検出面である第Ⅲ層の黒褐色士には黄褐色～榿黄褐色粘土の微粒子が混入しており、この粒

子の大小が最初の遺構検出の指標となった。

また、第Ⅲ層中の遺構検出面は一様ではなく第Ⅳ層までの数層にわたる。漸移層の第Ⅳ層から地山の基盤

層である第V層に達する。

第5図は、調査区北側ID3hグリッドにおける深堀りの土層断面で、これを遺跡の基本土層とした。

ﾄｰ_L=309500ml0

震鬮雪
I層 Ⅱ層 Ⅲ層

雲鱈鵜匠詞
Ⅳ層 V層 Ⅵ層

厩詞に司卿

1m

Ⅶ層 Ⅷ層 Ⅸ層

2m

第5図基本土層柱状図

第1層:10YR2/1黒色士（層厚22～27cm)耕作土

第Ⅱa層: 10YR2/3黒褐色土に10YR6/6明黄褐色土と10YR4/6褐色火山灰ブロック状に混入（層厚9～18cm)盛土

b層: 10YR2/1黒色士主体に10YR6/6明黄褐色土と10YR4/6褐色火山灰ブロック状に含む（層厚7～16cm)盛土

c層:10YR2/2暗褐色土、10YR5/4黄褐色土、10YR3/4暗褐色土の混合土に10YR4/6褐色火山灰を含む

（層厚10～16cm)盛土

d層:10YR2/2黒褐色土に10YR4/6褐色火山灰ブロック混入（層厚3～12cm)盛土

第Ⅲa層: 10YR2/2黒褐色士(9～21cm)検出面

b層:10YR2/1黒色士(7～17cm)検出面

第Ⅳ層:10YR3/4暗褐色土（層厚18～25cm)漸移層

第V層:10YR5/6黄褐色粘土（層厚不明）地山面

－6－



4．周辺の遺跡

平成11年末の岩手県教育委員会のまとめでは、遠野市内には309ヶ所の遺跡が登録されているが、本遺跡

は遠野盆地のほぼ中央に位置する遺跡であることから、第6図には猿ヶ石川、早瀬川、河内川に挟まれた八

幡山を中心とする範囲に所在する遺跡の分布を示した。

これらの遺跡の分布状況をみると、高瀬I遺跡（第6図2）に代表される奈良・平安時代の遺跡は猿ヶ石

川流域の沖積地に多く見られ、丘陵地、扇状地の段丘や微高地には五日市I～Ⅲ（同3～5）等の縄文時代

の遺跡が集中している。また、台地あるいは平野部に張り出す尾根上には山根館（同8）、臼館（同15）や

八幡座館（同102）をはじめとする中世城館が数多く分布するという特徴を示している。

しかし、奈良から平安時代の遺跡は多く、遠野市内の矢崎や鵤崎、土淵などの猿ヶ石川沿いに集中してお

り、このような遺跡の分布域の相違は、立地する地勢と大きく係わるものと考えられるが、『日本後紀」に

ある坂上田村麻呂による「遠閉伊村」への征夷とその後の開拓や土地利用との関係を考察する上で興味深い

事実である。

第1表周辺の遺跡一覧(1)

－7－

"NI 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物

1 権現前 散布地

2 高瀬I 難聯’獺 敵，憩職 敵蠅､土師繩鰯､静】､鵬棚航

3 五日市Ⅲ 散布地 縄文 縄文

4 五日市Ⅱ 散布地 縄文

5 五日市I 散布地 縄文 縄文

6 向野Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文

7 晴山V 散布地 縄文

8 山蠅(Ⅲﾁｬｼ） 城館跡 中世 堀、士塁、平場、帯郭

9 中下 散布地 縄文 縄文土器

10 合田 散布地 土器

11 八幡Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

12 八幡I 散布地 土器

13 栃洞 散布地 縄文 縄文土器、土師器

14 夫婦石袖高野 集落跡 縄文 冑竜頭形石器、炉跡

15 臼館(丑館） 城館跡 中世 堀、平場

16 散布地 平安 土師器

17 〆田 散布地 縄文 縄文土器

18 太田 散布地 縄文･平安 石皿、石弾、土師器

19 善応寺 散布地 土師器

20 館石 散布地 土器

21 散布地 縄文 縄文土器

22 散布地 奈良･平安 土師器

23 館山麓 散布地 縄文 石皿、石鍼

24 散布地 縄文 縄文土器

鋤Ⅲ 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物

25 散布地 縄文 縄文土器

26 中沢Ⅱ 城館跡 中世 平場、士塁、空堀

27 中沢館 城館跡 中世 堀、十塁、平場

28 板沢館(加館） 城館跡 中世 堀、平場、帯郭

29 赤川 散布地 縄文 縄文土器、石斧、石鍼

30 清水川I 集落跡 縄文 縄文土器(後期)､石棒､石斧

31 清水川Ⅱ 散布地 土器

32 散布地 縄文･平安 縄文土器、土師器

33 暮坪前 散布地 土器

34 散布地 縄文 縄文土器

35 越田 散布地 土器

36 散布地 平安 土師器

37 小友袋畑 散布地 縄文 縄文土器(晩期)､石刀､石鑛

38 薬研渕I 散布地 古代 土師器

39 薬研渕Ⅱ 散布地 古代 土師器

40 蓬田 集落跡 敵‘組‘巾世 縄文土器（後・晩期）

41 士淵谷地 散布地 縄文 縄文土器

42 五日市館 城館跡 中世 平場、帯郭

43 向野 散布地 古代 土器、土師器

44 飛烏田Ⅱ 散布地 縄文 石皿

45 朴ノ木 散布地 縄文 縄文土器

46 晴山Ⅱ 散布地 古代 土師器

47 晴山Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

48 晴山 散布地 縄文 縄文土器
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(1)中川久夫・他(1963）：「北上川中流域の第四系および地形北上川流域の第四紀地

(2)中川久夫・他(1981）：第四系「北上川流域地質図(二十万分の一)」長谷川地質調

(3)磯望(1978):北上山系開発地域土地分類基本調査(盛岡).岩手県

(4)(1988）：遺跡埋文報第2集㈱岩手県埋蔵文化財センター

(5)｢遠野市史」

(6)小田野哲憲(1988）：「高瀬I遺跡発掘調査報告書第155集」 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

(7)小向裕明・佐藤浩彦（1994）：「寒風I遺跡発掘調査報告書第10集」 遠野市教育委員会

(8)杉沢正太郎（1997）：「白井坂I 。Ⅱ遺跡発掘調査報告書第248集」 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

(9)小笠原健一郎(2000) :「篠館跡発掘調査報告書第353集」 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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"NO 遺跡名 種別 時代 遺構・遣物

49 晴山Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

50 踊鹿I 散布地 旧石器 石器

51 赤羽根I 散布地 縄文 縄文土器

52 踊鹿Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

53 赤羽根Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

54 長谷場 散布地

55 天王 散布地 平安 須恵器

56 大将館 城館跡

57 飛烏田I 散布地 縄文 縄文土器、石鑛

58 鼻(花)館 城館跡

59 沢田 散布地 縄文 縄文土器､石蝋､石槍､石匙､石錐

60 安戸 散布地

61 新里五器洗場 散布地 縄文 縄文土器

62 本宿館 城館跡 中世 帯郭、堀、平場

63 大楢館 城館跡

64 栃内大楢 散布地 縄文 縄文土器、石刀

65 栃内野崎 散布地 縄文 縄文土器(前末～中初期）

66 大洞館 城館跡 中世 平場、帯郭

67 本宿 集落跡 平安 土師器

68 阿繩(螂馴） 城館跡 中世 堀

69 須崎館 城館跡 中世

70 高室I 散布地 土器

71 山口 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期）

72 山口館 城館跡 中世 堀、平場、薬師堂

73 山口Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器､石鐡､石棒､石槍

74 矢崎Ⅱ 散布地 平安 土師器

75 松崎矢崎 散布地 平安 土師器

76 栃内西内I 散布地 縄文 縄文土器、石器、土偶

77 栃内中栃 散布地 縄文 縄文土器(後期)、石器

78 栃内館 城館跡 中世 空堀

79 駒木 散布地 縄文･平安 敵踊(早M)､硝､ﾛｸﾛ士蝋､砿；

80 矢崎館 城館跡

81 矢崎Ⅲ 散布地 平安 土師器

82 矢崎Ⅳ 散布地 平安 土師器

83 駒木Ⅱ 散布地 平安 土師器

鋤伽 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物

84 上駒木 散布地 縄文 石槍、縄文土器

85 阿曽醜(鯏館） 城館跡 中世 堀

86 駒木館(館）城館跡 中世 平場、帯郭

87 真立館 城館跡 中世 十塁、平場､帯郭

88 松崎館 城館跡

89 神明I 散布地 平安 土師器

90 駒木産 散布地 縄文'平安 縄文土器、土師器

91 宮代Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

92 宮代I 散布地 縄文 縄文土器

93 宮代Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

94 東館 城館跡

95 松崎 散布地 平安 土師器

96 駒木高瀬 散布地 土師器

97 高瀬Ⅱ 集落跡 奈良･平安 土師器、須恵器

98 谷地 散布地 縄文 縄文土器

99 中田 集落跡 平安 土師器

100 神明Ⅱ 散布地 平安 土師器

101 士淵谷地Ⅱ 散布地 古代 土師器

102 ﾉ噛蹴(A鮒） 城館跡 中世 平場

103 石田 散布地 土師器

104 下似貝 散布地

105 蓮池 集落跡 近世･古代 縄文土器、土師器

106 阿部館 城館跡 堀

107 下士淵 散布地 縄文･古代 縄文土器、土師器

108 角城館(久手館） 城館跡 中世 堀、平場、帯郭

109 林崎 散布地 甕

110 栃内山崎I 散布地 縄文 敵土器(前鮴)､石斧､石朧副

111 栃内山崎Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器(前期)、石鍼

112 町田 散布地 土器

113 柏崎館 城館跡 中世 帯郭、平場

114 暮坪前 散布地 土器

115 蟻ヶ崎 散布地 縄文，古代

116 砂子沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（中期）

117 栃内鐘付堂 散布地



Ⅲ、調査の方法と室内整理

1 ．野外調査の方法

(1) 調査区のグリッド設定

グリッドの設定にあたっては、平面直角座標第X系の調査座標を用いた。座標原点はX=-73,663.000,

Y=+64,335.000である。この座標原点から遺跡全体を一辺20mの大グリッドに区画し、原点から東方向へ

はアルファベットの大文字A～Y、南方向へはI～Ⅳの番号を付し、これを組み合わせて北西隅を基準点に、

IA、ⅢBというように表示した。小グリッドは大グリッドを10等分して2×2mに区画し、東方向へはa～j、

南方向へは1～10を付している。調査区の名称は、大区画と小区画の組み合わせでIA3j。ⅢC5bというよう

に呼称している。

各基準点の成果値と杭高（標高=H)は次の通りである。

A B C
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５
０
１

７
７
１

β
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３
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一
一
一
一
一
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準
Ｘ
Ｙ
Ｈ

基

▲▲I

４
１
駒

４
１
駒妬，妬，

Ⅲ
川
加

５
０
４

０
７
８

〃
Ｂ
ａ

３
４
０

７
６
３

２
－
十

占
へ
一
一
一
一
一
一

準
Ｘ
Ｙ
Ｈ

基

Ⅱ

捷』 妙一半鍵捷ユ
Ⅲ

0 1:500 20m

－剴

第7図グリッド配置図
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(2) 粗掘と遺構検出・遺構精査と遺物の取り上げ

雑物撤去と刈払い作業から開始し、試掘トレンチ、粗掘、遺構検出、精査の順に進めた。調査区は北側が

盛土、南側が削平により開田されており最上層の遺構検出面が明確であった。本調査は、試掘トレンチによ

り各地点の層厚を確認後、重機（ユンボ）によって表土除去を行った。

検出された遺構は、竪穴住居跡が4分法、その他の士坑類については2分法を原則として精査を行い、必

要に応じて適宜併用している。記録として必要な図面および写真撮影は、精査の各段階において行っている。

各々の遺構は従来の簡易的な遣り方測量で行った。また、適宜1/100, 1/200の遺構配置図は、適宜光波ト

ランシットによる測量により平面図を作成した。実測図の縮尺は、1/20を基本として平面図と断面図を作

成した。なお、遺物の出土状況等については1/10の平面図を作成している。

遺構内の出土遺物は、埋土の場合は上部・下部に分けて取り上げ、床面及び床面直上の遺物は、必要に応

じて番号を付し、写真撮影・図面作成後に取り上げた。

(3) 写真撮影

野外調査での写真撮影は、6×7cm判カメラ1台（モノクロ）と35mm判カメラ2台（モノクロ、カラー・

リバーサル）を使用し、遺構・遺物の検出状況や出土状況を必要に応じて撮影している。他にポラロイドカ

メラ1台をメモ的な用途として使用した。撮影にあたっては、撮影状況を記した「撮影カード」を事前に写

し、整理時の混乱を防止した。また、平成12年度調査終了間近に小型飛行機による空中写真（4×5in:モ

ノクロ、6×6cm:カラー）の撮影を実施している。

(4) 広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環として、見学希望者に対しては随時対応するとともに、調査成果を公

開する現地説明会を平成12年10月8日(日)に開催している。

2．室内整理の方法

(1) 作業手順

室内整理は現状で残った遺物の水洗・注記から開始し、各遺構ごとの仕分け、遺物の接合復元、遺物の実

測、拓本、遺構・遺物のトレース、遺物の写真撮影、遺構・遺物図版、写真図版の順に作業を進めた。これ

らの作業と平行して遺物の計測、原稿の執筆、各種の鑑定・分析を行い報告書に掲載している。

(2) 遺構

遺構配置図は、発掘調査時に作成した図面を本に1/100の縮尺図を作成し仕上がり1/200で掲載した。各遺

構図面は以下の縮尺を基本としたが、一部変更もあり、図面にはそれぞれスケールあるいは縮尺率を付して

いる。竪穴住居跡1/50、堀跡・柱穴列1/40、土坑・焼土遺構1/40、柱穴群1/80、各部断面1/40等である。

断面図中の石はSで図示している。

竪穴住居跡や柱穴列の軸方向は、座標軸からの角度で、平面図における北印も座標北（基準点1における

真北方向角は、-0.28'24.0"西偏する）を示している。竪穴住居跡の面積はその床面の輪郭線をデジタル式

のプラニメーター（エリアカーブメーター）によって3回計測し、この平均値を記載した。

また、遺構の表現は凡例（第8図）に示すとおりである。
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(3)遺物

遺物は洗浄後全出土遺物を点検し、注記・接合・復元を行った後に、実測・拓本の必要なものを選択・登

録した。実測・拓本の必要のないものの一部は写真掲載のみにとどめている。

実測した遺物の選択基準は、石器類は完成品を実測しその他の石器類は計測・鑑定にとどめ、必要に応じ

出て掲載している。土器は大別して表裏縄文系土器と羽状縄文系土器の2種類が出土しているため、接合復

元できた全てと口縁部・体部の破片資料は文様の差異が明瞭なものを優先し、文様単位がある程度把握でき

る大きさのものを選択した。同一遺構内の資料については床面出土のものをできるだけ使用し、文様形態の

異なるものを多く掲載した。

掲載遺物の図版の縮尺率は、次の通りである。土器・石器類が1/3（小型剥片石器は1/2)、大型の石製品

が1/6を原則としているが、遺物の大小に応じては適宜縮尺を変え、図版ごとにスケールを付してある。

遺物の調整技法等の表現は凡例に示す通りである。

凡 例

本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による座標北を示す。

表中の法量の推定値は()、残存値はく〉で表示した。

挿図中に使用したスクリーン・トーンは以下のとおりである。

土器には、pを記した。

基本土層断面図にはローマ数字を、遺構内の土層は算用数字を用い、攪乱箇所にはcを記した。

●
●
●
●
●

１
２
３
４
５

磨面

タール

轡＄Ⅷ 厘至
火山灰 焼土 石・礫

第8図実例凡例図
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Ⅳ、検出された遣構と遣物

1 ．概 要

遺構は竪穴住居跡（以下住居跡）15棟、焼土遺構13基、土坑43基、柱穴列2基、陥し穴状遺構1基、堀跡

1条、柱穴状小土坑240基である。

調査区の地山は北東から北西方向に低く南東側に高いため、一帯の水田開発に伴う削平が調査区の南東側

で著しい。このため遺構の残存状況も調査区南東側では不良である。この区域で出土した遺構外の遺物も住

居跡埋土の攪乱により動かされたものと考えられる。

これに反して調査区の北西側は、遺構の残存状況は良好で1号竪穴住居跡や5号竪穴住居跡では明確な壁

柱穴が多数検出された。しかし調査区の北西端は、住居跡や士坑の密度が極端に低くなる区域でもあり、標

高値等との関連で当時の遺跡周辺の土地利用を知る上で興味深い事実で、遺跡の主体部は地山のレベルが更

に高まる南西方向である可能性も考えられる。

大部分の遺構は、基本層序第Ⅲa層からⅢb層で検出されたが、調査区南西部では数cmの攪乱層直下で遺構

と遺物が検出されている。この検出面も重機による攪乱の痕跡を残していた。

調査区中央のグリッドの検出面は一様ではなくⅢa層中に2～3面の検出面があり検出に時間を要した。

また2号柱穴列はⅢb層下層即ちⅣ層直上で検出された遺構である。

2．竪穴住居跡

住居跡は、15棟を登録した。調査段階で焼土が認められなかった、住居状遺構とした2棟も小型の住居跡

とほぼ同様の規模を持つため整理の段階では全て住居跡として扱い登録した。これらの遺構間に出土遺物の

大きな違いは認められなかった。

住居跡の検出はⅢa層に堆積した中抑火山灰を目安に漸次層位を下げプランの確認を行った。住居の埋土

はこのⅢa層に達することが1号住居跡のセクションにより確認されたが、Ⅲa層でプランを確認することは

困難で多くの住居跡はⅢb層上面で検出されたものである。

住居跡の床面から検出された遺物量は、埋士中や検出面付近で出土したものに比して少なく、特に検出面

の中諏火山灰とともに多くの遺物が出土している。

今回の調査では住居跡に伴う柱穴も多数検出され、特に壁の中場に並ぶ柱穴が上屋を復元できるほど検出

された1号住居跡と5号住居跡の残存状況は特に良好であった。

また、住居跡周辺の柱穴の一部は上屋を支えていたものであることが5号住居跡で確認された。

住居跡の形状や不整な楕円形～方形を基調としており、これについてはまとめで考察することとする。
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1号竪穴住居跡

遺構（第9・10図写真図版6 ．8．9）

＜位置＞調査区IA7i～IB9aグリッド、標高308.3mに位置する。

＜規模・平面形・方向＞開口部の平面形は、不整な円形から隅丸方形を呈し、長軸5.54m、短軸4.68m、

壁高20～36cm、面積は16.86㎡を測る。

＜付属施設＞北壁を除く東・南・西側にテラス状の施設が造られ、北側の床面からは、梯子の跡と考えら

れる柱穴が検出された。テラス状施設の面積は8.16㎡を測る。

＜柱穴＞住居跡の中央に支柱となる柱穴が方形に2重に配置されている。中心にP3-P4-P5、北東の

柱穴は検出できず、P6は形状から付属の士坑と考えられる。これをP1-P2-P9-P7が支え、更に屋

根の樽木が壁面の中場から延びる構造になっている。又、西側から北側には周溝が造られている。壁の中場

から検出された柱穴軸線の水平面（以下Hと呼称）に対する仰角はH-39～42.-V(垂直方向＝以下Vと呼

称）であり、床面中央から検出された4基の支柱穴Pl、P2、P7、P9の仰角はそれぞれH-88，90，88，

87．－Vを測り、僅かに中央に内傾する。

住居の出入り口は、北側の梯子跡が検出された地点もしくは南東側から検出された平行する支柱穴間(P

19．20-P10．11)と推定される。南側の壁面は、試掘トレンチにより削平を受けているが、遺構の残存状

況は良好で北側の壁高は36cmを測る。

＜検出状況＞黒褐色土層から中諏火山灰が検出されたが、明確なプランは、暗褐色士層下部で確認された。

＜埋士＞検出面上部からは中抑火山灰が検出され、黒褐色土が主体となって構成されている。また、下層

には一様に火山灰混じりの黒褐色土が流入しており自然堆積を呈する。

遺物（第66～68図写真図版43．44）

＜出土状況＞検出面や埋土中から羽状縄文系土器や石器が出土している。

＜土器＞網目状撚糸文(7)、木目状撚糸文（38)、葺瓦状撚糸文（5 ．17．43)、菱形文（22）土器が出土

している。全て破片であるが、器種はいずれも鉢と考えられる。羽状縄文を胴部に持つ土器片（1 ．2）は、

口縁部に綾絡文を持つ深鉢と考えられる。口縁部や内面にはナデが入る。大量の繊維を胎士に含むものが多

い。斜行縄文のみの土器片（28．34．39等）も羽状縄文土器片の可能性が高い。

＜石器＞石匙(430.431)、石鑛(427～429)、磨石(432)、チップ°類128.9gが出土している。

時期縄文時代前期前葉大木2a期の住居跡と考えられる。

－14－



祠ⅡⅡ川川Ⅱ川ⅡⅡⅡⅡⅡ祠ⅡⅡⅡⅡⅡ川ⅡⅡⅡⅡｕ与掲争争…曇拙ヨダーへ：迩契判如哩ｅ判劃理廻畠評白却判釦翌畷廻国衿ヨョ

ーヒ函つ哩一つご褐争号：毎細今号…麺鐸冨「こぎ判釦璽堀望圏浄昌Ｓ 尋掲予予…与揺今骨…趨葬く哩辱等遺制釦哩雪ご函函津哩一ｍ

与舟ｓ轡長…ｓ拙今長…謹鐸判紐窪侭ミマ画涕ゆめ

与碍…写拙今暑…趨葬判釦哩雪廻の塵拷ヨト

与掲争畢：息拙ヨニー…謹巽判巽釦嘩瓶④お塵シヨや

曇電争斗…与拙Ｊ吾・・・謹巽制如哩ｅ料釦理智電ｍ塵シヨ斗判釦嘩瓶電唖“シ宮中

与崎畢争：息拙今吾…趨巽ぺ哩尋ご週固唾塞更圏浄宮寺

曇舟争争…曇拙ヨニヘ…趨鐸く哩頃謹嵐ヨＫｕ蝉穏三崎Ｕ等臣匿浄宮型判③嘩暁電函壁涕ヨ、

与舟争皐…畠価ヨニ、…謹巽く理鐸ご遭却昨鐸逼判釦駆雪ミ唖崖浄哩５－判⑳嘩暁ミ困墜湯ヨベ

与密争畢…与拙Ｊ／一へ…謹巽ぺ哩鐸ご遮却匿三ざ紐廻躯二喝辿ご屋衿昌却咋翼想判釦璽雷電唖“涕哩５－料釦理畷ご函塵シヨ［

の③

4

可
＜

〆
乙

メ

､ﾉを

⑨＠．

縦
シ、雷、、餅１０１剛１釧

画
ご

トーユ

画作
唖

⑥

、 」

一
イ

三儘凹坦憧刷巾一園③鰕

Ｅこつ屋、つめ叩Ⅱ目

１ｒ
・辰、ぐ

ム
｜

雪’
.⑤

、
a

◎
恵〃

一へ二十

劉窪蓮惣、、。

」
ベ

ユ
ﾄ
ー

L
＝

3
0
8
.
6
0
0
m

7



L＝308.200m
,

倶当

L＝308.200m

但 当
L＝308.900mL＝308.200m

,

停判

L＝308.000m

厚虫
L＝308.000m

匹当当」

Y 一

V 汀"。
P3 P4

l lOYR2/3黒褐色土
粘性…小しまり。

l lOYR4/4褐色土

粘性…小しまり
1 10YR4/4褐色土と

l0YR5/6黄褐色土の混合土
粘性…中しまり…あり

2 10YR5/6黄褐色土
粘性…中しまり…ややあり

3 10YR3/3暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

ややあり ややあり

P1

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…中しまり…あり

2 10YR4/4褐色土
粘性…中しまり…ややあり

P7

P2

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…中しまり…あり

2 10YR4/4褐色土
粘性…中しまり…ややあり

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…中しまり…ややあり

L＝308.200m

但望
L＝308.200m

p1

L」1

伽
”
ｊ
一

‘

０８職
と

V

L＝308.500m

L-kj

b－
P14

l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR2/3
極暗褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

2 10YR3/3暗褐色土に7.5YR2/3
極暗褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

吟

LL=308200m-hi

－r綱
P9

l 10YR3/3暗褐色土
粘性…小しまり…あり

､ア一‘
P12

P13P8

1 10YR2/3黒褐色土
粘性…小しまり…ややあり

l 10YR4/4褐色土

粘性…小しまり…ややあり l 10YR2/3黒褐色土
粘性…小しまり．

2 10YR4/6褐色土
粘性…中しまり．

ややあり

かなりあり

L＝308.500m

し」
画一

L＝308.500m

I]] ml

_J

L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m

壜 \Ⅷ総 蹴聿" ”
0 1:50 2m

ー計

P15

1 10YR2/3黒褐色土に7.5YR2/3
極暗褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…ややあり

2 10YR3/3暗褐色土に7.5YR2/3
極暗褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

P16

l 10YR2/3黒褐色土と
l0YR4/6褐色土の混合土
粘性…小しまり…ややあり

第10図 1号竪穴住居跡(2)

2号竪穴住居跡

遺構（第11図写真図版10)

＜位置・重複関係＞調査区ⅡBlc～IB9dグリッド、標高308.3mに位置し、ⅡBlc～ⅡB1dグリッドで8号

土坑と重複する。

＜規模・平面形・方向＞長軸3.11m、短軸2.20m、壁高は7～20cm、面積は4.89㎡を測る。開口部の形状は

不整形を呈する。住居東側にテラス状の施設を有する。長軸の方向はN-50o－Eである。

また、周辺で検出された5 ．6 ．8号土坑との共伴関係については不明である。

＜埋士＞埋士は黒褐色土が主体となって構成されている。

遺物（第68図写真図版44）

＜出土状況> P16埋土中から土器片(53)と有孔円盤状土製品が出土している。円盤状土製品(408)は

表裏縄文土器片を加工して造られ器面は研磨されている。また、磨石（435)、石匙（433.434)、不定形石

器（436）が出土してる。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。

－16－
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L=308500m －一旦1 L- L=308500m 一

1 10YR3/4暗褐色土に10YR6/8明黄褐色土極小粒子混入粘性…中しまり…ややあり
210YR2/3黒褐色土にl0YR5/8黄褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
310YR3/4暗褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土粘性…小しまり…あり
410YR5/8黄褐色土粘性…中しまり…あり

L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500mL＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m

山里倶判 但当 俘当 倶当 ．俘当 楪当 倶旦 ドー判
一画1 －－ －〔万一 一定コ1 py河 一寸『 穴ズ､

P4 P5 P6P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7
P8 P9

l 10YR3/4暗褐色土に 1 10YR3/4暗褐色土に l lOYR2/3剛褐色土に l lOYR2/3黒褐色土に l 10YR2/3照褐色土 llOYR2/3黒褐色上 l 10YR2/3肌褐色土

lOYR4/6褐色土混人 lOYR4/6褐色土混入 l0YR4/6褐色土混人 l0YR4/6棡色土混入 l lOYR3/4蹄褐色土に l 10YR2/3黒色土に粘性…小しまり…ややあり 粘性…小 粘性…小

帖性…小 帖賎…''、 幡睦…小 騎僅…,'、 ’l0YR3/4晴褐色土‘‘ し護り…ややあり しまり…●やあ， ！‘YR4ﾉ6悶色土鋤子渡入鵬鵬磯り
しまり…あり しまり…かばりあり しまり…かなりあり しまり…か芯りあり l0YR4/6褐色土微粒子混入 粘性…小しまり…あり

粘性…小しまり…あり

L＝308.500m L＝308.500mL＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m

伴当 伴昌 供」1 匹叫 倶 旦， 倶 当 倶 旦 倶当 桿耳
一画7 ℃7- " 2M -wT-ーイ －WT‐ 一▽一 ~V

T-= P17P16czT |"v",M,, P18P10 P11 P12 p13 P14

1 10Y"/“色土“ ！lOYR2/3卿"土“ ！lOYR3/蝿"土“ ！!OYR4/蝿色土 ！lOY剛/蝿"土\ P15 5!MYR3'""tl: !II淵繩識子麗人!M；離職誌子麗人P15
l0YR4/6褐色土混入lOYR4/6褐色土混人 10YR4/6褐色土混入 10YR4/6褐色土微粒子混入 粘性..､小しまり...あり l lOYR3/蝿褐色土に

粘性…小 粘性…小 粘性…小しまり…あり 2 10YR6/8明黄褐色土 l lOYR3/4暗褐色土に lOYR4/6褐色土微粒子混入 粘性…小しまり…あり 粘性…小しまり…あり粘性…小

しまり･･･かなりあり しまり…あり 粘性…小しまり...かなりあり しまり…かなりあり 10YR4/6褐色土微粒子混入 粘性…小Lまり…あり
粘性…小しまり…あり

0 1:50 2m

－－

第11図 2号竪穴住居跡
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3号竪穴住居跡

遺構（第12．13図写真図版11）

＜位置＞調査区IB9e～IB10fグリッド、標高308.4mに位置する。

＜規模・平面形・方向＞開口部の平面形は不整な円形を呈する。長軸2.94m、短軸2.69m、壁高は31～36

cm、面積は3.19㎡を測る。床面西側に土坑状の凹地を有する。

＜検出状況＞ 2号竪穴住居跡と3号竪穴住居跡の中間、暗褐色土層下部でプランを検出した。約50cm東側

から9号土坑さらに約2m東側から3号焼土が検出され、付属の士坑及び屋外炉（地床炉）の可能性も考え

られるが詳細は不明である。

＜埋土＞上層は黒褐色土、中層は暗褐色土層で構成される。

遺物（第68図写真図版44）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（54．55）が出土している。55は口縁部片で口唇部に指頭押圧に

より装飾が施されている。磨石（438.439)、石匙（437)、不定形石器（440)、チップ類33.39が出土して

いる。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。

L＝308.600m

倶判
一▽

P1

L＝308.600m L＝308.600m
9

虐斗

L＝308.600m

幽

一▽‐
P4

山 ， 当

峨学
P2

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR4/6褐色土
粘性…小しまり…ややあり

3 10YR5/6黄褐色土
粘性…小しまり…ややあり

／釘
2

P3

l 10YR3/3暗褐色土
粘性…小しまり

2 10YR4/6褐色土
粘性…小しまり

1 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり 1 10YR3/3暗褐色土

粘性…小

しまり･･･ややあり

ややあり

ややあり

L＝308.600m L＝308.600,

匹 昌
一W

P6

L＝308.600m

幽
汀

当

》

」

P7
P5

l 10YR3/3暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

210YR4/6褐色土

粘性…小しまり…ややあり

l 10YR3/3暗褐色土粘性…小しまり…ややあり
2 10YR4/6褐色土粘性…小しまり…ややあり

1 10YR3/3暗褐色土

粘性…小
しまり…ややあり

210YR4/6褐色土

粘性…小
しまり…ややあり

0 1:50 2m
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第12図 3号竪穴住居跡(1)
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1 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明黄褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
2 10YR3/4暗褐色土にl0YR4/6褐色土混入と7.5YR5/8明黄褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

21 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…ややあり
3 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8明黄褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

3'10YR3/3暗褐色土粘性…小しまり…ややあり
410YR4/6褐色土にl0YR3/4暗褐色土10％混入粘性…小しまり…ややあり

0 1:50 2m
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第13図 3号竪穴住居跡(2)
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4号竪穴住居跡

遺構（第14．15図写真図版12）

＜位置＞調査区ⅡB2g～ⅡB3hグリッド、標高308.4mに位置する。

＜規模・平面形・方向＞形状は不整な隅丸方形を呈する。長軸3.83m、短軸2.95m、面積は7,86㎡を測る。

長軸の方向はN-46｡-Wである。

＜検出状況＞漸移層下で検出された住居跡である。壁面は、判然とせず、全体が緩い播鉢状を呈する。

＜付属施設＞プラン内に付属の士坑を伴い、 P5からは、多量のブレークが出土した。また、小判形のp

3埋土は人為堆積を呈し、墓壊の可能性も考えられる。また、住居西側の下場付近からは柱穴も検出された。

＜検出状況＞暗褐色土層での検出は困難で下位の地山面でプランが確認された。住居床面は播鉢状を呈し

緩やかに中央に傾斜する。住居埋土と同様に付属の土坑及び柱穴埋土は褐色土で一様に埋没しており、P旧

44は住居跡存続時にはすでに埋没していたと考えられる。

＜埋土＞ 自然堆積を呈し褐色土が主体となって構成されている。

遺物（第69図写真図版44）

＜出土状況＞時期を特定しうる土器片は検出されず、 P5から多量のフレイク (441･442等) 161.3gが

出土した。石質は頁岩である。

時期形状等から縄文時代前期初頭～前葉の住居跡の可能性が高いと考えられる。

L＝308.500m

倶角

画一

P1

1 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

L＝308.500m L＝308.500m L＝308.500m

L 一旦イ 山一当

てエゴ にブ

L＝308.500,

F－判L』

7▽▽ P3

1 10YR4/4褐色土主体に
10YR5/8黄褐色土ブロック状に混入
粘性…小しまり･･･ややあり

P4

l 10YR4/4褐色十老体に
lOYR5/8黄褐色土ブロック状に混入
粘性…小しまり…ややあり

P2

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

210YR4/4褐色土
粘性…小しまり…ややあり

P5

l 10YR4/4褐色土と

10YR5/8黄褐色土の混合土
粘性…中しまり…ややあり

L＝308.500m

脾角
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・0

卜L 判

L＝308.500m

山
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昌到 叫
可

可 V P10

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

P8

l 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

P9

1 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

P7

l 10YR4/4褐色土
粘性…小しまり…ややあり

l lOYR4/4褐色土と

10YR5/8黄褐色土の混合土
粘性…中しまり…ややあり

0 1:50 2m
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第14図 4号竪穴住居跡(1)
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5号竪穴住居跡

遺構（第16．17図写真図版6．13）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB4e～ⅡB6dグリッド、標高308.4mに位置する。また、埋土土層は、 6号住

居跡と23号土坑と重複する。

＜規模・平面形・方向＞平面形は不整な楕円形を呈する。長軸3.90m、短軸2.65m、壁高は19～43cm、面

積5.37㎡を測る。

＜柱穴・上屋＞遺構の残存状況は良好で、住居跡周辺及び壁面の中場、床面から柱穴が検出された。床面

の長軸上から検出された柱穴はほぼ垂直に立ち上がり、他の柱穴はこの軸線に対して角度を持って構築され

ている。角度は中場の柱穴P4がH-55o－V、P5がH-49o－V、P18がH-42o－VoまたP6はH-65o－V

で床面短軸方向の柱穴は概ねH-65～70.-Vである。また、住居跡の北西側から検出されたP8の軸線は住

居上屋突端に達することが復元から推定され、この柱穴は上屋を支えるための柱穴と考えられる。仰角は、

H-21o－Vである。上屋はテント形の構造をもち床面からの高さは2m強を測ることが復元から明らかと

なった。

＜埋土＞暗褐色土が主体となって構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第69図写真図版44）

＜出土状況＞検出面直下及び埋士中から表裏縄文土器片（56．57．58)、石鍼（444.445)、有孔円盤状土

製品(409)が出土している。土製品は、表裏縄文土器片を加工して造られている｡P14からは不定形石器

(446）が出土した。チップ類は32.59が埋士中から検出された。

時期検出状況から、関谷洞穴第8層期の縄文時代早期末葉と思われる。

L＝308.600m
D

P 且｛

L＝308.600m L＝308.700m L＝308.600m

\ 二
L＝308.700m L＝308.700m

但判 L当

澪孑一雨T
l 10YR2/3黒色土

粘性…小しまり…ややあり l 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…ややあり
210YR5/6黄褐色土粘性…小しまり…ややあり

L＝308.700m L＝308.600m L＝308.600m

凹叫 ト且一 一山 P9

ノ蕊一可
P17

TlOYR2/3黒褐色土

粘性…小しまり．．ややあり l lOYR5/6黄褐色土

粘性…小しまり…ややあり P20
210YR5/6黄褐色土

粘性…中しまり…あり 1 10YR3/4暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

L＝308.600m L＝308.600m

勝 犠 :“
2 10YR5/6黄褐色土粘性…小しまり…ややあり
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6号竪穴住居跡

遺構（第18図写真図版14）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB5f～ⅡB6eグリッド、標高308.4mに位置し、西側で5号住居跡と重複する。

＜規模・平面形・方向＞開口部の平面形は、不整な円形を呈する。長軸2.21m、短軸2.0m、壁高は10～22

cm、面積2.45㎡を測る。

＜検出状況＞検出面からは、中諏火山灰が検出されている。規模も、小規模であることから調査当初は土

坑登録をしていたが、プラン内から焼土及び大型の尖底土器が出土したことから整理の段階で住居跡として

扱った。

＜柱穴＞住居跡の下場と上場周辺から環状に柱穴が検出された。柱穴の径は約7cm、深さは、3.6～12.lcm、

平均は約9cmを測る。床面中央からは、焼土も検出されている。地床炉と考えられる。柱穴軸線の仰角は、

柱穴が浅いため、確認することはできなかった。

＜床面＞床面は平坦で、堅く締まっている。

＜上屋＞壁面下場に沿って基の柱穴が検出されているため、上屋は円錐状のテント形を呈するものと考え

られる。柱穴の規模はほぼ5号住居跡と同じで、床面のプランに違いがある。上屋の高さも5号住居と同程

度のものになると推定される。

＜炉跡＞床面から焼土が検出されており、地床炉と考えられる。

＜埋土＞暗褐色土が主体で構成されている。

遺物（第69図写真図版2）

＜出土状況＞検出面から床面直上まで土器（59）や礫が折り重なって検出された。59は表裏縄文土器で、

大船渡市関谷洞穴遺跡第8層から出土した尖底の深鉢に酷似している。

59は口縁部に孔を持ち、口唇部には縄文が施されている。内面の縄文は粗で、指頭による整形痕が顕著に

残る。また、P2から土器片(60)が出土している。チップ類は埋士中から8.3gが出土した｡

時期出土した土器と検出状況から縄文時代早期末葉と考えられる。

’
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第18図 6号竪穴住居跡
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7号竪穴住居跡

遺構（第19図写真図版15）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB6f～ⅡB7gグリッド、標高308.5m, 7号住居跡の南西約0.3m，8号住居跡の

南東約0.8mに位置する。

＜規模・平面形・方向＞長軸2.56m、短軸l.92m、壁高191.0～31.4cm、床面積は1.11㎡を測り、検出され

た住居跡の中では最も小規模な住居跡であるが開口部の面積はく4.08＞㎡を測る。開口部の平面形は不整な

円形を呈する。床面は平坦ではなく北側に起伏があり、堅く締まっている。

＜検出状況＞壁は攪乱により上部が削剥されたものと推定される。6号住居跡や8号住居跡とほぼ同一レ

ベルで検出された住居跡である。

＜床面・焼土＞床面は平坦ではなく、北側で若干の起伏を持つため調査段階では住居状として扱った遺構

である。

炉跡は検出されず埋士中から焼土が検出され、焼失住居の可能性も考えられるが詳細は不明である。

＜柱穴＞東側の下場付近から対応するP3-P4-P5-P6が検出された。また柱穴P5、P6の仰角はそ

れぞれH-63o-V、H-65o－Vである。上屋は5号住居跡とほ同様と推定されるが、完全に対応する住居

西側の柱穴は検出されなかった。

＜上屋＞ 5号住居跡や6号住居跡と同様にテント形の構造を持つものと推定される。

＜埋土＞検出面からは中諏火山灰が検出されている。埋士は上部は黒褐色土と下部は暗褐色土を主体に構

成される。上部の黒褐色士層からは炭化物が検出され、北西側の暗褐色土居からは焼土が検出されており焼

失住居跡の可能性も考えられる。

遺物（第69図写真図版45）

＜出土状況＞埋土中から石箆（447.448)、磨石（449）が出土した。磨滅した文様を把握できない土器片

も僅かに出土している。

また、チップ類は埋土中から、8.3gが検出された。石質は頁岩が主体である。

時期検出状況や火山灰から縄文時代早期末葉から前期初頭と考えられる。
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8号竪穴住居跡

遺構（第20．21図写真図版16．17）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB5g～ⅡB6iグリッド、標高308.5mに位置する｡ 9号住居跡と重複する。

＜規模・平面形・方向＞開口部の形状は不整な楕円形を呈し、長軸2.95m、短軸2.09m、壁高は6.6～17.2

cm、床面積は3.07㎡を測る。地山面が高位のため、埋土の削平が激しく遺構の残存状況は不良である。

＜炉跡・付属施設＞炉跡は検出されず、重複する9号住居跡上面で検出された4号焼土遺構あるいは南約

30cmで検出された5号焼土遺構が屋外炉（地床炉）になる可能性が考えられる。

また、北東側に近接して33号土坑が検出されているが、大木2a式と考えられる土器片が出土しているため

本住居跡及び9号住居跡とは時期差があると考えられる。

＜埋土＞ 9号住居跡の埋士を切って暗褐色士が一様に堆積している。壁面上部は攪乱により消失し、遺構

の残存状況は不良である。

遺物（第69図写真図版45）

＜出土状況＞埋土中から有孔円盤状土製品（412）と土器片（61．

内面の縄文は粗である。P3からは450(尖頭器？）が出土している。

と土器片（61．62）が出土した。62は表裏縄文土器で、

時期遺物や火山灰から縄文時代早期末葉から前期初頭と考えられる。

③▲

産

毫毒
､{l @

毎

Bf Bf

ⅢⅢ中櫛

0 1:50

トー一計一一一一
、

第20図 8号・ 9号竪穴住居跡、33号土坑火山灰検出状況
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9号竪穴住居跡

遺構（第20．22図写真図版16．17）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB5h～ⅡB5iグリッド、標高308.6mに位置し、8号住居跡と重複する。南側の

埋士上部は8号住居跡に切られている。

＜検出状況＞ 6号住居跡と同様に、検出面で中撒火山灰が確認された。火山灰は、明確な堆積層は成さず

ブロック状の二次堆積を呈する。プランは8号住居と共に重複して検出されたためトレンチにより新旧を確

認し精査を行った。

＜規模・平面形・方向＞長軸3.28m、短軸1.73m、壁高<39.9>～<45.9>cm、床面積は2.44㎡を測る。開

口部は形状は8号住居跡と同系の不整な楕円形を呈するが、壁高値が大きく異なり床面のレベルも低い。こ

れは本住居跡が8号住居跡よりも時期的に前に構築されたことに関係すると考えられる。

＜炉跡・付属施設＞重複する8号住居跡の南約30cmで検出された5号焼土遺構が屋外炉（地床炉）になる

可能性が高いと考えられる。東側に近接して、33号土坑が検出されているが、埋土からは縄文時代前期初頭

(大木2a)と考えられる土器片(145)が出土しているため、 8号及び9号住居跡とは時期差があると思われ

る。

＜埋土＞検出面から4号焼土遺構が検出されているが、これは8号住居跡の屋外炉（地床炉）の可能性が

高いと考えられる。埋土はレンズ状の自然堆積を呈し、上層が暗褐色土、下層が黒褐色土で構成されている。

南側埋士上部は8号竪穴住居跡により切られている。

遺物（第70図写真図版45）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（63～68）が出土している。原体は、いずれもRLで、64は口唇部

に指頭圧痕が施され、内面の整形痕も顕著に残る。66も整形痕が残り、63の内面には炭化物が付着している。

いずれの胎土にも繊維が混入している。

また、石器類は埋土中から石箆（451.452)、磨製石斧（453)、チップ類は1,9gが出土している。

時期出土した遺物から8号住居跡より早い段階の縄文時代早期末葉と考えられる。
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10号竪穴住居跡

遺構（第23図写真図版18．19）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢB3g～ⅢB4hグリッド、標高308.7mに位置する。36号土坑（フラスコ状土坑）

と重複し、住居の南東壁及び床面はこの36号士坑により削剥を受け一部が消失している。また、北側には12

号焼土遺構が近接する。

＜規模・平面形・方向＞長軸3.06m、短軸2.09m、壁高0.33～0.40m、面積(2.89)㎡を測る。開口部の形

状は不整な楕円形を呈する。長軸の方向は、N-41o－Eである。

＜検出状況＞検出面で中諏火山灰を確認した。

＜柱穴＞壁柱穴は壁面の中場から検出され長軸の軸線上のものはほぼ垂直に立ち上がり、中場で検出され

た柱穴P1、P2、P3の仰角はH-52～56.-Vである。また、P4に対応する長軸上の南西側柱穴は検出さ

れなかった。

＜上屋＞検出された柱穴から、平面規模は異なるが5号住居跡と同じテント形の上屋を持つと推定される。

＜炉跡＞炉跡は検出されなかったが、10号住居跡の12号焼土遺構が屋外炉（地床炉）になる可能性が高い

と考えられる。

＜埋士＞検出面からは中抑火山灰が検出されている。埋土は、上層から中層が黒褐色、下層は暗褐色土に

より構成されている。

遺物（第70．71．72図写真図版45．46）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（69～88）が出土している。いずれの土器片も繊維を含んでいる。

69．70．71．73．75．76．77．78．79は口縁部片で、71．73．78．79は口唇部に刻目を持つ。また69と82は

口唇部に縄文が施され、70は緩やかな波状口縁を有する。75は無節原体により縄文が内外面に施されている。

また、表裏縄文土器片を加工した有孔円盤状土製品413ｶﾐ出土している｡413の器面には研磨が施されてい

る。石器類は、磨石（458)、凹石（459)、石箆（456.457)、石匙（454.455)、不定形石器(460)が埋土

中から出土している。チップ類は検出されなかった。磨石の石質は流紋岩、凹石は玲岩、石箆・石匙等の石

質は頁岩である。

時期火山灰や出土物から縄文時代早期末葉の住居跡と考えられる。
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可

…
l 10YR2/2黒褐色土主体に10YR5/3にぶい黄褐色土火山灰ブロック状に混入

粘性…小しまり…ややあり

210YR2/2黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…やイ210YR2/2黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり

310YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明褐色士微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

410YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
510YR3/2黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
610YR4/6褐色土とlOYR3/2黒褐色土の混合土粘性…中しまり…ややあり
77．5YR3/4暗赤褐色土粘性…中しまり…ややあり

L＝308.800m L＝308.800m L＝308.800m L＝308.800m L＝308.800m

倶ヨ 但昌 虐茸 己当 ト且当

忽／ご〈 ＜、 可アイ
P1 P2 P3 P4 P5

YR2/3黒褐色土に 1 10YR2/3黒褐色土に 1 10YR2/3黒褐色土に 1 10YR2/3黒褐色土に l lOYR2/3黒褐色土に
YR6/8明黄褐色土に 10YR6/8明黄褐色土に 10YR6/8明黄褐色土に 10YR6/8明黄褐色土に l0YR6/8明黄褐色土に
粒子混入 微粒子混入 微粒子混入 微粒子混入 微粒子混入
性…中しまり…ややあり 粘性…中しまり…ややあり 粘性…中しまり…ややあり粘性…中しまり…ややあり粘性…中しまり…ややあり

〃

ｎ
ｍ
微
粘

１

0 1:50 2m

トーョーーゴ

第23図 10号竪穴住居跡
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11号竪穴住居跡

遺構（第24図写真図版20）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢB1j～ⅢC2aグリッド、標高308.7mに位置する。12号住居跡の1m南西側に

近接し、28号士坑と重複する。

＜規模・平面形・方向＞長軸2.73m、短軸1.60m、壁高24.2～41.4mで、床面積1.90㎡、開口部の面積は

く3.46＞㎡を測る。長軸の方向はE-26o－S｡平面形は不整な楕円形を呈する。

＜検出状況＞第Ⅲ層の黒褐色士層下から12号住居跡と共にほぼ同一レベルで検出された。近接する10号住

居跡。11号住居跡。12号住居跡の壁面の残存状況は比較的良好である。

＜柱穴＞平面の形状からテント形の上屋が推定されるが、床面や壁面からは対応する柱穴は検出されなかっ

た。

＜焼土＞明確な炉跡は検出されず壁面～埋土中に焼土が検出された。検出状況から焼失住居の可能性も考

えられる。

＜埋土＞黒褐色土を主体とするが下層は黄褐色士で構成される。東側の床面上部で焼土が確認され、消失

住居の可能性も考えられる。

遺物（第72図写真図版47）

＜出土状況＞埋士中から表裏縄文土器片（89～101)が出土している。95．96．99は沈線文を持つ。また、

91は口唇部に刻目、89．92は同様に指頭圧痕をによる装飾が施されている。92は内面の整形痕が顕著に残る。

石器類は、石箆（462）と石匙（461）が埋土中から出土した。また、チップ類は8gが埋土中から検出さ

れている。いずれの石質は頁岩である。

時期縄文時代早期末葉の住居跡と考えられる。
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l0YR2/2黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

l0YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
10YR5/8黄褐色土粘性…中しまり…ややあり
l0YR5/8黄褐色土とl0YR2/3黒褐色土の混合土粘性…中しまり…ややあり
l0YR2/3黒褐色土粘性…中しまり…ややあり
7.5YR5/6明褐色土粘性…小しまり…ややあり

１
２
３
４
５
６
７

{ L=308900m－－国

~言一

L＝308.600m L＝308.800m L＝308.800m
9

ト旦望

L＝308.800m

倶当

／＜丁

L＝308.800m

虐当

/＜

四
句這 /①‐

P1

1 10YR2/3黒褐色土に
10YR6/8明黄褐色土に
微粒子混入
粘性…中しまり…やイやや

P2

1 10YR2/3黒褐色土に
10YR6/8明黄褐色土に
微粒子混入
粘性…中しまり…ややあり

P3 P4 P5

l lOYR2/3黒褐色土に 1 10YR2/3黒褐色土に
10YR6/8明黄褐色土に 10YR6/8明黄褐色土に
微粒子混入 微粒子混入
粘性…中しまり…ややあり 粘性…中しまり…ややあり

l lOYR2/3黒褐色土に
lOYR6/8明黄褐色土に
微粒子混入
粘性…中

しまり…ややあり

あり

0 1:50 2m

第24図 11号竪穴住居跡
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12号竪穴住居跡

遺構（第25．26図写真図版21）

＜位置＞調査区ⅡC10bグリッド、標高308.7mに位置、11号住居跡の北西約lmに近接する。

＜規模・平面形・方向＞長軸2.85m、短軸2.20m、壁高0.34～0.42m、面積2.62㎡を測る。平面形は不整な

楕円形を呈する。長軸の軸線方向はN-41o－Eである。

＜柱穴＞床面に柱穴状の小土坑、壁面にも一部柱穴が検出された。

＜埋士＞上部埋土は黒褐色、中から下位が褐色土を主体に構成される。

遺物（第72．73図写真図版47）

＜出土状況＞埋土中から土器、石鑛等の石器が出土している。

＜土器・土製品＞表裏縄文土器（102～106･108)が出士している。P1から土器片(107)が出土してい

る。

<石器＞磨石(5)、尖頭器（31）が埋土中から出土している。石質はホルンフェルスと頁岩である。また、

チップ類は57.6gが検出された。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。

L＝308.500m

倶当

丁I7－
P1

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m L＝308.800m

Fq
~W

P3

L＝308.800m

仁当 叫
可
剛

可
駆

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

1 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

l lOYR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m

Fq

V

L＝308.800m L＝308.800m

22

両I
P7

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m

但里
~V-

P8

1 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

座当
両，

P6

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

P5

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m

・ ・1

L当

可
P9

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m L＝308.800m L＝308.800m

L 4
TE~W

P12P13

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

‘凶山
可 V

P11

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

P10

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

0 1:50 2m

第25図 12号竪穴住居跡(1)
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竪穴住居跡号11

L Ｂ
一

l lOYR2/3照褐色12に75YR5/81Vl褐色上微粒子と炭化物混入
粘性"･小しまり…ややあり

2 10YR2/3黒褐色上に7.5YR5/8明褐色上微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

3 10YR2/2黒褐色|： ドIIi性･”小しまり…ややあり

4 10YR4/,1褐色_上粘性…'|' しまり･ややあり
5 10YR5/8黄褐色土粘性･“!'’ しまり｡”ややあり

6 10YR3/3と1(〕YR5/8繭褐色tの混合t ポIIiﾔt…i l l しまし)…ややあり
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１

Ｌ

０
卜
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第26図 12号竪穴住居跡(2)
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13号竪穴住居跡

遺構（第27．28図写真図版22）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢClb～ⅢC3dグリッド、標高308.67mに位置する。40号土坑（フラスコ状士坑）

と重複し、40号土坑の上部を切って住居が構築されている。また、住居南東側で41号士坑に接する。

＜規模・平面形・方向＞長軸4.38m、短軸1.91m、壁高0.12～0.20cm、面積6.65㎡を測る。形状は不整な楕

円形を呈する。長軸の方向は、N－0o－Eである。

＜炉跡・付属施設＞床面は堅く締まり、中央と南端から焼土が2基検出された。地床炉と考えられる。南

東側に接する41号土坑との新旧関係は壁の残存状態が悪く確認できなかった。時期は極く近いものと推定さ

れる。

＜検出状況・埋土＞攪乱層直下で検出され、遺構上部は削平され、遺構の残存状況は不良である。埋土は

黒褐色士が主体となり、堅く締まっている。

遺物（第73図写真図版47．48）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文（109～124）と有孔円盤状土製品（414.415）が出土している。110は口

縁部に隆帯と竹管刺突を持ち関谷洞穴第8層から出土した土器に類似する。土製品は、表裏縄文土器片を加

工して造られている。また、P2 ・P6からも磨滅した土器の小破片が出土している。

石器類は検出されなかったが、フレイク・チップ類が79.5g埋土中から出土している。

時期出土遺物から縄文時代早期末葉と考えられる。

L＝308.900m

虐角

2万
P3

l 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入

粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR4/6褐色土
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.900mL＝308.900mL＝308.900m

,

ﾄユーヨ 津具 叫
町

~U~暫I
P4

1 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

P1

P2

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

l 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR4/6褐色土
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m

陛当

、,
P6

l 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

210YR4/6褐色土
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.800m

P2
V

P7

l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

L＝308.600m

惇斗

可
P5

l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8
明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…かなりあり

0 1:50 2m

ｰ－信一計

13号竪穴住居跡(1)第27図
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ﾄ些二 と割

一惑了－
1

l 5YR6/8榿色土にl0YR3/4暗褐色土微粒『．、炭化物混入
粘性…小しまり”･かなりあり

25YR6/8榿色lZにlOYR3/4暗褐色土混人.IIi性･”小しまり…かなりあり

副
「

IB L=308.900m

L＝308.400m

且 旦

雫『 1 1()YR2/3照褐色土に7.5YR5/611月褐色t微粒子混入
*Ili'|ﾉIi“･小しまり“･かなりあり

2 10YR2/3』.$､拙色上に7-5YR5/61ﾘl閥色上微粒子混入
粘性…小しまり”･かなりあり

3 10YR2/3黒褐色kに7.5YR5/6明褐色t微粒子、炭化物混入
*,Ii性”小しまり…かなりあり

1 7．5YR4/6褐色士粘性･･･小しまり”ややあり
2 10YR2/2黒褐色土主体に75YR4/6褐色上微粒子混入
粘性”小しまり“ややあり

０
卜

1:50
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第28図 13号竪穴住居跡(2)
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14号竪穴住居跡

遺構（第29図写真図版23）

＜位置＞調査区ⅢC4b～ⅢC6aグリッド、標高308.63mに位置する。

＜規模・平面形・方向＞長軸3.30m、短軸1.32m、面積2.53㎡を測り、長楕円形を呈する。長軸の方向は、

N-28o－Eである。住居跡の北北東方向に付属の士坑を伴う。

＜検出状況・埋土＞攪乱層直下で検出され住居上部は削平され、遺構の残存状況は不良である。埋土は黒

褐色土を主体として構成され、堅く締まっている。

＜付属施設＞住居跡北側にほぼ接してP1が検出された。また、周辺から37号士坑、41号土坑や39号士坑

が検出されているため、これらが14号住居跡の付属施設である可能性も残る。

＜炉跡＞明確な炉跡は検出されていない。住居の北西端から付属士坑上層にかけて焼土が検出された。位

置的にこの焼土遺構が炉跡である可能性が低いため、39号土坑上層で検出された13号焼土遺構が屋外炉（地

床炉）になる可能性が考えられる。また、14号住居跡は検出状況から焼失住居の可能性も考えられる。

＜柱穴＞平面の形状から5号住居跡や10号住居跡と同様の構造を持つと推定されるが、明確な柱穴は検出

されなかった。

遺物（第74図写真図版48）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文系土器片7点が出土した。また石器類は1点が出土している。

＜土器＞表裏縄文系土器125～131が出土している。131は無節の縄文原体により施文され、文様が一部羽

状縄文の様相を呈している。131は、内面に同一原体による縄文が施文されている。

130は内外面にRLの原体を施されており、胎土には繊維を含んでいる。

＜土製品＞有孔円盤状土製品416が1点出土している。416は中央に二次加工による窪みを持ち、未製品と

考えられる。

＜石器＞石器類はP1床面から石Ⅱ(465)が検出された。石質は凝灰岩である。また、埋土中からフレ

イク・チップ類9.5gが検出された。石質は、頁岩が主体である。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。
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l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土
微粒子混入粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR4/4褐色土粘性…中しまり…かなりあり
3 10YR5/6黄褐色土粘性…中しまり…かなりあり

15YR4/8赤褐色土粘性…中しまり…ややあり
27．5YR4/6褐色土に5YR4/8赤褐色土混入
粘性…中しまり…かなりあり
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第29図 14号竪穴住居跡

－41－



15号竪穴住居跡

遺構（第30．31図写真図版24)

＜位置＞調査区の南西端ⅢC4b～ⅢC6cグリッド、標高308.6mに位置する。14号住居跡の数cm南側に近接

する。

＜規模・平面形・方向＞長軸3.98m、短軸3.92m、壁高8～22cm、面積は(12.29)㎡を測り、隅丸方形を

呈する。

＜柱穴・付属施設＞中央に支柱穴及び付属の土坑を伴い、壁際等には柱穴も多く検出された。支柱穴P19

とP9の軸線の仰角はそれぞれH-74.-VとH-89o－Vで僅かに住居中央に内傾する。

平面の形状は1号住居跡に類似するが、テラス状の施設を持たず、周溝も検出されなかった。

＜検出状況＞攪乱層の直下で検出され、南西壁は削平により消失している。遺構の残存状況は不良である。

調査区の最も南側で、標高も最高位のため開田の際に最も激しい削平を受けたと考えられる。

＜埋土＞検出面上部まで削平が及び遺構の残存状況は不良である。

付属の土坑や壁柱穴が検出されており上屋の形状は1号住居跡と同型と考えられる。

遺物（第74図写真図版48）

＜出土状況＞遺構の形状は1号住居跡と類似するが、同時期の遺物は検出されていない。埋土に

片（132）が出土している。周辺のⅢC2cから401,ⅢC4cから406の羽状縄文土器が出土し、埋土に

(466)、磨石（467.468)、擦石（469）が出土している。チップ類は60.1gが出土している。

時期形状や周辺で検出された土器片等から縄文時代前期初頭から前葉の住居跡と想定される。

埋土中から土器

埋土中から石匙
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粘性…小しまり…ややあり 粘性…小しまり…ややあり l 10YR2/3黒褐色土主体に
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第30図 15号竪穴住居跡(1)
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1 10YR2/3黒褐色土主体にl0YR4/6褐色土ブロック状に混入粘性…小しまり…かなりあり
2 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/6明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…かなりあり
310YR4/4褐色土に7.5YR5/6明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…かなりあり
410YR2/2黒褐色土に7.5YR5/6明褐色土微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
5 10YR4/6褐色土粘性…中しまり…ややあり
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3．焼土遺構

焼土遺構は、13基を登録した。焼土遺構の殆どがⅢB2h～ⅡB9i～ⅡB10jグリッドから集中して検出されて

いる。いずれも地床炉の可能性が高いと考えられるが、共伴する遺構が確定されないため全て単独の焼土遺

構として扱い登録した。柱穴列等の関係については、まとめで触れることとする。

1号焼土遺構

遺構（第32図写真図版25）

＜位置・規模、平面形＞調査区IA3iグリッド、標高308.1mに位置する。長軸33cm、短軸32cmで、平面形

は隅丸の三角形を呈する。地床炉の可能性も考えられるが詳細は不明である。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉の可能性が考えられる。

2号焼土遺構

遺構 （第32図写真図版25）

＜位置・規模＞調査区IBdグリッド、標高308.3mに位置する。規模は長軸48cnl、短軸39cmを測る。地床

炉の可能性も考えられるが詳細は不明である。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉の可能性が考えられる。

3号焼土遺構

遺構（第32図写真図版25）

＜位置・規模・平面形＞調査区IB10gグリッド、3号住居跡の南東約2m，4号住居跡の北北東約3.5m、

標高308.6mに位置する。規模は長軸84cm、短軸53cmを測る。 3号住居跡あるいは4号住居跡の屋外炉の可

能性が高いが詳細は不明である。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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15YR3/6暗赤褐色土粘性…小しまり…かなりあり l5YR3/6暗赤褐色土粘性…小しまり…かなりあり
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3号焼土遺構
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1 5YR5/8明赤褐色土に7.5YR4/4褐色土、7.5YR3/3暗褐色土ブロック状に混入
炭化物混入粘性…中しまり…ややあり

27．5YR4/6褐色土主体に10YR2/2黒褐色土ブロック状に混入、炭化物混入

坑

0 1:40 2m
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第32図 1号～3号焼土遺構
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4号焼土遺構

遺構（第33図写真図版25）

＜位置・規模・平面形＞調査区ⅡB6h～ⅡB6iグリッド、9号住居跡の検出面標高308.5mに位置する。規模

は長軸53cm、短軸48cmの不整な円形を呈する。検出された位置から8号住居跡の屋外炉である可能性が考え

られる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代前期初頭から前葉の遺構と考えられる。

5号焼土遺構

遺構（第33図写真図版26）

＜位置・規模・平面形＞調査区ⅡB6iグリッド、 8号住居跡の南東約30cm、標高308.7mに位置する。

規模は、長軸79cm、短軸68cmを測り不整な方形を呈する。

石器やチップ類が検出されており、 8号住居跡や9号住居跡の屋外炉の可能性が高いと考えられる。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞検出面から不定形石器（470）が出土している。

が検出され、石器類の加工の痕跡が検出された。

石質は頁岩である。また、チップ類も5.1g

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉の遺構と考えられる。
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27.5YR4/6褐色土、10YR3/4暗褐色土混入粘性…中
37.5YR3/4暗褐色土粘性…中しまり…かなりあり

しまり…かなりあり

2m1:400

第33図4．5号焼土遺構
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6号焼土遺構

遺構（第34図写真図版26）

＜位置・規模＞調査区ⅡB8i～ⅡB9iグリッド、標高308.7m, 1号柱穴列と2号柱穴列の中間に位置する。

規模は、長軸50cm、短軸38cmを測る。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉頃の遺構と考えられる。

7号焼土遺構

遺構（第34図写真図版26）

＜位置・規模＞調査区ⅡB10iグリッド、標高308.7m, 2号柱穴列の南側に位置し、 8号焼土遺構の北西

に近接する。規模は長軸62cm、短軸58cmを測る。 7号焼土遺構は約2m間隔で9号、10号、12号焼土遺構と

ほぼ直線上に連続するが、柱穴等が確認されず詳細は不明である。検出状況から周辺の住居跡に共伴する屋

外炉（地床炉）であると思われる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉頃と考えられる。

8号焼土遺構

遺構（第34図写真図版26）

＜位置・規模・平面形＞調査区ⅡB10hグリッド、標高308.8m、7号焼土遺構の南東側に近接する。規模

は長軸49cm、短軸31cmを測る。検出状況から、周辺の住居跡に共伴する屋外炉（地床炉）である可能性も考

えられる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。
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第34図 6～8号焼土遺構
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9号焼土遺構

遺構（第35図写真図版27）

＜位置・規模＞調査区ⅢBlh～ⅢB1iグリッド、標高308.7m、8号・ 9号焼土遺構の北西に近接する。規模

は長軸93cm、短軸62cmを測る｡ 9号焼土遺構は10号焼土遣構と共に約2m間隔で7号、12号焼土遺構とほぼ

直線上に連続するが、対応する柱穴等が確認されず詳細は不明である。検出状況から周辺の住居跡に共伴す

る屋外炉（地床炉）であると思われる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。

10号焼土遺構

遺構（第35図写真図版27）

＜位置・規模＞調査区ⅢBliグリッド、標高308.7m, 9号焼土遺構と11号焼土遺構の中間に位置する。規

模は、長軸58cm、短軸41cmを測る。また、10号焼土遺構は9号焼土遺構と共に約2m間隔で7号、12号焼土

遺構とほぼ直線上に連続するが、柱穴等が確認されず詳細は不明である。検出状況から周辺の住居跡に共伴

する屋外炉（地床炉）であると思われる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。

11号焼土遺構

遺構（第35図写真図版27）

＜位置・規模＞調査区のⅢBliグリッド、標高308.7m, 9号焼土遺構と10号焼土遺構の南東側に約40cmに

近接する。規模は、長軸71cm、短軸42cmを測る。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。
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10号焼土遺構
1 7.5YR3/4暗褐色土粘性…小しまり…ややあり
25YR5/6明赤褐色土粘性…小しまり…ややあり

9号焼土遺構

J8.900m ロ

ー会舞夛
11号焼土遺構

l5YR5/8明赤褐色土粘性…小しまり…かなりあり

25YR5/8明赤褐色土主体に10YR3/4暗褐色土混入
粘性…小しまり…かなりあり

310YR3/4暗褐色土に5YR5/8明赤褐色土混入
粘性…小しまり…かなりあり
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第35図 9～11号焼土遺構

12号焼土遺構

遺構（第36図写真図版27）

＜位置・規模＞調査区ⅢB2hグリッド、標高308.7m, 10号住居跡の30cm北東側に位置する。規模は、長軸

96cm、短軸51cmを測る。10号住居跡の屋外炉（地床炉）の可能性が高いと考えられる。

7号焼土遺構は約2m間隔で9号、10号、12号焼土遺構とほぼ直線上に連続するが、柱穴等が確認されず

詳細は不明である。検出状況から周辺の住居跡に共伴する屋外炉（地床炉）であると思われる。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。

13号焼土遺構

遺構（第36図写真図版28）

＜位置・規模＞調査区ⅢC4cグリッド、標高308.6m、39号土坑の検出面、15号竪穴住居跡の北東約0.8m、

14号住居跡の東約2.1mに位置する。規模は、長軸96cm、短軸51cmを測る。15号或いは14号住居跡の屋外炉

(地床炉）の可能性が高いと考えられる。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞検出面から土器片（133）が出土している。133は無節原体により施文されている。

時期検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考えられる。

－51－



い

一角 隆一 〕8800m 裸

…
茸、少

17.5YR3/4暗赤褐色土粘性…小しまり…かなりあり
27.5YR3/4と10YR3/4暗褐色土の混合土
粘性…小しまり…かなりあり

3 10YR3/4暗褐色土粘性…小しまり…かなりあり

い

36号土坑

窪箕、F》P
ﾄ生10号竪穴住居跡

ヘ L＝308.900m A

-蓉寿夢=堂皇一
号土坑

15YR4/8赤褐色土、炭化物混入
粘性…中しまり…ややあり

25YR4/8赤褐色土と10YR3/3暗褐色土
粘性…小しまり…ややあり

0 1:40の混合土 2m

催－－－トー一計

第36図 12．13号焼土遺構
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4．土坑

土坑は43基を登録した。12号土坑、13号土坑、34号土坑、36号土坑と38号土坑（縄文時代前期前葉）以外

の士坑は、出土した遺物や検出状況から縄文時代早期末葉の士坑と考えられる。遺物の出土・接合状況から

共伴関係が明確に把握でなかった士坑は、全て独立した遺構として扱い掲載した。14号住居跡に伴うP1は

整理段階で土坑から竪穴住居跡に共伴するピットとして登録したものである。また、土坑と住居跡の位置関

係については、まとめで考察することとする。

1号土坑

遺構（第37図写真図版29）

＜位置＞調査区IB3aグリッド、標高308.0mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.29m、短軸1.23m、深さ0.37mを測る。平面形は不整な台形を呈する。

床面は起伏し平坦ではない。

＜埋土＞ 自然地積を呈し、暗褐色土が主体で構成されている。

遺物

く出土状況＞出土遺物はない。

時期時期不明であるが、想定される環状帯Cの北端にあり縄文時代早期末葉から前期前葉の可能性も考

えられる。

▲
LL=308300m』

箔 B3《
ロ
垂

、勺

1 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性‘
2 10YR3/2暗褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性‘
3 10YR4/6褐色土粘性…中しまり…かなりあり

小しまり…ややあり

小しまり…ややあり

風さ

1号土坑

0 1:40 2m

ー－－計

第37図 1号土坑
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2号土坑

遺構（第38図写真図版29）

＜位置＞調査区IA4i～IA4jグリッド、標高308.2m, 3号土坑の北西に位置する。弧状に連なって検出さ

れた土坑の北端に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.09m、短軸0.79m、深さ0.23mを測る。平面形は不整な楕円形を呈する。

＜埋土＞暗褐色土が主体で構成されている。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期時期不明であるが、検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉の可能性も考えられる。

3号土坑

遺構（第38図写真図版29）

＜位置＞調査区IA4j～IB5aグリッド、標高308.3m、2号土坑の南東に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.02m、短軸0.81m、深さ0.35mを測る。

＜埋士＞暗褐色土が主体で構成されている。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期時期不明であるが、1号土坑と2号土坑と同様に検出状況から縄文時代早期末葉から前期前葉と考

えられる。

4号土坑

遺構（第38図写真図版29）

＜位置＞調査区IB6bグリッド、標高308.2m、1号堀跡の北側約50cmに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸0.92m、短軸0.81m、深さ0.27mを測る。

＜埋土＞黒褐色士が主体として構成される。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞埋士中から表裏縄文土器片（134）が出土している。また、134の内面には顕著な指頭圧痕が

残る。

時期出土遺物から、縄文時代早期末葉と考えられる。
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停一L=30a300mjJ

~ フーロコ三フ
殉
弐
参
勺

l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

2 10YR3/2暗褐色土に7.5YR5/8微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

A

+rA5, L_L=30a300m_A1

、ミアー、ミア淳一
』

1 10YR3/4暗褐色土に10YR2/2黒褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…あり

210YR5/8黄褐色士粘性…小しまり…ややあり
3 10YR2/2黒褐色土粘性…小しまり…ややあり3号土坑

、

吟_L=308.400里_"F)x(●。4

琢プ
1 10YR2/3黒褐色土にl0YR5/8黄褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR4/6褐色土に10YR2/3黒褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

310YR4/6褐色土粘性…小しまり…かなりあり

4号土坑

2m1:400

トーーーートー－‐

2～4号土坑第38図
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5号土坑

遺構（第39図写真図版30)

＜位置・重複関係＞調査区IB8d～IB9fグリッド、標高308.4m、6号土坑の東側に隣接する。1号堀跡と

重複する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸<2.84>m、短軸<O.91>m、深さ0.35mを測り、北側と東側の壁は1号

堀跡により切られ消失しているが、不整な楕円形から瓢箪形を呈するものと推定される。規模は、小型の竪

穴住居跡に匹敵する面積を有することから住居跡の可能性も考えられるが、焼土や土器等が検出されなかっ

たこと等から、整理段階で士坑として登録した。住居跡の場合、 6号士坑が共伴する土坑と考えられる。

＜検出状況＞ 1号堀跡の精査と5号土坑の埋土断面が確認された。埋土上部の暗褐色～黒褐色土層での検

出は困難であった。

＜埋土＞ 自然堆積を呈し、黒褐色士を主体にして構成されている。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞埋士中から表裏縄文土器片（135)、チップ類13.6gが出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

6号土坑

遺構（第39図写真図版30）

＜位置・重複関係> IB8d～IB9dグリッド、標高308.3m, 1号堀跡と重複する。 5号士坑の西側約15cm

に近接する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸2.19m、短軸1.75m、深さ0.39mを測り、平面形は不整な円形を呈する。

＜検出状況＞ 5号土坑と共に1号堀跡の精査から遺構の存在を確認した。 1号住居跡と同層で検出された

が、中揮火山灰の堆積は見られず、同層でのプランの確認は困難であった。

＜埋土＞上層が黒褐色士、中層が暗褐色土、下層が黒褐色土で構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（136）と有孔円盤状土製品の未製品(410)が埋土中から出土している。

410は器面全体が丁寧に研磨されており、孔を穿っための二次加工による窪みや裁断痕が明確に残ってい
る希有な遺物である。

時期出土遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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5号土坑

鬼

一卜A－－ L=308500m l lOYR2/3黒褐色土に7.5YR5/8暗褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

210YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8暗褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

310YR3/3暗褐色土粘性…小しまり…ややあり

卜旦一 口旦1
L＝308.500m

1 10YR2/2黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

2 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…かなりあり

3 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…かなりありJ亜～〃
0 1:40 2m

－引

第39図 5号土坑、6号土坑

－57－



7号土坑

遺構（第40図写真図版30)

＜位置＞調査区IB9a～IB9bグリッド、標高308.4m, 1号住居跡と2号住居跡の中間に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.81m、短軸1.69m、深さ0.39mを測る。

＜埋土＞黒褐色士が主体で構成され、自然堆積を呈する。堆積状況は5号土坑に類似する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（137）と有孔円盤状土製品（411）が出土している。137は内外

面ともにRLの縄文が施されている。

また、検出面で石皿（471）が出土している。石質は、流紋岩である。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の土坑と考えられる。

8号土坑

遺構（第40図写真図版30)

＜位置・重複関係＞調査区IBlc～IBldグリッド、標高308.3mに位置し、2号住居跡と重複する。

<規模・平面形＞規模は、長軸1.50m、短軸1.23m、深さ9cmを測る。

<埋土＞暗褐色士が主体で構成され、よく締まっている。

遺物（第76図写真図版49）

＜土器＞埋士中から表裏縄文土器片（138.139）が出土している。138は内外面ともにRLの縄文が施され、

139の内面には指頭による圧痕が顕著に残る。

＜石器＞埋土中から磨石（472）が出土している。石質は、ホルンフェルスである。

時期出土遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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1 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性
2 10YR3/2暗褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性
3 10YR4/6褐色土粘性…中しまり…ややあり

小しまり…ややあり
小しまり…ややあり
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8号土坑

l lOYR3/4暗褐色土に10YR6/8明黄褐色土微粒子混入
粘性…中しまり…ややあり

0 1:40 2m
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第40図 7号土坑、8号土坑
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9号土坑

遺構（第41図写真図版31）

＜位置＞調査区IB10f～ⅡB1gグリッド、標高308.4m,3号住居跡の西側約50cm、3号焼土遺構の南西約

70cmに近接する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.61m、短軸1.30m、深さ0.24mを測り、平面形は不整な円形を呈する。

開口部に対し同心円上に柱穴も検出され、上屋を持つ土坑と考えられる。

3号住居跡、3号焼土遺構または4号住居跡に共伴する土坑の可能性が高いが、遺物の接合状況からは詳

細は不明である。

＜埋士＞黒褐色土が主体で構成され、自然堆積を呈する。

遺物

く出土状況＞文様を確認できる土器片は出土していないが、埋士中からチップ類15.5gが検出された。

時期検出状況から、縄文時代早期末葉から前期前葉の士坑と考えられる。
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WV
1 10YR2/3黒褐色土粘性…中しまり…ややあり

陰一 L=308.600m －△1

1 10YR2/3黒褐色土、炭化物混入粘性…小しまり…ややあり
210YR5/6褐色土粘性…小しまり…ややあり
3 10YR2/1黒色土主体にl0YR4/6褐色土ブロック状に混入
粘性…小しまり…かなりあり

0 1:40 2m

第41図 9号土坑
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10号土坑

遺構（第42図写真図版31）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB2c～ⅡB2dグリッド、標高308.4mに位置する。柱穴状小土坑P66と重複す

る。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.34m、短軸1.24m、深さ0.12mを測る。開口部の平面形は不整な円形を

呈する。

＜埋士＞暗褐色士と褐色士で構成される。上部は攪乱により削平されたと考えられ遺構の残存状況は不良

である。

遺物

く出土状況＞表裏縄文土器片（385）が埋土中より出土している。

時期出土遺物から、縄文時代早期末葉の遣構と考えられる。

11号土坑

遺構（第42図写真図版31）

＜位置・埋士＞調査区ⅡB4aグリッド、標高308.5mに位置する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸0.76m、短軸0.53m、深さ0.12mを測り、

を呈する。形状は墓塘に類似する。暗褐色土と黄褐色土で構成される

開口部の平面形は小判形

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器片(140)が埋土中から出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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LL=308600m｣i

l 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

2 10YR5/6黄褐色土に7.5YR5/8微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり
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l 10YR3/3暗褐色土粘性…小しまり…あり
210YR4/4褐色土粘性…小しまり…あり

310YR5/8黄褐色士粘性…小しまり…あり

第42図 10号土坑、11号土坑
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12号土坑

遺構（第43図写真図版31）

＜位置＞調査区ⅡB3dグリッド、標高308.5mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.14m、短軸0.38m、深さ0.37mを測る。開口部の平面形は、小判形を呈

する。形状と堆積状況は、墓擴に類似する。

＜埋土＞埋土は、黒褐色土と褐色土の混合土で人為堆積を呈する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞土器片(141)が埋土中から出土している。器面には羽状縄文（非結束）が施文されている。

時期出土遺物から縄文時代前期前葉の遺構と考えられる。

13号土坑

遺構（第43図写真図版32）

＜位置＞調査区ⅡB4d～ⅡB5dグリッド、標高308.7mに位置する。6号士坑から南へ弧を描くように26号

士坑まで連続するライン上に位置する。

＜規模・平面形＞規模は長軸0.98m、短軸0.94m、深さ0.38mを測る。開口部の平面形は、円形を呈する。

＜埋土＞埋士は黒色土で構成され、人為堆積を呈する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞器面に綾絡文を施された大木1～2a期の土器片(142.143)が出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代前期前葉の遺構と考えられる。

14号土坑

遺構（第43図写真図版32）

＜位置＞調査区ⅡB5bグリッド、標高308.5mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸0.95m、短軸0.76m、深さ0.08mを測る。開口部の平面形は円形を呈する。

＜埋土＞第Ⅲa層で検出された。埋士は黒褐色土で構成される。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期時期不明であるが、検出状況から縄文時代前期前葉の遺構の可能性が高い。
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l lOYR2/3黒褐色土と10YR4/4褐色士の混合土粘性…小しまり…ややあり

、

L-L=308900m』

上入

13号土坑

1 10YR2/1鼎色土にlOYR5/8黄褐色土微粒子混入粘性…中しまり…ややあり

2 10YR2/3黒褐色土にl0YR2/1黒色土30％混入粘性…中しまり…ややあり
3 10YR5/8黄褐色土粘性…中しまり…ややあり
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l lOYR2/3黒褐色土粘性…小しまり…ややあり

2 10YR4/4褐色土粘性…小しまり…ややあり

14号土坑

0 1:40 2m

第43図 12～14号土坑
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15号土坑

遺構（第44．45図写真図版32）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB5d～ⅡB6dグリッド、標高3085m、5号住居跡南西側に位置し、16号士坑

と重複する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.05m、短軸0.74m、深さ0.29mを測る。開口部の平面形は小判形

を呈する。堆積状況及び出土した遺物の状況から、墓壌の可能性も考えられる。暗褐色土を主体に構成され

るがこれに中撒火山灰や黒褐色土がブロック状に混じり、人為堆積を呈する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（144）と土玉状の有孔円盤状土製品（417）が出土している。417は土器片

を再加工して造られており、器面も丁寧に研磨されている。

時期埋土の中諏火山灰や遺物から、縄文時代早期末葉の土坑と考えられる。

16号土坑

遺構（第44．45図写真図版32）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB6d～ⅡB7dグリッド、標高308.4m、5号住居跡南西側に位置し、15号土坑

と重複する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.54m、短軸1.38m、深さ0.17mを測る。開口部の平面形は不整な

円形を呈する。埋土は暗褐色士が主体で構成され、一様に堆積している。

＜出土状況＞埋土中からチップ類1.29が出土した。

時期弧状に連なって検出された土坑で、検出状況から縄文時代早期末葉と考えられる。

17号土坑

遺構（第44．45図写真図版33）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB7dグリッド、標高308.5mに位置し、18号土坑と重複する。弧状に連なって

検出された土坑である。

＜規模・平面形・埋士＞規模は、長軸1.18m、短軸0.98m、深さ0.14mを測る。開口部の平面形は、円形

を呈する。埋土は、暗褐色土で構成され、一様に堆積している。

＜出土状況＞出土遺物はない。

時期検出状況から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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18号土坑

遺構（第44．45図写真図版33）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB8d～ⅡB9dグリッド、標高308.5mに位置し、17号土坑と重複する。弧状に

連なって検出された土坑である。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.81m、短軸1.36m、深さ0.13mを測る。開口部の平面形は不整な

楕円形を呈する。埋土は暗褐色土と黄褐色士で構成される。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（145～147)、チップ類l.7gが埋土中から出土している。

時期出土遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

19号土坑

遺構 （第44．45図写真図版33）

＜位置＞調査区ⅡB8d～ⅡB8eグリッド、標高308.5m、18号土坑と20号土坑の中間に位置する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は長軸1.59m、短軸1.33m、深さ0.15mを測り、開口部の平面形は不整な円

形を呈する。黒褐色土を主体として構成される。自然堆積を呈する。

遺物（第75図写真図版49）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片(148.149)、有孔円盤状土製品（418）やチップ類7.8gが出土し

ている。149は綾絡文が施文されている。

時期検出された遺物と検出状況から、縄文時代早期末葉から前期前葉と遺構と考えられる。

20号土坑

遺構（第44．45図写真図版33）

＜位置・重複関係＞調査区IB8e～IB9eグリッド、標高308.7m、19号士坑と22号土坑の中間に位置する。
柱穴状小士坑P97、P102, 1号柱穴列P20と重複する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.32m、短軸1.19m、深さ0.21mを測る。開口部の平面形は不整な

円形を呈する。黒褐色土と褐色士がレンズ状に堆積し、自然堆積を呈する。

遺物（第76図写真図版49）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（150．151．152)、石匙（473）が出土している。152は器面が特

異な灰黄褐色を呈し、土製品409．418．420．421に酷似する。更に土製品410．417．419の胎土にも類似点
を持つ。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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凸卜L
L＝308.500m

陰-L=308･500nBAj

、こｺーニー

1 10YR3/4暗褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子混入
粘性…小しまり…ややあり

2 10YR5/8黄褐色土粘性…小しまり…ややあり
1 10YR3/4暗褐色土粘性…中しまり…ややあり
2 10YR5/6黄褐色土火山灰（中瓶）に7.5YR5/8微粒子混入
粘性…中しまり…ややあり

310YR2/3黄褐色土粘性…小しまり…あり
410YR5/6黄褐色粘土粘性…中しまり…ややあり

』1L_L=30a700m当 LL=30a700m

~＝ﾐコフー=1ーフ ＝ここ＝ニプ

1 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

l lOYR3/3暗褐色土に7.5YR5/8明褐色土微粒子と炭化物混入
粘性…小しまり…ややあり

当陰_ L=308.800m +LL=308900m｣

ア雲弓、4－ﾉ詞ET=
2 2

1 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…ややあり
2 10YR4/6褐色土粘性…小しまり…あり
310YR5/8黄褐色土粘性…小しまり…ややあり

l 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…ややあり

2 10YR4/6褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土粘性…中しまり…ややあり

L＝308.900m

ロ
昌旦

亡了~玉
よL 」L＝308.900m

3
2 1 ／2

l 10YR2/2黒褐色土に10YR3/4暗褐色土10％混入
粘性…小しまり…あり

l 10YR2/2黒褐色土主体に10YR6/8明褐色土ブロック状に混入
粘性…中しまり…ややあり

210YR5/8黄褐色土とl0YR3/3暗褐色土の混合土粘性…中 ’
310YR5/8黄褐色土とlOYR3/3暗褐色土の混合土粘性…中 ’

褐色土の混合土粘性…中しまり…ややあり
褐色土の混合土粘性…中しまり…ややあり

L＝308.600m

LL=30a600m－｣1
壹2， 1

110YR3/4暗褐色土に10YR2/2黒褐色土微粒子混入粘性…小しまり…あり
210YR5/8黄褐色土粘性…小しまり…ややあり

1 10YR3/4暗褐色土に10YR2/2黒褐色土微粒子混入粘性…小しまり…あり
2 10YR5/8黄褐色土粘性…小しまり…ややあり

0 1:50 2m

一－計

第45図 15～24号土坑(2)
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21号土坑（フラスコ状土坑）

遺構（第44．45図写真図版34）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB9fグリッド、標高308.7mに位置し、柱穴状小土坑P105, 22号土坑と重複す
る。

＜規模・平面形・断面形＞開口部の規模は、長軸0.81m、短軸0.63m、深さは0.33mを測る。床面の規模

は長軸0.77m、短軸0.62mを測る。開口部の平面形は楕円形、断面形はフラスコ型を呈する。

＜埋土＞黒褐色土で構成され、一様に堆積している。

遺物（第76図写真図版49）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（153．154．155）とチップ・フレイク類28.5gが出土している。

時期検出状況された遺物から縄文時代早期末葉の土坑と考えられる。

22号土坑

遺構（第44．45図写真図版34）

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB9e～ⅡB10fグリッド、標高308.7mに位置し、柱穴状小土坑P旧187, 21号士

坑と重複する。弧状に連なって検出された土坑で、縄文時代早期末葉と考えられる。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.85m、短軸l.59m、深さ0.28mを測り、開口部の平面形は不整な円形を

呈する。

＜柱穴・埋土＞土坑床面中央部に2基と壁面中場の同心円上に柱穴を検出した。テント型の上屋を持つ土

坑と考えられる。黒褐色士と黄褐色土で構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第76図写真図版49）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（156～159)、チップ°類3.0gが出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

23号土坑

遺構（第44．45図写真図版34）

＜位置＞調査区ⅡB6eグリッド、標高308.4m, 5号住居跡の南、6号住居跡の西側に位置する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸l.39m、短軸1.28m、深さ0.35mを測る。開口部の平面形は、円形

を呈する。埋土は暗褐色土と黄褐色土で構成される。

遺物（第76図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（160.161)、チップ類0.5gが埋土中から出土している。

時期出土した遺物から、縄文時代早期末葉と考えられる。
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24号土坑

遺構（第44．45図写真図版35）

＜位置＞調査区ⅡB6e～ⅡB6fグリッド、標高308.4m,6号住居跡南西、23号土坑の東側に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸0.79m、短軸0.54m、深さ0.11mを測る。

＜埋土＞埋土は暗褐色士が主体で構成されている。

遺物（第76図写真図版49）

＜出土状況＞表裏縄文土器と考えられる土器片（162）が埋土中から出土している。

時期出土した遺物から、縄文時代早期末葉の可能性が高いと考えられる。

25号土坑

遺構（第46図写真図版35）

＜位置＞調査区ⅡB10g～ⅢBlgグリッド、標高308.7m、22号土坑と26号土坑の中間に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.71m、短軸1.47m、深さ0.34mを測る。開口部の平面形は、不整な円形

を呈する。

＜埋土＞埋土は黒褐色士が主体で構成され、レンズ状の自然堆積を呈する。

遺物（第76図写真図版50）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（163～166)、羽状縄文系土器片（167）や石匙（474）が出土し

ている。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉から前期初頭と考えられる。

▲

停一 L=30&900m -A1
--匂

卜A一

l lOYR2/2黒褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
2 10YR2/3黒褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
310YR3/2黒褐色土に7.5YR5/8微粒子とl0YR3/3暗褐色土混入
粘性…小しまり…ややあり

4 10YR3/3暗褐色土に7.5YR5/8微粒子混入粘性…小しまり…ややあり
5 10YR5/6黄褐色土粘性…巾しまり…あり

-+m8,2"25号土坑

0 1:40 2m

トーーーF一計

第46図25号土坑
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26号土坑

遺構（第47図写真図版35）

＜位置＞調査区ⅢB1h～ⅢBliグリッド、標高308.6m、25号土坑と28号土坑の中間、27号土坑の西南西約

0.3mに位置する。また、上層から9号焼土遺構及び10号焼土遺構を検出した。

＜規模・平面形・柱穴＞規模は、長軸1.36m，短軸1.32m、深さ0.39mを測り、開口部の平面形は、円形

を呈する。床面中央に2基、壁の中場及び上場の外縁に同心円上に柱穴を検出した。上屋を有する土坑と考

えられる。各柱穴の軸線は、ほぼ垂直に立ち上がっているため上屋構造の詳細は不明である。

＜埋土＞黒褐色土と暗褐色土で構成され、自然堆積を呈する。遺構検出面では、中抑火山灰も検出されて

いる。

遺物（第76図写真図版50）

＜出土状況＞表裏縄文士器の口縁部片（168）が埋士中から出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の士坑と考えられる。

27号土坑

遺構 （第47図写真図版36）

＜位置＞調査区ⅡB10i～ⅢB1iグリッド、標高308.6m、26号士坑の0.3m東北東に位置する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.09m、短軸0.98m、深さ0.21mを測り、開口部の平面形は不整な

円形を呈する。埋土は黒褐色土が主体で構成され黄褐色土と炭化物が混入する。

＜柱穴＞壁の中場及び下場から柱穴が3基検出された。上屋を有する土坑と考えられるが、柱穴の軸線はほ

ぼ垂直に立ち上がり、構造の詳細は不明である。

遺物（第76図写真図版50）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（169)、チップ類0.8gが出土している。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。

28号土坑

遺構（第47図写真図版36）

＜位置・重複関係・規模・埋土＞調査区ⅢBlj～ⅢClaグリッド、標高308.6mに位置する。旧5号住居跡

と重複する。規模は、長軸1.18m、短軸(0.89)m、深さ0.35mを測る。11号住居跡に切られるため遺構の

全容は不明であるが、平面形は不整な円形を呈する。黒褐色土が主体となって構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第76図写真図版50）

＜出土状況＞埋土中から表裏縄文土器片（170)、石箆（476)、石皿（477）が出土している。

時期出土遺物や弧状に連なって検出された土坑であることから、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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"P230 l 10YR2/3黒褐色土にlOYR5/6黄褐色土と炭化物混入

粘性…中しまり…ややあり
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l 10YR2/3黒褐色土炭化物混入粘性…中しまり…ややあり

2 10YR3/4暗褐色土粘性…中しまり…ややあり
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l 10YR3/4暗褐色土粘性…中しまり．..ややあり
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P212
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倖一L=30a900m－省
鰯
P211

鰯
P209

職

l 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…あり
2 10YR3/4暗褐色士粘性…小しまり…あり
3 10YR4/6褐色土粘性…小しまり…あり
4 10YR2/3黒褐色土粘性…小しまり…あり
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L＝308.900m
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T

P1

L＝308.900m

山当

L＝308.900m

9
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P2 P3

l lOYR2/3黒褐色土粘性…小しまり あり
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29号土坑

遺構（第48図写真図版36）

＜位置＞調査区ⅡC10cグリッド、標高308.7m、12号住居跡の北東約40cmに近接する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.08m、短軸0.46m、深さ0.16mを測る。開口部の平面形は小判形～長楕

円形を呈する。形状は11号土坑、12号土坑、15号土坑に類似する。

＜検出状況＞ 12号住居跡と同一面で検出されその付属施設とも考えられるが、遺物が出土していないため

接合等からの共伴関係が不明である。整理の段階で12号住居跡からは独立した土坑として登録した。

＜埋土＞黒褐色土と暗褐色土が主体で構成され、自然堆積を呈する。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期検出状況から、縄文時代早期末葉から前期初頭の遺構と考えられる。

30号土坑

遺構（第48図写真図版37）

＜位置＞調査区ⅡC8c～ⅡC9cグリッド、標高308.6m、29号土坑と31号士坑の中間に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.45m、短軸1.26m、深さ0.22mを測る。平面形は不整な円形を呈する。

＜埋土＞埋士は炭化物を含む黒褐色士で構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第77図写真図版50）

＜出土状況＞埋土床面付近から土器片(171.172)、磨石(478)が出土している｡ 172の胎土には多量の

長石が含まれる。

時期出土遺物から、縄文時代前期初頭と考えられる。

31号土坑

遺構（第48図写真図版37）

＜位置＞調査区ⅡC7b～ⅡC7cグリッド、標高308.6m、30号土坑と32号土坑のほぼ中間に位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.46m、短軸0.98m、深さ0.21mを測り、平面形は不整な楕円形を呈する。

＜埋土＞暗褐色土が主体で構成され自然堆積を呈する。

遺物（第77図写真図版50）

＜出土状況＞埋土中～床面から表裏縄文土器片(173～179)が出土している。174は口唇部に隆帯と棒状工具

による刺突が施されている。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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32号土坑

遺構（第49図写真図版37）

＜位置＞調査区ⅡC6a～ⅡC7bグリッド、標高308.6m、31号土坑の北西側約1.3mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸2.12m、短軸1.57m、深さ0.31mを測り、開口部の平面形は不整な楕円形
を呈する。

＜柱穴＞士坑上場外縁に柱穴(P1-P2-P4-P5-P6-P7-P8-P10)がほぼ同心円上に検出さ

れ、これに付随する柱穴(P3、P9) も検出された。また、士坑内の壁中場や下場付近にもこれらに対応

する柱穴が推定されるが、ここからは柱穴2基が検出されている。

＜埋土＞黒褐色士が主体となり一様に堆積している。

遺物（第77.78図写真図版50）

＜出土状況＞埋土中や床面から表裏縄文土器片（180～188）が出土している。188は無節原体により施文

されている。また、石匙（479)、磨石（480)、不定形石器（481）とフレイク・チップ類24.8gが出土して

いる。

時期出土した遺物から、縄文時代早期末葉と考えられる。

33号土坑

遺構（第49図写真図版37）

＜位置＞調査区ⅡB4j～ⅡB5jグリッド、標高308.6m,9号住居跡の東側に接する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸l.89m、短軸1.53m、深さ0.09mを測り、開口部の平面形は不整な楕円形

を呈する。

＜検出状況＞ 9号住居跡と同一レベルで検出された。壁面上部が削平されているため、精査では切り合い

が把握されず、独立した遺構として登録した。

＜柱穴・埋土＞上場周辺から柱穴(P1-P2-P3-P4)が検出され上屋を有する土坑と考えられる。

埋土は、暗褐色土で構成され、一様に堆積している。

遺物（第78図写真図版51）

＜出土状況＞羽状縄文土器片(189.190)が出土している｡ 189の口縁部には綾絡文が施されている。

時期出土した遺物から、縄文時代前期前葉（大木1～2a期）の遺構と考えられる。
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34号土坑

遺構（第50図写真図版38)

＜位置＞、調査区ⅡB7hグリッド、標高308.6mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸0.34m、短軸0.32m、深さ0.29mを測り、開口部の平面形は円形を呈する。

＜検出状況＞検出面上部から土器が出土し、廃棄用土坑の可能性があるため柱穴状小土坑群とは別に土坑

として登録したものである。

＜埋土＞黒褐色土で構成されている。

遺物（第78図写真図版51）

＜出土状況＞検出面で土器（191）が出土した。堆積状況から土器を埋設した痕跡は認められず、土坑埋

没中から埋没後に土器が廃棄された可能性が高いと考えられる。

＜土器＞ 413は平底の深鉢で、器高く16.3>cm、口径12.6cmを測り、口縁部には綾絡文、胴部には羽状縄文

(大木1～2a式）が施文されている。

時期出土遺物から、縄文時代前期前葉（大木1～2a期）の遺構と考えられる｡

35号土坑

遺構（第50図写真図版38）

＜位置．重複関係＞調査区ⅡB8i～ⅡB9jグリッド、標高308.6mに位置するo l号陥し穴状遺構と重複する。

＜規模．平面形．埋土＞規模は長軸<1.30>m、短軸l.13m、深さ0.28mを測る。1号陥し穴状遺構に切

られているため全容は不明であるが不整な円形を呈する。黒褐色土で構成され一様に堆積している。

＜出土状況．時期＞出土遺物はない。検出状況から、縄文時代早期末葉～前期前葉の遺構と考えられる。

36号土坑（フラスコ状土坑）

遺構（第50図写真図版38）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢB2h～ⅢB3gグリッド、標高308.7mに位置し、10号住居跡と重複する。

＜規模・平面形・断面形＞規模は開口部径：長軸1.09m、短軸1.07m、深さ0.60m、底部径：長軸l.10m、

短軸1.02mを測る。開口部の平面形は不整な円形、断面形はフラスコ状を呈する。

＜埋土＞人為堆積を呈し、炭化物を含む黒褐色士で構成され、焼土ブロックも混入する。

遺物（第78図写真図版51）

＜出土状況＞床面直上から平底の深鉢（192.193）が出土している。192の胴部には羽状縄文が施文され、

193の胴部には葺瓦状撚糸文が施されている。大木1～2a期の遺物と考えられる。

時期出土した遺物から、縄文時代前期前葉（大木1～2a期）の遺構と考えられる。
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37号土坑

遺構（第51図写真図版38）

＜位置＞調査区ⅢB4j～ⅢC4aグリッド、標高308.7m、14号住居跡の南西約0.9mに位置する。

＜規模・平面形・検出状況・埋土＞規模は、開口部の長軸1.53m、短軸1.49m，深さ0.37mを測り、平面

形は不整な円形を呈する。検出状況から15号住居跡の付属施設の可能性が高いが、遺物の接合等からは共伴

関係が不明のため独立した遺構として登録した。埋土は、黒褐色士が主体で構成され、自然堆積を呈する。

遺物（第78図写真図版51）

＜出土状況＞表裏縄文土器片（194～197）が埋土下層～床面から出土した｡ 196は無節の縄文が施され胎

士には長石が含まれる。また、石皿（482)、チップ類0.5gも出土している。

時期出土遺物から、36号土坑と同時期の縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

38号土坑

遺構（第51図写真図版39）

＜位置＞調査区ⅢB6jグリッド、標高308.7mに位置する。

＜規模・平面形・検出状況＞規模は長軸1.17m、短軸0.96m、深さ0.21mを測る。開口部の形状は、不整

な隅丸方形を呈する。調査区の南西端で検出され、遺構上層の攪乱が著しく残存状況は不良である。

＜埋土＞検出面は攪乱後に重機により踏み固められており、埋土の暗褐色土は堅く締まっている。自然堆

積を呈する。

遺物（第78図写真図版51）

＜出土状況＞埋土中から土器片（198）が出土している。口縁部片で綾絡文が施文されている。

時期出土遺物から、縄文時代前期前葉（大木1後半～2a期）の遺構と考えられる。

39号土坑

遺構（第51図写真図版39）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢC4cグリッド、標高308.6m、15号住居跡と13号住居跡の中間に位置する｡ 13

号焼土遺構と重複する。

＜規模・平面形・埋土＞規模は、長軸1.57m、短軸l.03m、深さ0.14mを測り、開口部の平面形は不整な

楕円形を呈する。埋士は暗褐色土が主体で、遺構埋没後に焼成を受けている(13号焼土遺構)。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況・時期＞ 表裏縄文土器片（199）が埋土中から出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。
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40号土坑（フラスコ状土坑）

遺構（第52図写真図版39）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢC1c～ⅢC2dグリッド、標高308.5mに位置し、13号住居跡と重複する。

＜規模・平面形・断面形＞規模は開口部径：長軸1.78m、短軸1.72m、底部径：長軸1.68m、短軸1.56m、

深さ<0.76m>、開口部の平面形は不整な円形を呈し、断面形はフラスコ状を呈する。底部は平坦ではなく

凹凸がある｡

＜埋土＞黒褐色土で構成され、自然堆積を呈する。遺構埋没後に13号住居跡が構築されている。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況＞埋土下層から土器片（200）や石皿（483.484）やチップ類5.7gが出土している。

時期遺物や検出状況から縄文時代早期末葉の土坑と考えられる。

41号土坑

遺構（第52図写真図版39）

＜位置＞調査区ⅢC3c～ⅢC3dグリッド、標高308.7mに位置する。

＜重複関係・検出状況＞ 13号住居跡南東壁に接する。一帯は、開田による削平が著しく遺構の残存状況は

不良である。13号住居跡との切り合い関係は壁面上部が削平されているため精査では把握できず、独立した

遺構として登録した。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.39m、短軸0.92m、深さ0.18mを測り、開口部の平面形は不整な楕円形

である。

＜埋土＞黒褐色土が一様に堆積し、堅く締まっている。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期検出状況から、縄文時代早期末葉～前期前葉の遺構と考えられる。
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42号土坑

遺構（第53図写真図版40）

＜位置＞調査区ⅢC3e～ⅢC4fグリッド、標高308.7mに位置する。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.77m、短軸1.34m､深さは0.14mを測る。開口部の平面形は、不整な楕
円形を呈する。

＜埋士＞埋士は、暗褐色土が一様に堆積し堅く締まっている。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況＞埋土中から土器片（201．202．203)が出土している。胎土には繊維が含まれ、201．202の

内面には炭化物が付着している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

43号土坑

遺構（第53図写真図版40）

＜位置・重複関係＞調査区ⅢC2f～ⅢC3gグリッド、標高308.8mに位置する。柱穴状小土坑P406と重複す

る。

＜規模・平面形＞規模は、長軸1.18m、短軸1.10m、深さ0.18mを測る。開口部の平面形は円形を呈する。

＜埋土＞黒褐色土で、一様に堆積し堅く締まっている。埋土は42号士坑と酷似する。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況＞表裏縄文土器片(204･205)が埋土中から出土している。

時期検出された遺物から、縄文時代早期末葉の遺構と考えられる。

－82－
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5．陥し穴状遣構

陥し穴状遺構は1基を登録した。

1号陥し穴状遺構

遺構（第54図写真図版40)

＜位置・重複関係＞調査区ⅡB8i～ⅡB9jグリッド、標高308.6mに位置し、35号土坑と重複する。

＜規模・平面形・方向＞開口部の形状は溝状、断面形はV字形を呈する。開口部径3.74×0.38m、底部径

3.84×0.08m、深さ0.73mを測る。底面はほぼ平坦で逆茂木痕は検出されなかった。長軸の方向はN-35。

-Wである。

、

泳ぎ

陛一－4

（
35号土坑

減今
L＝308.900m

卜L当 一坐吟一一

l 10YR2/3黒褐色土に7.5YR6/8榿色微粒子混入粘性
2 10YR6/8明黄褐色土粘性…中しまり…ややあり
3 10YR2/2黒褐色土にl0YR6/8明黄褐色土混人粘性。
4 10YR2/2黒褐色土とl0YR4/6褐色土の混合土粘性．

'中しまり

中しまり

中しまり

'ややあり

あり

あり
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－

第54図 1号陥し穴状遺構
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＜埋土＞ 上部は、黒色士、黒褐色土、暗褐色士で構成される。下部は暗褐色から黄褐色土を主体とし、

自然堆積を呈する。

＜出土状況＞遺物は出土していない。

時期形状から、縄文時代中期以降のものと考えられる。

6．柱穴列

柱穴列は、 2基を登録した｡ほぼ並行して検出され、遺構が検出されたⅡC7a～ⅢB1hグリッド付近は、

焼土遺構や柱穴状小土坑が密集して検出され、また羽状縄文系土器が多く出土している。

羽状縄文系の縄文時代前期初頭の土器が検出された遺構は1号住居跡と34号土坑、36号土坑旧13号土坑の

みである。柱穴列と堀跡との関係や周辺で検出された土器との関係についてはまとめでふれる。

1号柱穴列

遺構（第55図写真図版41）

＜位置＞調査区ⅡB9d～ⅡC7aグリッド、標高308.6～308.7mに位置する。

＜規模・方向＞長さ11.52mにわたって、柱穴状の小士坑が20基連なる。柱穴はP14を境に方向を若干変え

ている｡P1-P14間の距離は約7.98m、方向はE-14｡-N、P14-P20間の距離は約3.54mで方向はE-21o

-Nである。

＜埋土＞埋土は、黒褐色～暗褐色土で構成されている。

＜出土状況> P1埋土中から磨滅した極小の土器片、P9埋土中からは表裏縄文土器の小破片が出土して

いる。器面が磨滅しているため文様は不明である。また、周辺からはフレイク等が出土している。

中世の遺構である可能性が高いと考えられる。

単位 単位：c、c、

－85－

PNO. 堀方径 深さ 備 考

P1 22×20 13.9 磨滅した土器片出土

P2 28×17 16.7

P3 18×17 13.7

P4 13×12 15.1

P5 14×12 19.2

P6 14×12 12.2

P7 10×9 9.3

P8 14×12 7.3

P9 17×14 15.4 表裏縄文土器片出土

P10 19×15 43.6

P11 14×14 12.0

PNO. 堀方径 深さ 備 考

P12 15×12 8.3

P13 25×23 40.7

P14 21×19 15.6

P15 20×17 8.8

P16 18×16 10.2

P17 26×25 26.4

P18 23×21 35.2

P19 16×15 37.7

P20 17×15 11.1
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2号柱穴列

遺構（第56図写真図版41）

＜位置＞調査区ⅢB1h～ⅡC10bグリッド、標高308.4～308.5mに位置する。ほぼ1号柱穴列に平行する。

＜規模・方向＞長さ約7.82mにわたって、柱穴状士坑が22基連なる。柱穴はP17を境に1号柱穴列同様に

方向を若干変えている。P1-P17間の距離は約5.54m、方向はE-14｡-Nである。P17-P22間の距離は2.28

m、方向はE-20o－Nである。

＜埋士＞黒褐色や暗褐色士が主体で構成され、 1号柱穴列のピット埋土と類似する。

＜出土状況＞遺物は出土していない。周辺からは、磨製石斧や磨石、土器片等が出土している。

時期検出状況から1号柱穴列と同期の古代～中世の遺構である可能性が高いと考えられる。

単位：c、単位 c、

－87－

PNO. 堀方径 深さ 備 考

P12 19×18 8.8

P13 18×18 21.8

P14 16×15 24.8

P15 23×18 6.9

P16 23×21 12.4

P17 24×24 24.0

P18 23×18 22.8

P19 16×16 12.3

P20 18×15 24.3

P21 11×11 7.6

P22 15×14 15.7

PNO. 堀方径 深さ 備 考

Pl 19×16 7.8

P2 28×24 13.7

P3 11×10 14.9

P4 13×10 13.4

P5 15×10 13.7

P6 18×16 17.3

P7 15×13 15.4

P8 19×18 12.4

P9 15×15 23.9

P10 17×15 6.6

P11 14×13 8.3
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7．配石遺構

配石は1基を登録した。

1号配石遺構

遺構（第57図写真図版41）

＜位置＞調査区ⅡB4iグリッド、9号住居跡と33号土坑の北側約1.5mに位置する。

＜規模・埋土・出土遺物＞規模は長軸60×56cmを測る。埋士からは、焼土等は確認されていない。遺物は

検出されず、自然礫（頁岩主体）を環状に組み合わせ第Ⅲb層上に構築されている。

時期検出状況から、周辺の住居跡と同期の縄文時代早期末～前期前葉の遺構である可能性が高いと考え

られるが、中期以降の炉跡の可能性も残る。

〆●

４
－
１
｜

ｍＯＯ２
●

８０３一
一Ｌ陰

､ﾐ 〆
曇

l 10YR3/3暗褐色土粘性…小しまり…ややあり

0 1:30 2m

F－一計

第57図 1号配石遺構

8．堀跡

堀跡は1条を登録した。

1号堀跡

遺構（第58図写真図版41）

＜位置・重複関係＞調査区IA6d～IB8fグリッド、標高308.4mに位置する。5～6号土坑と重複する。

＜規模・方向・断面形＞規模は幅1.37～1.89m、深さ0.67～0.74m、長さ24mにわたり、緩やかに轡曲しな

がら検出された。方向は概ねW-10o－Nである。堀跡の延長部は調査区外へ延びている。空堀で、区画或

いは防御性を持つ堀跡と考えられるが柱穴列との共伴関係等、詳細は不明である。

断面形は、箱薬研堀である。

＜埋士・検出状況＞黒褐色土と黒色土が、レンズ状に層を成す自然堆積を呈する。黒褐色土中には明褐色

土の粘土微粒子を多く含んでいる。検出はこの微粒子によりプランを確認した。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況＞土師器の甕片（208）と羽状縄文系の深鉢片(206･207)が出土している。

時期断面形や出土遺物から、古代～中世の堀跡と考えられる。

－89－
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9．その他の遺構

調査区のほぼ全面から検出された柱穴状の小土坑の中で、建物跡に対応しないものを柱穴群として登録し

た。これらは特に土坑と住居跡が環状に検出されたⅡC6c～ⅢB1fグリッド付近で集中して検出された。

柱穴群

遺構（第59～64図写真図版42）

＜位置＞調査区のほぼ全面に柱穴状小士坑が分布する。分布は一様ではなくⅡC8d～ⅢClbグリッドに集中

し、調査区北端部IA7d～ⅡA3aグリッドと南端部ⅢB4h～ⅢC1hグリッドに散在する程度に検出された。規

則的な配置をするものはなく、建物等を推定することはできなかった。

＜埋土＞黒色士や暗褐色土を主体とするものが殆どで、火山灰の流れ込みが確認されたものもあった。こ

れらの埋土は周辺から検出された縄文時代早期末～前期初頭の住居跡や士坑の埋土に類似している。

遺物（第79図写真図版51）

＜出土状況＞埋土中から土器の小片（209～239）が検出された小土坑もある。

時期多くは住居跡と同時期の縄文時代早期末葉～前期前葉の遺構と考えられる。
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第59図柱穴群(1)
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柱穴計測表(1)
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PNu 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

1 29×29 15.6

2 17×19 12.6

3 25×27 12.7

4 36×47 18.6

5 22×23 12.8

6 19×19 10.3

7 21×22 20.3

8 18×25 8.9

9 22×22 23.3

10 41×50 21.4

11 18×18 10.2

12 34×40 11.3

13 17×17 8.3

14 12×12 6.1

15 20×24 15.7

16 11×13 6.8

17 24×25 21.4

18 25×55 11.8

19 28×40 ■■■■■■

20 33×34 11.7

21 19×21 10.0

22 15×17 16.4

23 17×17 11.1

24 18×19 15.6

25 36×46 20.6

26 19×21 16.3

27 30×48 24.1

28 35×44 29.8

29 54×62 27.7

30 28×29 22.4

31 27×29 8.3

32 44×48 17.4

33 29×33 19.9

34 17×18 9.8

35 22×22 8.4

36 30×37 14.4

37 12×53 19.3

38 37×(62） 22.0

39 37×40 14.7

40 18×19 －

PNo 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

41 19×21 8.1

42 19×34 17.6

43 21×21 27．6

44 18×20 29.0

45 19×20 16.9

46 19×20 19.9

47 (19)×21 27.7

48 30×35 10.3 土器片出土

49 25×26 18.2

50 15×17 15.4

51 32×33 33.9

52 42×48 13.2

53 27×36 18.8

54 37×43 25.2

55 26×27 27.4

56 28×33 24.1

57 24×27 9.7

58 42×50 73.5

59 16×18 14.6

60 18×20 12.4

61 31×37 25.2

62 40×47 15.8

63 50×57 25.0

64 21×23 11.2

65 22×24 16.3

66 31×34 11.5

67 18×24 15.9

68 (25)×44 14.9

69 16×16 5.5

70 20×22 10.6

71 15×18 10.6

72 13×14 _

73 29×30 －

74 15×16 66.5

75 27×32 22.3

76 11×15 30.9

77 18×20 20.5 土器（羽状）片出土

78 24×25 12.5

79 32×35 13.7 土器（表裏）片出土

80 51×51 45.7



第6表 柱穴計測表(2)

－98－

PNQ 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

81 20×21 19.1

82 24×26 27.5

83 20×21 24.2

84 23×24 23.7

85 20×21 19.7

86 12×12 8.1

87 21×23 15.4

88 20×31 56.3

89 25×28 21.2 チップ、土器片出土

90 17×18 5.9

91 25×35 21.5

92 37×43 43.5 土器片出土

93 16×21 19.0 土器（綾絡文）片出土

94 18×19 12.7

95 21×21 29.9

96 15×16 20.4

97 15×15 17.7

98 17×18 13.4

99 15×19 11.4

100 16×18 16.2

101 15×15 19.9

102 16×18 22.1

103 14×15 13.2

104 16×18 16.9

105 6×6 _

106 22×24 44.6

107 16×19 42.4 土器（羽状）片出土

108 20×21 20.0 土器（羽状）片出土

109 19×20 24.0

110 12×19 15.4

1l1 18×20 17.7

112 13×14 8.5

113 29×30 13.0

114 16×17 18.8

115 21×22 15.5

116 13×13 7.5

117 20×29 10.0

118 30×31 23.4

119 36×43 －

120 20×23 12.5

PNQ 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

121 20×21 10.2

122 15×16 14.5

123 24×28 75.0 土器片出土

124 20×20 27.7

125 17×17 9.2

126 15×15 23.6

127 20×21 13.2

128 20×21 19.5

129 21×21 9.6

130 12×15 7.3 土器（表裏）片出土

131 17×20 11.0

132 13×14 17.4

133 9×10 24.0

134 12×15 12.8

135 12×12 23.3

136 20×23 49.5

137 19×19 8.0

138 15×17 19.9

139 13×15 20.6

140 25×27 15.5

141 17×19 16.8 土器片出土

142 51×42 44.8

143 24×24 10.7

144 16×16 11.7

145 24×30 24.9

146 35×36 18.2

147 18×18 20.7

148 22×23 12.6

149 20×20 12.4 土器（表裏）片出土

150 24×42 20.5 土器（表裏）片出土

151 27×35 16.9 土器片出土

152 23×20 12.4

153 37×24 11.9

154 27×36 18.6

155 33×36 13.3 士器（表裏）片出土

156 35×35 12.4

157 26×27 27.6

158 10×12 7.3

159 14×16 16.2

160 17×19 13.3



第7表 柱穴計測表(3)
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PNo. 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

161 26×26 36.0

162 20×20 11.2

163 16×16 17.3

164 10×12 11.1

165 15×15 19.4

166 10×11 9.6

167 17×17 16.1

168 16×18 24.8

169 21×22 16.5

170 15×15 23.1 土器片出土

171 12×14 5.9

172 21×21 8.1

173 17×18 10.0

174 21×24 33.6

175 21×23 22.7

176 15×18 17.1

177 14×14 40.2 土器（綾絡文）片出土

178 15×16 31.7 チップ出土

179 21×22 14.4

180 15×16 11.7

181 28×28 58.8 土器片（綾絡文）出土

182 18×22 28.9

183 18×19 9.5 土器（表裏）片出土

184 13×14 11.9

185 22×22 16.5

186 18×20 7.2

187 18×18 15.2 ブレーク､土器(羽状)片出土

188 13×13 16.0

189 14×14 12.9

190 17×18 27.8 土器片出土

191 20×20 22.7

192 14×14 12.4

193 12×13 10.4

194 20×20 13.0

195 19×24 21.3

196 24×23 21.4

197 15×18 38.5

198 17×18 10.0

199 17×18 7.9

200 13×13 10.4

PNo 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

201 13×16 8.9

202 22×25 7.9

203 15×17 10.8

204 18×18 7.9

205 28×30 11.1

206 20×27 16.7

207 17×20 20.9

208 18×22 13.7

209 19×23 17.9

210 19×21 25．4

211 18×23 9.3

212 18×18 13.9

213 19×19 23.1

214 17×19 46.0

215 17×18 12.5

216 13×14 10.8

217 15×16 14.0

218 16×17 11.6

219 13×13 14.3

220 14×14 20.6

221 16×17 22.5 ブレーク出土

222 18×18 14.2

223 17×17 30.7 土器片出土

224 22×23 16.1 土器片出土

225 20×22 18.1

226 19×21 31.7

227 14×15 19.1

228 16×18 13.9

229 15×21 12.2

230 16×19 10.5

231 14×14 一

232 24×25 12.9

233 15×18 22.5

234 19×20 9.5

235 18×21 17.0

236 20×20 9.2

237 13×13 8.9

238 20×22 21.9

239 18×19 13.7

240 15×17 20.2



第8表柱穴計測表(4)
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PNQ 開口部径(cm) 深さ(cm) 備 考

241 11×12 12.8

242 9×9 11.6

243 12×13 7.8 チップ出土

244 16×19 14.9 土器片出土

245 17×19 10.6

246 18×22 10.5

247 16×25 17.6

248 18×19 44.1

249 15×15 13.1

250 14×15 31.9

251 19×21 10.7

252 21×21 9.9

253 31×37 34.7 土器片出土

254 14×15 7.2

255 15×15 31.7 土器片出土

256 (10)×17 8.5

257 21×21 12.4

258 17×20 18.9

259 17×18 12.3 チップ､土器(表裏)片出土

260 15×15 15.7

261 30×30 24.7 土器片出土

262 19×19 18.4

263 15×16 6.5

264 23×26 14.8

265 16×21 8.4

266 14×14 8.8

267 19×20 11.1

268 11×13 13．8

269 25×35 33.7

270 14×15 28.3

271 27×30 55.2 土器（羽状）片出土

272 26×27 39.6

273 25×25 35.0 土器（羽状）片出土

274 13×14 12.1

275 10×ll 11.6

276 25×30 27.0

277 38×50 13.2

278 32×22 11.4





10.遺構外出土遺物

遺構外からの出土遺物は、コンテナ（42×32×30cm)約4箱である。殆どの遺物は攪乱層下の中諏火山灰

を含む第Ⅲa～b層からの出土で、種類は土器、石器、石製品、土師器（1点）がある。この内接合される

土器はごく少数で大半は破片資料のため正確な個体数の把握はできなかった。

(1) 土器

土器の記載にあたっては、表裏縄文系土器とそれに共伴する土器をI群、大木1～2a式にあたる土器をⅡ

群、その他の土器をⅢ群としてこれを大区分とした。これらの中で従来の土器編年を参考に各形式毎に準拠

してA類、B類、C類を中区分、更に1，2，3…小区分として表記した。

I群土器（第103～108図）

表裏縄文系土器とそれに共伴して出土した土器をI群とした。59．194．69．88．371（遺構内出土）以外

は全て小破片で全体の個体数は不明である。また、表裏縄文系の土器の形状は尖底の深鉢、また無節の縄文

が施されたものも37号土坑から出土した194と同じ尖底の深鉢と考えられる。

A類…口縁部に文様帯を持たないもの

1…太い原体 2…その他

B類…口縁部に文様帯を持つもの

1…隆帯を持たないもの a…刻目を持つもの b…指頭押圧痕を持つもの

d…刺突を持つもの （①…沈線文を持つもの）

2…隆帯を持つもの a…刺突を持つもの (b…縄文を持つもの）

C類…無節の縄文を持つもの l…口縁部に文様帯を持つもの 2…その他

c…縄文を持つもの

殆どのI群土器はA類2の土器である。A2類はA1類と6号住居跡のP2．11号住居跡。13～14号住居

跡．37号土坑で共伴して検出されており時期を同じにする可能性が高い。このためA1類をI群として分類

した。

I群土器の器形は、前述のように尖底の深鉢で口唇部には何らかの文様が施されているものと考えられ、

A類の土器の多くはB類の胴部片と思われる。

B類は口縁部片の土器で、その文様帯により分類した。

Ⅱ群土器（第109～110図）

縄文時代前期初頭の土器群である。大木2b式に該当するS字状連鎖沈文土器が調査では全く出土してお

らず、この前段階である網目状撚糸文、木目状撚糸文、葺瓦状撚糸文や羽状縄文と口縁部に綾絡文を持つ土

器のみが検出されているため、Ⅱ群の下限を2a式とした。本調査区内の終末期が大木2a式であり、遠野

市教育委員会により発掘調査が行われた新田Ⅱ遺跡の始まりが大木2b式という点も大変興味深く、今後の

発掘調査の成果を期待したい。中、小分類は以下の様に表記した。
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A類…羽状縄文系土器 1

2

3

4

口縁部に綾絡文を持っもの

菱形文を持っもの

押引き沈線文を持つもの

その他

B類…撚糸文を持つもの 1

2

3

網目状撚糸文を持つもの

木目状撚糸文を持つもの

葺瓦状撚糸文を持つもの

(2) 土製品

土製品は、有孔円盤状士製品7点が出土している。いずれもI群の土器片を加工して造られている。420

は加工途中のもので、孔を穿ちかけたものである。419と424の2点は胎士と文様が酷似し、同一土器片から

の造られたものと考えられる。424と425の2点は15号土坑付近から検出され、420･421の2点はそれぞれ2

号住居跡と4号住居跡の周辺から出土している。

(3) 石器

遺構外の石器類は、石鑑、尖頭器、石匙、石斧、磨石、石箆、石皿等がコンテナ（同左）で約2箱が出土

し、ブレーク、チップ類を除く58点を登録した。

分類にあたっては定形石器として、石鑛・尖頭器・石匙・石箆・ナイフ型石器に分け、これ以外の剥片石

器は不定形石器として扱った。礫石器及び石核石器はその形状と使用痕跡により磨製石斧・打製石斧・磨石・

敲石、凹石・石皿に分類した。

石鑛・尖頭類 （第111図）

遺構外からは、20点が出土しており、遺構外中の割合は33.9％である。大別して柳葉形（基部を持たない

もの）と基部を有する三角形のものに分かれる。柳葉形で大型のものである486．496．538は尖頭器と考え

られる。小型のものは両端の作りが異なるもので7点（503．509．510．523．525．529．536）が出土して

おり、石鍼に細分される。

基部を有するものは、更に基部の形状により平坦なもの（491.493）と基部が挟れているもの（495．500．

511．524．528．537）に細分される。基部が凹形の6点は全体の形状により、柳葉形に近い500･511．537

がさらに分離される。一般に有茎鑛とされるものは小型の尖頭器にあたるもの以外は出土していない。

石匙

石匙は、遺構外から18点が出土した。摘みの位置が縦のもの7点（487．505．508．513．527･529･541)、

摘みが横につくもの5点（497．504．512．514．532）である。また、摘みの形状が不明のものは494．516．

517･520．530の5点が出土している。内494．516．520の3点は前者に含まれるものと考えられる。摘みが

中間にあるものは住居跡から3点出土している。

石箆

石箆は488．531．542の3点が出土した。石質は全て頁岩である。542にはタールが付着する。
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磨製石斧

518．535の2点が出土した。柱穴列間、1号陥し穴状遺構の南側から磨石（519）とともに518が出土した。

完形品で、研磨痕を有する。石質は砂岩と玲岩である。

磨石

遺構外からは、 6点（507．515．519．521．539．540)が出土した。石質は多種にわたりホルンフェルス、

花崗閃緑岩、凝灰岩、砂岩、玲岩からなる。

石皿

遺構外からは、501．533．534の3点が出土した。いずれも大型の自然礫を扁平に加工した痕跡が見られ

る。501は5号住居跡周辺から出土しており、住居に伴うものと考えられ、同様に42号士坑周辺から検出され

た111･534は周辺の15号住居跡に伴う遺物である可能性が高い。

40号土坑（フラスコ状土坑）内からは扁平な自然礫をそのまま利用した石Ⅲ(483)も出土している。石

質は全て花崗閃緑岩である。

打製石斧（第80図写真図版52）

攪乱層より1点(490)が出土している。完形品である。縄文時代草創期のものと考えられる。長さ18.8

cm、幅5.6cm、厚さ2.3cm、重量は341.6gである。石質はホルンフェルスである。

ナイフ型石器（第88図写真図版57）

後期|日石器時代の遺物と考えられるナイフ型石器は、526の1点が出土した。長さは8.6cm、幅2.2cm、厚さ

0.8cm、重量は11.3gである。これ以外の旧石器は、今回の調査では検出されていない。

不定形石器

上記以外の剥片石器を一括した。遺構外からは6点（10.2％）が出土した。489．502の2点は鋸歯縁状の

刃部を持つ。

その他

フレイク類は1713.5gが出土した。石質は頁岩、珪質頁岩で産地は北上山地である。第101図(P165)にグ

リッド毎の出土量を図示した。出土状況は、概ね遺構の上層あるいは周辺グリッドで多くのチップ類が出土

している傾向が窺われるが、遺構検出数の稀薄なⅡAli～ⅡB5cグリッド付近で多くのフレイク・チップ類が

出土していることが興味深い。
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遺物NQ 出士地 器種 備 考 分 類

1 1号住居 深鉢 口唇：丁寧なナデ、口縁：綾絡文(RL)、胴：羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

2 1号住居 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文(LR)、下部に孔、胴：羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA1

3 1号住居 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維多量に含む nA1

4 1号住居 深鉢 口唇：丁寧なナデ、口縁：綾絡文(RL)、胴：縄文(RL、 0段多条)、内面：ナデ、炭化物付着、胎士：繊維含む nA1

5 1号住居 深鉢 葺瓦状撚糸文(L)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nB3

6 1号住居 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、胎土：繊維含む nAl

7 1号住居 深鉢 網目状撚糸文(LR、L)、内面：ナデ、炭化物付着、胎土：繊維含む nB2

8 1号住居 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA1

9 1号住居 深鉢 口唇：ナデ、葺瓦状撚糸文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nB3

10 1号住居 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維多量に含む nA1

11 1号住居 深鉢 沈線文、内面：ナデ、胎士：繊維十長石含む nA3

12 1号住居 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：長石十繊維多量に含む nA6

13 1号住居 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎士：繊維多量に含む nA6

14 1号住居 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

15 1号住居 深鉢 綾絡文(RL)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維多量に含む nA1

16 1号住居 深鉢 綾絡文(LR)+ナデ、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA1

17 1号住居 深鉢 葺瓦状撚糸文(LR)+ナデ、胎士：繊維含む nB3

18 1号住居 深鉢 綾絡文(RL)、胎土：繊維含む nA1

19 1号住居 深鉢 口縁：綾絡文(L)、胴：縄文(RLR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

20 1号住居 深鉢 縄文(R+LR、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む HA6

21 1号住居 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA1

22 1号住居 深鉢 菱形文(RL、LR、0段多条)、内面：丁寧なナデ、胎士：長石十繊維多量に含む nA2

23 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、非結束)、胎土：繊維含む nA6

24 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA6

25 1号住居 深鉢 羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：ナデ、胎士：繊維含む、340と同一個体？ nA6

26 1号住居 深鉢 羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

27 1号住居 深鉢 羽状縄文(LR、RL、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維多量に含む nA6

28 1号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

29 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6
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遺物Nq 出土地 器種 備 考 分 類

30 1号住居 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

31 1号住居 深鉢 縄文(RL)、胎土：繊維含む nA6

32 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、胎土：繊維含む nA6

33 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、非結束)、胎士：繊維含む nA6

34 1号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維多量に含む nA6

35 1号住居 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎士：繊維含む nA6

36 1号住居 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA6

37 1号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、結束？)、胎土：多量の繊維十長石含む nA6

38 1号住居 深鉢 木目状撚糸文(RL、LR、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nB2

39 1号住居 深鉢 縄文(RLR)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

40 1号住居 深鉢 縄文(LR)、胎士：繊維含む nA6

41 1号住居 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

42 1号住居 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

43 1号住居 深鉢 葺瓦状撚糸文(L)+ケズリ、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nB3

44 1号住居 深鉢 底部：ナデ、上げ底気味、胴：縄文(LR、 0段多条)、胎土：繊維含む、47と同一個体？ nA6

45 1号住居 深鉢 菱形文(RLR、LRL)、胎土：繊維多量に含む nA2

46 1号住居 深鉢 底部：ナデ、胴：縄文(LR)、胎士：繊維含む nA6

47 1号住居 深鉢 底部：ナデ、上げ底、胴：縄文(LR、 0段多条)、胎士：繊維含む、44と同一個体？ nA6

48 1号住居 深鉢 底部：ナデ、胴：縄文(RL)、胎士：繊維含む nA6

49 1号住居 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

50 1号住居 深鉢 底部：ナデ、胎土：長石十繊維含む Ⅱ－

51 1号住居 深鉢 底部：ナデ、胎土：長石十繊維含む Ⅱ－

52 1号住居P16 深鉢 縄文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む nA6

53 2号住居 深鉢 沈線、胎士：繊維十長石含む IB1－①

54 3号住居 深鉢 縄文(LR)+ナデ、内面：縄文(LR)、胎土：繊維含む IA2

55 3号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、太い縄文(LR)、胎土：繊維含む IB1b

56 5号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

57 5号住居 深鉢 太い縄文(LR)、胎土：繊維含む IA1

58 5号住居P1 深鉢 胴：ナデ、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2
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59 6号住居 深鉢 口唇：縄文(RL)、口縁：上部に孔、粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBlc

60 6号住居P2 深鉢 縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

61 8号住居 深鉢 縄文(R)、内面：縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

62 8号住居 深鉢 太い縄文(LR)、胎土：繊維含む IA1

63 9号住居 深鉢 口唇：縄文(LR)、口縁：ナデ、胴：太い縄文(RL)、内面：縄文(RL)+炭化物付着、胎士：繊維含む IBlc

64 9号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、口縁～胴：縄文(RL)、内面：縄文(RL)+ナデ＋成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IB1b

65 9号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

66 9号住居 深鉢 太い縄文(RL)、内面：粗い縄文(RL)+成形指圧痕残る、胎土：繊維含む IA1

67 9号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

68 9号住居 深鉢 口縁～胴：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

69 10号住居 深鉢 口唇：縄文(LR)、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBlc

70 10号住居 深鉢 口唇：指頭による刻目、口縁：上部に孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IB1a

71 10号住居 深鉢 口唇：刺突、口縁：浅い沈線、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB1d

72 10号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維十長石含む IA2

73 10号住居 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IBla

74 10号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

75 10号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、口縁：上部に浅い沈線、綾絡文(R)、内面：不整撚糸文？、胎土：繊維含む IB1b

76 10号住居 深鉢 口唇：縄文(RL)、口縁：上部に孔、縄文(RL)、胎土：繊維含む IBlc

77 10号住居 深鉢 緩い波状口縁、縄文（RL？)、内面：ナデ＋縄文(RL)、胎土：繊維含む IBle

78 10号住居 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL、横位、 0段多条)、胎土：繊維含む IBla

79 10号住居 深鉢 口唇：刻目、粗い縄文(RL)、胎土：繊維含む IBla

80 10号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

81 10号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

82 10号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

83 10号住居 深鉢 縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

84 10号住居 深鉢 縄文(RL)、有孔、胎土：繊維含む IA2

85 10号住居 深鉢 粗い縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

86 10号住居 深鉢 縄文(LR)、胎土：繊維十長石多量に含む IA2

87 10号住居 深鉢 縄文（RL？)、胎土：繊維十長石含む、磨滅強 IA2
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88 10号住居 深鉢 尖底、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、炭化物付着、胎士：繊維含む IA2

89 11号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IB1b

90 11号住居 深鉢 口唇：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBlc

91 11号住居 深鉢 口唇：刻目、口縁：上部に孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBla

92 11号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IB1b

93 11号住居 深鉢 口唇：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB1c

94 11号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

95 11号住居 深鉢 沈線、縄文（RL？)、内面：縄文（RL？)、胎士：繊維含む IA20

96 11号住居 深鉢 上部に孔＋浅い沈線(擦痕？)、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBle

97 11号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

98 11号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

99 11号住居 深鉢 沈線文、胎土：繊維十長石含む IBl

100 11号住居 深鉢 縄文(R)、内面：縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

101 11号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維含む IA2

102 12号住居 深鉢 口唇：縄文(RL)、内面：指頭によるナデ、胎士：繊維含む IB1

103 12号住居 深鉢 口唇：刻目、口縁：浅い沈線文（葺瓦状？に入る)、胎士：繊維十長石含む IBla@

104 12号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

105 12号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

106 12号住居 深鉢 羽状縄文(RL、LR、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む IA2

107 12号住居P1 深鉢 縄文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む IA2？

108 12号住居 深鉢 口唇：刻目、口縁：上部に孔、縄文(LR)、胎土：繊維含む、有孔円盤状土器に加工？ IB1a

109 13号住居 深鉢 口唇：刻目、粗い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IBla

110 13号住居 深鉢 口唇：刻目、口縁：沈線、隆帯十竹管刺突、下部に孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB2a

111 13号住居 深鉢 口唇：刻目、粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA1

112 13号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IB1b

113 13号住居 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL)、内面：粗い縄文(RL)、胎土：繊維含む IBla

114 13号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

115 13号住居 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

116 13号住居 深鉢 口唇：指頭圧痕、太い縄文(RL)、内面：粗い縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IB1b
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117 13号住居 深鉢 縄文(L)、胎土：繊維十長石含む IC2

118 13号住居 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

119 13号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

120 13号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維十長石含む IA2

121 13号住居 深鉢 太い縄文(RL)、胎土：繊維含む IA1

122 13号住居 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

123 13号住居P3 深鉢 縄文(RL)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む IA2

124 13号住居P7 深鉢 縄文（RL？)、胎士：繊維含む IA2

125 14号住居 深鉢 口唇：刺突、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IB1d

126 14号住居 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

127 14号住居 深鉢 太い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA1

128 14号住居 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維含む IA2

129 14号住居 深鉢 縄文(L)、胎土：繊維十長石含む IC2

130 14号住居 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

131 14号住居 深鉢 羽状縄文？(R、L、非結束)、内面：縄文(R)、胎士：繊維十長石含む、194と同一個体？ IC2

132 15号住居 深鉢 縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

133 13号焼土 深鉢 葺瓦状撚糸文？（L)、胎土：繊維含む、194と同型土器？ nB3

134 4号土坑 深鉢 縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

135 5号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

136 6号士坑 深鉢 縄文（RL？)、内面：縄文(LR)、炭化物付着、胎土：繊維含む IA2

137 7号土坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

138 8号土坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA1

139 8号士坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA1

140 11号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土繊維含む IA2

141 12号士坑 深鉢 羽状縄文(LR、RL、非結束)、胎土：長石含む nA6

142 13号土坑 深鉢 綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA1

143 13号士坑 深鉢 口縁：綾絡文(L)、胴：縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA1

144 15号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

145 18号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面(RL)、胎士：繊維含む IA2
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146 18号士坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)+炭化物付着、胎土：繊維付着 IA1

147 18号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

148 19号土坑 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB1b

149 19号士坑 深鉢 綾絡文(LR)、胎土：繊維含む nA1

150 20号士坑 深鉢 縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む IA2

151 20号士坑 深鉢 縄文(RL)、胎士：長石十繊維含む IA2

152 20号士坑 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維十多量の長石含む、胎士は418に酷似 IA2

153 21号士坑 深鉢 口唇：刻目、胎土：繊維含む IB1a

154 21号士坑 深鉢 縄文(L)、胎士：繊維十長石含む IC2

155 21号土坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA1

156 22号士坑 深鉢 縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

157 22号士坑 深鉢 縄文(L)、胎士：繊維十長石含む IC2

158 22号士坑 深鉢 縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

159 22号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む IA2

160 23号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面:縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

161 23号土坑 深鉢 尖底、縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

162 24号土坑 深鉢 縄文（R？)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む IC1？

163 25号土坑 深鉢 口唇：指頭圧痕、内面：ナデ＋成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IBlb

164 25号土坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)、胎土：繊維含む IAl

165 25号土坑 深鉢 縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

166 25号士坑 深鉢 粗い縄文(LR)、胎士：長石十繊維含む IA2

167 25号土坑 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む nA6

168 26号士坑 深鉢 口唇：刻目、粗い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維十長石含む IB1a

169 27号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

170 28号土坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

171 30号士坑 深鉢 口唇：刺突、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維十多量の長石含む IBld

172 30号士坑 深鉢 粗い縄文(LR)、胎士：長石多量に含む IA2

173 31号土坑 深鉢 口縁：沈線（条痕？)、縄文(RL)、内面(RL)+成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IB1－①

174 31号士坑 深鉢 口唇：指頭圧痕、太い縄文(RL)、胎士：長石含む IB1b
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175 31号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

176 31号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

177 31号土坑 深鉢 縄文(R)、胎士：繊維十長石多量に含む IC2

178 31号士坑 深鉢 太い縄文(RL)、胎土：長石含む IA1

179 31号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

180 32号土坑 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維十長石含む IB1a

181 32号土坑 深鉢 口唇：刻目、上部、沈線文、下部に孔、胎士：繊維十長石含む IB1d

182 32号士坑 深鉢 口唇：刻目、太い縄文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維含む IB1a

183 32号士坑 深鉢 口唇：縄文(RL)、縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む IBlc

184 32号土坑 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維十長石含む IA2

185 32号土坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA1

186 32号土坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

187 32号士坑 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維含む IA2

188 32号士坑 深鉢 葺瓦状撚糸文？（L)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む、194と同型土器？ nB3

189 33号土坑 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維多量に含む nA1

190 33号士坑P3 深鉢 縄文(L)、内面：ナデ、胎士：繊維含む IC2

191 34号土坑 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文(LR)、胴：羽状縄文(LR: 0段多条、RL、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む HAl

192 36号土坑 深鉢 平底、底部：丁寧なナデ、胴：羽状縄文(RL、LR、 0段多条、非結束)、内面：炭化物付着、胎土：繊維多量に含む nA6

193 36号士坑 深鉢 葺瓦状撚糸文(LR)、胎土：繊維多量に含む nB3

194 37号士坑 深鉢 口唇：刻目、口縁：緩やかな波状、縄文(LR)+上部に孔、胴：羽状縄文？（L、R、非結束)、胎士：繊維十長石含む ICl

195 37号土坑 深鉢 口唇：縄文(LR)、口縁：沈線、縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

196 37号土坑 深鉢 縄文(L)、胎土：長石十繊維含む IC2

197 37号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

198 38号土坑 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

199 39号士坑 深鉢 口唇：刻目、縄文(L)、胎土：砂含む IB1a

200 40号土坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

201 42号士坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む、202と同一個体？ IA2

202 42号土坑 深鉢 太い縄文(RL)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む、201と同一個体？ IA2

203 42号土坑 深鉢 縄文(R)、胎土：繊維含む IC2
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204 43号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

205 43号士坑 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

206 1号堀跡 深鉢 羽状縄文(RL、LR，0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

207 1号堀跡 深鉢 羽状縄文(RL、LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

208 1号堀跡 甕 内外面：ナデ、ロクロ成形、酸化炎焼成

209 P48 深鉢 縄文(LRL)、胎土：繊維含む nA6

210 P77 深鉢 平底、底部：ナデ、縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

211 P79 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：長石含む IA2

212 P89 深鉢 ナデ＋縄文(RL)、胎土：繊維十長石含む nA6

213 P92 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

214 P104 深鉢 綾絡文(LR)、胎土：繊維含む nA1

215 P107 深鉢 口唇：ナデ、口縁：ナデ、胴 (RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

216 P107 深鉢 太い縄文(LR)、胎士：繊維含む nA6

217 P107 深鉢 平底、底部：ナデ、胎土：繊維含む nA6

218 P107 深鉢 縄文(RL、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

219 P107 深鉢 縄文(RL、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

220 P108 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

221 P123 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2？

222 P141 深鉢 縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

223 P141 深鉢？ 縄文（？)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む、磨滅強 Ⅱ一

224 P150 深鉢 口唇：刺突、粗い縄文(RL)、内面：粗い縄文(RL)、胎土：繊維含む IBld

225 P151 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維十砂含む IA2

226 P155 深鉢 太い縄文(RLR)、内面：粗い縄文(RL)、胎士：繊維含む IA1

227 P177 深鉢 底部：平底、上げ底気味、胴：綾絡文(R)、胎士：繊維含む nB3

228 P179 深鉢 縄文(RL)、底部：尖底？、胎士：砂含む IA2

229 P181 深鉢 口縁：綾絡文(RL)、胴：縄文(RL)、内面：ナデ、炭化物付着、胎土：繊維含む nA1

230 P187 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

231 P190 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文((RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

232 P223 深鉢 縄文（RL？)、胎士：繊維含む、磨滅強 IA2？
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233 P224 深鉢 縄文(RL)、胎土：繊維十長石含む nA6

234 P227 深鉢 口縁：綾絡文(L)、胴：縄文(RLR)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む nA1

235 P244 深鉢 太い縄文(R、内面：ナデ、胎土：繊維含む IAl

236 P253 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

237 P255 深鉢？ 縄文（？)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む、磨滅強 Ⅱ－

238 P259 深鉢 縄文(LR)、胎士：繊維含む nA6

239 P261 深鉢？ 縄文（？)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む、磨滅強 Ⅱ－

240 IA- 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA1

241 IA- 深鉢 縄文(LR)、内面：ミガキ、胎士：繊維含む nA6

242 IA- 深鉢 綾絡文(LR)、胎土：繊維含む nA1

243 IA- 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

244 IA- 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維含む nA6

245 IA3i 深鉢 綾絡文(R)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nAl

246 IA3i 深鉢 綾絡文（葺瓦状撚糸文？）（LR)、胎土：繊維含む nA1

247 IA6f 深鉢 羽状縄文(RLR、LR、非結束)、内面：ナデ、胎士：繊維多量に含む nA6

248 IA8f 深鉢 平底、底部：ナデ、上げ底、胴：縄文(LR、 0段多条)、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む nA6

249 IA8f 深鉢 縄文(LR、0段多条)、底部：平底、胎土：繊維含む nA6

250 IA109 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

251 IA109 深鉢 縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)、胎士：繊維含む IC2

252 IA109 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

253 IB4a 深鉢 綾絡文(RL)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA1

254 IB4a 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文(RL)、胴：羽状？縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

255 IB4h 深鉢 綾絡文(LR+RL)、胎士：繊維含む HA1

256 IB5c 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維多量に含む nA1

257 IB8b 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

258 IB8b 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

259 IB9e 深鉢 縄文(RL、0段多条)、胎土：長石十繊維含む nA6

260 IB9e 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文（葺瓦状？）縄文(LR)、胴：木目状撚糸文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nB2

261 IB10d 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA1
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262 IB10d 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎士：繊維含む nA6

263 IB10d 深鉢 底部：ナデ、胎土：多量の繊維十長石含む nA6

264 IB10d 深鉢 底部：ナデ、胴：ナデ、内面：炭化物付着、胎土：繊維含む nA6

265 IB10d 深鉢 底部：丁寧なナデ、胴：羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、胎士：繊維多量に含む nA6

266 IB109 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IBla

267 IB109 深鉢 口唇：刻目、太い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IB1a

268 IB109 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維多量に含む HA1

269 IB109 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL)、胎土：繊維含む nA1

270 IB109 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL)、胎士：繊維含む nA1

271 IB109 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

272 IB109 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む HA6

273 nA4h 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

274 ⅡB－ 深鉢 木目状撚糸文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む

275 nBlc 深鉢 口唇：ナデ、口縁：綾絡文(LR)、胴：木目状撚糸文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nB2

276 nBlc 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBlb

277 nBlc 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：炭化物付着、胎士：繊維十長石含む nA6

278 nBlc 深鉢 羽状縄文(LR、RL、0段多条、非結束)、胎土：繊維含む nA6

279 nBlc 深鉢 縄文(LR+RL)、胎土：繊維含む nA6

280 nBlc 深鉢 底部：丁寧なナデ、縄文(LR、 0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維十長石含む nA6

281 nBli 深鉢 羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維含む nA6

282 nB2i 深鉢 口唇：刺突、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB1d

283 nB2i 深鉢 尖底、胎士：繊維含む IA2

284 nB2d 深鉢 羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、胎土：繊維含む、25と同一個体？ nA6

285 nB3c 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む、286と同一個体？ nAl

286 nB3c 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む、 285と同一個体？ nA1

287 nB3e 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維含む HA1

288 nB3i 深鉢 口唇：縄文(RL)、縄文(RL)、胎士：繊維含む IBlc

289 nB3i 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎土：繊維含む nA6

290 nB39 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む HA1
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291 nB39 深鉢 縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

292 nB39 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

293 nB39 深鉢 羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

294 nB39 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA1

295 nB39 深鉢 底部：丁寧なナデ、胴：縄文(RL)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む nA6

296 nB4a 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA1

297 nB4c 深鉢 口唇：ナデ、綾絡文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維十長石含む nA1

298 nB4c 深鉢 綾絡文（RL？)、内面：炭化物付着、胎士：繊維多量に含む nA1

299 HB4c 深鉢 綾絡文(RL)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

300 HB4c 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

301 nB4c 深鉢 口縁：綾絡文(LR)、胴：縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nAl

302 nB4c 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

303 nB4c 深鉢 羽状縄文？（RL、LR、0段多条、非結束)、胎士：繊維含む nA6

304 nB4c 深鉢 葺瓦状撚糸文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nB3

305 nB4c 深鉢 羽状縄文(RL、LR:組縄縄文、所謂「ピッチリ縄文｣、非結束)、胎土：繊維十長石含む nA5

306 nB4c 深鉢 羽状縄文(LR、RL、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む、磨滅強 nA6

307 nB4c 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

308 nB4c 深鉢 縄文(L)、胎土：繊維十長石含む IC2

309 nB4c 深鉢 口縁：ナデ、胴：縄文(LR、0段多条)、内面：炭化物付着、胎土：繊維十長石含む nA6

310 nB4c 深鉢 底部：ナデ、縄文(LR)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む nA6

311 nB4d 深鉢 縄文(RLR)、胎土：繊維多量に含む nA6

312 nB4d 深鉢 縄文(RL)、胎土：繊維多量に含む nA6

313 nB4e 深鉢 尖底、縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

314 nB4j 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA1

315 nB5c 深鉢 菱形縄文？（RL、LR、0段多条)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA2

316 HB5c 深鉢 縄文(RL、0段多条)、内面：ナデ、炭化物付着、胎土：繊維十長石含む nA6

317 nB5c 深鉢 縄文(LR、0段多条)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維十長石含む nA6

318 nB5c 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維多量に含む nA6

319 HB59 深鉢 粗い縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2
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320 nB59 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

321 nB5h 深鉢 口唇：指頭圧痕、粗い縄文(RL)、内面：粗い縄文(RL)、胎土：砂含む IB1b

322 IB5h 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA1

323 nB6a 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

324 nB69 深鉢 縄文(RLR)、底部：平底、胎士：繊維含む nB4

325 nB6j 深鉢 口唇：刺突、縄文(R)、内面：縄文(R)、胎土：砂十繊維含む IBld

326 nB6i 深鉢 口唇：指頭圧痕十縄文(RL)、沈線十縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)、胎土：繊維含む IBlbc@

327 nB6i 深鉢 口唇：ナデ、縄文(LRL)、内面：ナデ、炭化物付着、胎土：繊維含む ⅡB4？

328 nB6i 深鉢 綾絡文(L)、炭化物付着、胎士：長石十繊維含む nAl

329 nB6i 深鉢 沈線文（波形？)、胎士：長石十多量の繊維含む IB1@

330 nB6i 深鉢 羽状縄文(RL、LR、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維多量に含む nB4

331 nB6i 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎士：繊維十長石含む nA6

332 nB6i 深鉢 縄文(LRL)、胎士：繊維含む nB4

333 nB7c 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IB1b

334 nB7d 深鉢 口唇：刻目、口縁：沈線、胴：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBla

335 nB79 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維十長石含む IA2

336 nB79 深鉢 綾絡文（葺瓦状撚糸文？）（L)、胎士：繊維十長石含む、194と同型土器？ nAl

337 nB59 深鉢 綾絡文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む nAl

338 nB7h 深鉢 綾絡文(LR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA1

339 nB7h 深鉢 口唇：縄文(LR)、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IBlc

340 nB7h 深鉢 口縁：葺瓦状撚糸文(RL)、胴：縄文(LR)、内面：丁寧なナデ、炭化物付着、胎土：繊維含む nB3

341 nB7h 深鉢 口縁：葺瓦状撚糸文(RL)、胴：縄文(LR、0段多条)、内面：ナデ、炭化物付着、胎土：繊維含む nB3

342 nB7h 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA6

343 nB7h 深鉢 太い縄文(RL)、内面縄文(RL)、胎土：繊維含む IA1

344 nB7h 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

345 nB7h 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IA2

346 nB7h 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

347 nB7h 深鉢 縄文(RLR)、内面：丁寧なナデ、胎士：繊維含む nA6

348 nB7h 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎士：繊維多量に含む nA6
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349 nB7h 深鉢 口縁：ナデ、胴：羽状縄文(RLR、LRL、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維含む nA6

350 nB8c 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：長石十多量の繊維含む nA6

351 nB8e 深鉢 口唇：刺突、口縁：刺突、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IBld

352 nB8e 深鉢 縄文(RL)、内面：ナデ、胎士：繊維含む nA6

353 nB8e 深鉢 縄文(RL、0段多条)、炭化物付着、胎士：繊維含む nA6

354 nB8e 深鉢 縄文(R)、内面：縄文(R)、胎士：繊維含む IC2

355 nB8e 深鉢 縄文(R)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維僅かに含む IC2

356 nB9j 深鉢 縄文(RL)、内面：炭化物付着、胎士：繊維含む IA2？

357 nB10d 深鉢 太い縄文(RL)、胎士：繊維十長石含む、磨滅強、尖底？ IA1

358 nB10i 深鉢 太い縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維十長石含む IA1

359 nB10i 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：ナデ、胎土：繊維含む nA6

360 nC6a 深鉢 粗い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、炭化物付着、胎土：繊維十長石含む IA2

361 nC6a 深鉢 縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

362 HC6a 深鉢 粗い縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

363 nC6b 深鉢 縄文(L)、内面：ナデ、胎士：繊維含む IC2

364 nC8b 深鉢 口唇：縄文、口縁～胴：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IBlc

365 nC8b 深鉢 口唇：刻目、口縁：緩く外反、口縁～胴：粗い縄文(LR)、内面：粗い縄文(LR)、胎土：繊維含む IBla

366 nC8b 深鉢 口唇：刻目、口縁～胴：縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IBla

367 nC8b 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

368 nC8b 深鉢 太い縄文(LR、羽状縄文？)、胎土：繊維含む IA1

369 nC8b 深鉢 縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

370 nC8b 深鉢 縄文(L)、胎土：繊維含む IC2

371 nC10a 深鉢 口唇：刻目、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む IB1a

372 mB1d 深鉢 口唇：指頭圧痕、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IB1b

373 mB1d 深鉢 縄文(LR)+結節十ループ文(RL)、内面：ナデ、胎土：長石十繊維含む nA4

374 mB19 深鉢 羽状縄文(RL、LR、0段多条、非結束)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維含む nA6

375 mB19 深鉢 羽状縄文(RL、LR、非結束)、胎土：繊維十長石含む nA6

376 mB1h 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

377 ⅢB1h 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維十長石含む IA2
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378 mB6a 深鉢 底部：ナデ、縄文（LR？)、胎士：繊維含む nA6

379 mClb 深鉢 口唇：刻目十刺突、口縁：下部に二次加工による孔、粗い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IBlad

380 mClb 深鉢 太い縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA1

381 mC2c 深鉢 口唇：指頭圧痕、太い縄文(LR)、内面：太い縄文(LR)、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IB1b

382 mC2c 深鉢 口唇：刺突、縄文(RL)、内面：指頭によるナデ、胎士：繊維含む IB1d

383 mC2c 深鉢 口唇：刺突、刺突？＋刻線文？＋粗い縄文(LR)、内面：ナデ、胎士：繊維含む IBld

384 mC2c 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維十長石含む IA2

385 mC2c 深鉢 口縁部：沈線、太い縄文(RL)、内面：ナデ＋成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA1

386 mC2c 深鉢 口唇：指頭圧痕、太い縄文(RL)、内面：太い縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IBlb

387 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維十長石含む IA1

388 mC2c 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

389 mC2c 深鉢 太い縄文(RL+LR)、胎土：繊維含む IA1

390 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維十長石含む IA2

391 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む IA2

392 mC2c 深鉢 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む IA2

393 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維十長石含む IA2

394 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：ナデ、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA2

395 mC2c 深鉢 組縄縄文(RL) 所謂「ピッチリ縄文｣、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む nA5

396 mC2c 深鉢 太い縄文(RL)、胎士：繊維含む IAl

397 mC2c 深鉢 縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IA2

398 mC2c 深鉢 縄文(LR)、内面：成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA2

399 mC2c 深鉢 縄文(L)、胎土：繊維十長石含む IC2

400 mC2c 深鉢 縄文(R)、内面：ナデ、胎士：繊維十長石含む IC2

401 mC2c 深鉢 葺瓦状撚糸文(L)、胎土：繊維十長石含む nB3

402 mC2c 深鉢 縄文(R)、内面：丁寧なナデ、胎土：繊維十長石含む IC2

403 mC2c 深鉢 縄文(R)、胎土：繊維含む IC2

404 mC2d 深鉢 口唇：刻目、太い縄文(L)、内面：ナデ、胎土：繊維含む IB1a

405 mC4a 深鉢 口唇：刺突、太い縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む IB1d

406 mC4c 深鉢 縄文(LR、0段多条)、胎士：繊維十長石含む nA6

407 mC6a 深鉢 粗い縄文(LR)、内面：ナデ、成形指頭圧痕残る、胎士：繊維含む IA2
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408 2号住居 有孔士製円盤 中央に二次成形による孔、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維含む γ

409 5号住居 有孔土製円盤 中央に二次成形による孔、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む γ

410 6号士坑 有孔土製円盤 器面：丁寧な研磨、内外面：縄文(RL)、胎土：繊維含む、417･419に酷似、加工用の裁断痕、窪み（孔):未製品 a

411 7号土坑 有孔土製円盤 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維含む、二次加工による孔 γ

412 8号住居 有孔土製円盤 中央に二次成形による孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む γ

413 10号住居 有孔土製円盤 中央に二次加工による孔、浅い沈線十孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む、器面に丁寧な研磨 E

414 13号住居 有孔土製円盤 中央に孔、縄文(RL)、内面：成形指頭圧痕残る、胎土：繊維十長石含む E

415 13号住居 有孔土製円盤 中央に孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎士：繊維含む E

416 14号住居 有孔土製円盤 中央に二次加工による窪み（孔)、縄文(LR)、内面：ナデ、胎土：繊維含む：未製品 γ

417 15号土坑 有孔土製円盤 器面：丁寧な研磨、縄文(RL)、二次加工による孔、胎土：繊維含む、410.419に酷似 a

418 19号士坑 有孔土製円盤 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、胎土：繊維十長石多量に含む、二次加工による窪み（孔)、未製品 β

419 IA3i 有孔土製円盤 器面：丁寧な研磨、中心に二次加工による孔、内外面：縄文(RL)、胎士：繊維含む、410．417と酷似 a

420 nBlc 有孔土製円盤 器面：丁寧な研磨、中心に二次加工による窪み(孔)、内外面：縄文(RL)、胎士：繊維含む、418.421と胎土酷似、未製品 β

421 nB2i 有孔土製円盤 二次加工による孔、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎土：繊維十長石含む β

422 nB4c 有孔土製円盤 縄文(LR)、内面：縄文(LR)、中央に二次加工による窪み（孔)、胎土：長石十繊維含む、419に酷似、未製品 a

423 nB59 有孔土製円盤 二次加工による孔、縄文(RL)、内面：縄文(RL)、成形指頭圧痕残る、胎土：繊維含む 6

424 nB6d 有孔土製円盤 器面：丁寧な研磨、縄文(RL)、孔は二次加工による、胎土：繊維含む、410･417.419に酷似 a

425 nB6d 有孔土製円盤 縄文(RL)、内面：縄文(RL)、二次加工による孔、胎土：繊維含む γ

426 mC2c 有孔土製円盤 二次加工による孔、縄文(LR)、内面：縄文(LR)、胎士：繊維含む 6
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427 1号住居1層 石鍛 <2.0〉 1.9 0.3 <0.6〉 頁岩 北上山地 nB2

428 1号住居2層 石鍼 2.4 0.9 0.5 0.8 頁岩 北上山地 nC2

429 1号住居 石鑛 1.7 1.5 0.4 1.8 頁岩 北上山地 nB2

430 1号住居1層 石匙 4.7 4.5 0．8 12.4 頁岩 北上山地 IA2

431 1号住居 石匙 6.4 2.6 1.2 14.9 頁岩 北上山地 nB2+3

432 1号住居 磨石 7.9 2.2 2.7 63.6 瑞岩 北上山地

433 2号住居2層 石匙？ 4.7 3.0 0.8 1.5 頁岩 北上山地 ⅢB－

434 2号住居埋土上層 石匙 3.1 5.1 0.8 8.5 頁岩 北上山地 mB4

435 2号住居 磨石 9.2 5.3 5.5 451.5 ホルンフェルス 北上山地

436 2号住居2層 不定形石器 5.0 2.9 1.4 23.3 頁岩 北上山地

437 3号住居1層 石匙 4.9 1.7 0.9 6.8 頁岩 北上山地 nA4

438 3号住居 磨石 14.6 6.4 671.7 斑岩 北上山地

439 3号住居 磨石 14.2 4.2 4.0 360.8 玲岩 北上山地

440 3号住居3層 不定形石器 3.9 2.7 1.1 9.4 頁岩 北上山地

441 4号住居 尖頭器？ <2.2〉 1.1 0.3 <0.3> 頁岩 北上山地 ID1

442 4号住居P5 ﾌﾞ ﾚｰｸ(剛 4.1 6.1 1.2 50.2 頁岩 北上山地

443 4号住居P5 ﾌﾞ ﾚｰｸ(剛 4.5 4.3 0.9 28.9 頁岩 北上山地

444 5号住居 石鍼 3.2 1.2 0.4 1.2 頁岩 北上山地 nB1

445 5号住居 石鑛 3.6 1.1 0.5 1.5 頁岩 北上山地 ID1

446 5号住居P14 不定形石器 <4.0〉 3.7 1.0 <14.7〉 頁岩 北上山地

447 7号住居1層 石箆 5‘6 3.1 1.0 23.5 頁岩 北上山地

448 7号住居 石箆 7.7 3.5 2.1 73.2 頁岩 北上山地

449 7号住居 磨石 16．0 5.3 2.6 35.1 ホルンフェルス 北上山地

450 8号住居P3 尖頭器？ 3.6 1.9 1.2 5.6 頁岩 北上山地 ID1

451 9号住居 石箆 <6.0〉 4.1 0.9 43.8 頁岩 北上山地

452 9号住居埋士中 石箆 6.9 5.1 1.4 40.0 頁岩 北上山地

453 9号住居3層 磨製石斧 <5.8〉 4.2 1.6 <62.0〉 頁岩 北上山地

454 10号住居 石匙 5.9 4.6 0.7 15.5 頁岩 北上山地 -B2

455 10号住居埋土中 石匙 2.9 7.7 1.0 17.6 頁岩 北上山地 mA4

456 10号住居 石箆 7.6 4.0 1.3 39.9 頁岩 北上山地

457 10号住居2層 石箆 9.2 3.3 2.0 79.4 頁岩 北上山地

458 10号住居 磨石 10.4 7.1 3.8 308.7 流紋岩 北上山地

459 10号住居 凹石 10.2 7.1 626.7 玲岩 北上山地

460 10号住居2層 不定形石器 4.1 2.7 0.8 6.0 頁岩 北上山地

461 11号住居 石匙 5.9 2.3 0.5 8.0 頁岩 北上山地 -B2

462 ll号住居埋土中 石箆 7.5 4.4 1.2 35.2 頁岩 北上山地

463 12号住居埋土中 尖頭器 4.9 1.2 0.5 2.5 頁岩 北上山地 ID1

464 12号住居 磨石 10.0 9.7 793 ホルンフェルス 北上山地

465 14号住居P1 石皿 29.1 25.9 0.6 6220 凝灰岩 帷舶棚0舳糊？

466 15号住居埋土中 石匙 5.2 1.8 0.7 6.3 頁岩 北上山地 nA1(4

467 15号住居 磨石 13.5 6.3 2.2 295.5 ホルンフェルス 北上山地



は残存値

－147－

遺物No. 出土地点 器 種 長さ
古
田叩 厚さ 重量(9) 石 質 産 地 分類

468 15号住居 磨石 14.2 5.4 2.3 248.5 ホルンフェルス 北上山地

469 15号住居 擦石 12.5 3.4 2.4 164.8 石英安山岩 北上山地

470 5号焼土 不定形石器 4.1 2.2 1.0 6.8 頁岩 北上山地

471 7号土坑検出面 石Ⅲ 流紋岩 北上山地

472 8号土坑 磨石 7.8 5.0 3.2 121.2 ホルンフェルス 北上山地

473 20号土坑1層 石匙 4.8 1.3 0.5 2.8 頁岩 北上山地 nA4

474 25号土坑 石匙 4.7 1.6 0.8 4.0 頁岩 北上山地 nA4

475 25号土坑1層 不定形石器 4.0 1.8 0.6 4.6 頁岩 北上山地

476 28号土坑 石箆 6.6 2.7 1.1 29.3 頁岩 北上山地

477 28号士坑埋土中 石Ⅲ 18.9 25.7 7.0 3872.8 花崗閃緑岩 北上山地

478 30号土坑 磨石 17.9 7.0 5.5 1093.7 ホルンフェルス 北上山地

479 32号土坑1層 石匙 <6.0> 1.8 0.7 <11.0〉 頁岩 北上山地 nB1+3

480 32号士坑 磨石 8.9 5.2 2.5 204.7 玲岩 北上山地

481 32号士坑 不定形石器 <4.2〉 3.8 0.7 <12.7〉 頁岩 北上山地

482 37号土坑埋土中 石皿 <15.0> <11.0> <4.7〉 安山岩 奥羽山脈

483 40号土坑埋十卜層 石皿 34.5 22.0 8.4 10400 頁岩 北上山地

484 40号土坑埋土上層 石皿 52.0 25.5 10.6 20020 アプライト 遠野岩体

485 P256 不定形石器 <3.1〉 3.4 1.1 <9.0〉 頁岩 北上山地

486 IA- 尖頭器？ <2.7〉 <1.5〉 0.6 <1.8〉 頁岩 北上山地 ID1

487 IA- 石匙 5.5 2.8 0.7 7.1 頁岩 北上山地 nB4

488 IA- 不定形石器 7.8 4 1.7 50.5 頁岩 北上山地

489 IA10f 不定形石器 3.7 2.4 0.7 5.8 頁岩 北上山地

490 IA8d 打製石斧 18.8 5.6 2.3 344.6 ホルンフェルス 北上山地

491 IA9i 石鑛 2.4 1.7 0.4 1.1 頁岩 北上山地 nC2

492 IB10e 不定形石器 6.4 3.4 1.3 24.7 頁岩 北上山地

493 IB109 石鍛 1.9 1.6 0.4 0.6 頁岩 北上山地 nC2

494 IB109 石匙 <2.7〉 1.8 0.6 <3.2〉 頁岩 北上山地 nB4

495 IB8a 石鑑 2.2 1.4 0.4 0.9 頁岩 北上山地 nB2

496 IB8a 尖頭器 5.8 1.4 0.9 5.8 頁岩 北上山地 ID1

497 ⅡA一 石匙 3.6 <4.1〉 0.9 <8.4〉 頁岩 北上山地 IA4

498 ⅡA－ 石匙 5.0 1.7 0.7 5.0 頁岩 北上山地 nB2+3

499 ⅡA－ 不定形石器 6.8 7.5 1.0 75.2 頁岩 北上山地

500 nB10f 石鍼 2.3 1.6 0.4 1.6 頁岩 北上山地 nB1

501 nBla 石皿 45.0 26.8 16.7 17.9 花崗閃緑岩 北上山地

502 nB1c 不定形石器 4.1 2.4 0．6 6.5 頁岩 北上山地

503 nB19 石鍼 2.6 0.9 0.3 0.5 頁岩 北上山地 ID1

504 nB19 石匙 2.5 6.0 0.6 4.5 頁岩 北上山地 IB2

505 nB2e 石匙 3.9 1.8 0.7 5.0 頁岩 北上山地 nB2+3

506 nB2j 石匙？ <4.3〉 2.1 1.0 <5.8〉 頁岩 北上山地 -A4

507 nB49 磨石 11.7 9.0 4.9 725.6 ホルンフェルス 北上山地

508 nB4h 石匙 5.8 3.6 1.1 21.4 頁岩 北上山地 nA2
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509 nB4i 石鍼 3.1 1.1 0.3 1.0 頁岩 北上山地 ID1

510 nB4i 石鍼 2.9 1.1 0．4 1.2 頁岩 北上山地 ID1

511 nB4i 石鍼 2.9 1.4 0.4 1.3 頁岩 北上山地 nB1

512 nB4 』 石匙 3.0 4.5 1.0 7.9 頁岩 北上山地 IA1+2

513 nB5c 石匙 <4.7〉 2.0 0.8 <6.5〉 頁岩 北上山地 nB1?+2

514 nB5i 石匙 2.8 4.7 0.5 4.5 頁岩 北上山地 IB2

515 nB6d 磨石 10.6 6.3 2.8 260.8 ホルンフェルス 北上山地

516 nB6e 石匙 <3.5〉 1.6 0.6 <3.1> 頁岩 北上山地 nB4

517 nB6e 石匙？ <1.7〉 1.8 0.8 <1.8〉 頁岩 北上山地 -B2

518 nB8i 磨製石斧 10.9 5.7 2.7 259.5 砂岩 北上山地

519 nB9i 磨石 11.0 9.5 4.4 717.4 花崗閃緑岩 北上山地

520 nB9j 石匙 6.7 1.5 0.7 7.4 頁岩 北上山地 ⅡB

521 HC10a 磨石 <6.2〉 7.8 6.8 <463.8〉 凝灰岩 北上山地

522 nC7b 不定形石器 6.1 2.6 0.8 11.7 頁岩 北上山地

523 mBl9 尖頭器？ <2.8〉 1.1 0.5 <1.5〉 頁岩 北上山地 ID1

524 mBlh 石鑛 2.1 1.1 0.6 1.1 頁岩 北上山地 nB2

525 mB29 石鑛 3.5 1.1 0.4 1.2 頁岩 北上山地 ID1

526 mB5j ナイフ型石器 8.6 2.2 0.8 11.3 頁岩 北上山地

527 mCla 石匙 7.1 2.0 0.9 14.0 頁岩 北上山地 nB4

528 mC1b 石鑪 2.2 1.6 0.5 0.7 頁岩 北上山地 nB2

529 mClb 尖頭器 4.3 1.1 0.4 1.9 頁岩 北上山地 ID1

530 mC1b 石匙？ 2.9 1.8 0.9 4.0 頁岩 北上山地 -B2+3

531 mC1b 不定形石器 5.2 3.5 1.6 24.6 頁岩 北上山地

532 mC2c 石匙 4.0 5.3 0．9 13.7 頁岩 北上山地 IA2+3

533 mC4b 石皿 29.3 22.1 7.7 6500 花崗閃緑岩 北上山地

534 mC4d 石Ⅱ 27.7 24.9 7.1 6400 花崗閃緑岩 北上山地

535 mC4e 磨製石斧 <13.1〉 6.5 3.3 <484.7〉 玲岩 北上山地

536 mC5a 石鍼 3.5 1.1 0.4 1.7 頁岩 北上山地 ID1

537 mC5a 石鍼 3.7 1.6 0.4 2.6 頁岩 北上山地 nB1

538 mC5a 尖頭器 <5.6〉 2.8 1.2 <21.8〉 頁岩 北上山地 ID1

539 mC5c 磨石 560.2 玲岩 北上山地

540 mC5c 磨石 12.9 7.7 5.8 624.4 砂岩 北上山地

541 mC6a 石匙 3.4 2.3 0.5 3.6 頁岩 北上山地 nB2

542 mC6b 石箆 <4.0〉 3.2 l.0 <16.2〉 頁岩 北上山地 タール付着

543 mC8a 不定形石器 2.5 2.0 0.7 4.0 頁岩 北上山地

遺物No 出土地点 器種 部位 釉 調 胎 士 産地 時代

544 nB5a Ⅱ 口縁 灰白色 灰白色 肥前 19C



V、まとめ

今回の調査で検出された主な遺構は、縄文時代の竪穴住居跡15棟、焼土遺構13基、土坑類43基、柱穴列2

基、陥し穴状遺構1基、古代～中世の堀跡1条である。後期旧石器時代のナイフ型石器や縄文時代草創期の

打製石斧も検出されたが、これらの時代の遺構は検出されなかった。

調査区は、南東から北西に向かい緩やかに傾斜しているため調査区南端部は開田時に激しい削平を受け遺

構の壁面等の消失が著しい。特に最南端部は、耕作士直下に地山が露呈しており15号住居跡や14号住居跡の

残存状況は不良であったが、遺構の残存状況にかかわらず第Ⅳ～v層での検出は比較的容易であった。

基本層序第Ⅲa層が遺跡の最上検出面となったが、この層は調査区の北端部においても削平を受けている

ため層厚は不明である。従ってこの層から本来検出されるべき遺構が開田により消失あるいはその殆どが失

われ、遺物のみが遺構外から出土している可能性も多分に考えられる。本項においては、この点についても

遺物の出土量等から言及すると共に、遺構と遺物について若干の考察を加えまとめとしたい。

遺構1

(1) 竪穴住居跡

住居跡を出土した遺物から時期を推定すると、早期末葉12棟（表裏縄文系土器)、前期前葉1棟（大木2a

式：葺瓦状撚糸文、網目状撚糸文、羽状縄文系土器）が検出され、遺跡は早期末葉～前期前葉を中心とする

集落跡であることが明らかとなった。明確な炉跡が検出された住居は6号住居跡と13号住居跡の2棟のみで

ある。住居跡の周辺から検出された焼土遺構は近接する住居跡に伴う炉跡（屋外炉：地床炉）である可能性

が高いと考えられる。

4．15号住居跡の2棟は残存状況が不良で時期を特定できる遺物は出土していない。これらの周辺では羽

状縄文系土器が検出されており、規模や形状からこの2棟は前期前葉の遺構であると考えられる。

また、早期末葉の表裏縄文系土器が出土した住居跡の形状は概ね不整形であるが、羽状縄文系土器が検出

された住居跡は比較的整った隅丸方形に近い形状を示している。遺跡内では不整な楕円・円形から隅丸方形

や方形へという形状の変遷が表裏縄文系から大木1～2a式への土器変遷に対応するように思われる。

県内の早期末葉の表裏縄文系土器が検出された類例は本遺跡を含め7遺跡36棟である。これらの内検出状

況の良好なもの18棟を本遺跡の15棟を加え青森県の売場遺跡、長七谷地遺跡や赤御堂遺跡の5棟（赤御堂式、

早稲田5類期）を対比させたものが第91～93図である。

平面形は多種にわたり時期的な共通性は見られない。分類は炉（焼土）を床面中央付近に伴うTYPEIと

壁際に伴うTYPEⅡ、炉を伴わないTYPEⅢの3種に分類した。この時期の住居跡から本遺跡でも周溝は検

出されず、他の遺跡と同様の調査結果を得た。

県内の遺跡においては、炉と考えられる焼土が検出され住居跡は権現前遺跡で13.3%で他の遺跡は33.3%、

壁際に焼土が検出された住居は権現前遺跡が13.3％、他が5.6％と住居内で炉が検出されない例が圧倒的に

多く、住居周辺で検出された焼土は住居に伴う屋外炉の可能性は高い。壁際の焼土の詳細については焼失住

居等の可能性も考えられるが詳細は不明である。

柱穴の配置については休場4号住居跡、糀口1号住居跡が権現前5号住居跡の柱穴配置と類似しており、

これら2棟の住居跡も、テント形の上屋を持つ構造であると推定される（写真図版6参照)。また休場7号
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住居跡、尼坂A－1号住居跡、同C－1号住居跡、大渡野Ca56、同Cfl2号住居跡は、権現前6号住居跡、同

7号住居跡と同様の形状を持つものと考えられる。上屋は円錐～ピラミッド状と推定される。 5号住居跡は

壁柱穴の残存状況も良好で、該期の住居構造を研究する上で貴重な資料を得られたと考えられる。

今回の調査では遺跡の上部が攪乱を受け層位的な遺物の取り上げはできなかったため、遺構毎の分類結果

を第97図に示した。

これを見るとI群土器（早期末葉＝表裏縄文系）が検出された住居跡はⅡ群土器（前期前葉＝羽状縄文系）

が出土した住居跡あるいはこれと同期と考えられる住居跡に比して不整形でしかも規模が卑小なものが多く、

前期前葉と考えれられる住居跡は規模も比較的大型で隅丸方形に近いことが分かる。

遺構の大半からは表裏縄文系土器が出土しており、権現前遺跡は早期末葉～前期前葉の中でも特に早期末

葉～前期初頭を中心とした遺跡であると言えよう。
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これに対しⅡ群土器が出土している大木2a期の1号住居跡や15号住居跡は隅丸方形を基調とし住居のほぼ

中央に付属施設が構築されている。特に1号住居跡のテラス状の施設や北側に巡る周溝、壁の中場から検出

された柱穴の存在は他に比して本遺跡での大きな特徴といえる。壁中場から検出された柱穴の直径は約7cm

で、約40度の角度で壁面に構築されているため屋根材を支える垂木の跡と考えられる。屋根材は検出されな

かったものの床面には支柱となる4基の柱穴も1号住居跡、15号住居跡から検出され住居の構造が確認され

た（写真図版6参照)。支柱穴は87～90度で造られているため、僅かに内傾する構造を持っている。

1号住居跡の上屋の高さは推定ではあるが3mに達し、平面形も4.5×5.5mで、早期末葉と考えられる5

号住居の上屋（高さ約2m)の規模を大きく凌ぐ規模を持っている。

県内外の前期初頭～前期前葉（長七谷地Ⅲ群～大木2b期）の住居跡は上八木田Ⅱ遺跡で比較的まとまっ

て検出されていることから、上八木田Ⅱ遺跡の9棟に権現前の3棟や県内外の主な住居跡を比較したものを

第94～96図（大型住居を除く）に示した。

早期末葉の住居に不整な形状の住居跡が多いのに比べ一見して方形や楕円～長方形を基調とした整然とし

た形状の住居跡が多いことが読みとれる。

炉を伴うものと伴わないもの、壁際に柱穴が巡るものや検出されないもの、床面中央に一本柱の主柱穴を

持つもの、あるいは上屋構造に関係する柱穴を住居の周囲に持つものなど形態は多種にわたる。

権現前1号住居の北側では周溝が検出され、北側の周溝は千鶏8 ．9号住居跡でも検出されている。上八

木田ⅡⅨD8g-3号住居南西側にみられる溝状は周溝以外の遺構であることが述べられている（千葉: 1995)

ため、住居北側の周溝は地域的な特徴とも考えられる。

住居中央に1本柱を伴う住居跡は宮城県の今熊野遺跡に顕著にみられ、 3号・ 6号。21号。24号住居跡は

形状も完全な方形を示す。名取川を挟んだ三神峯遺跡3号住居跡と比較しても形状の違いは明瞭であり、遺

跡の大きな特徴であることが分かる。

1本柱を持つ住居跡は大木2b期の住居である中曽根Ⅱ遺跡の150号住居跡にもみられる。

これらの住居の上屋は、中心の支柱に垂木を組み上げるピラミッド形の構造と推定される。今熊野遺跡の

住居はこれに該当している。権現前1号住居跡等は円錐形とピラミッド（四角錐）形の中間を示していると

も考えられる。

三神峯3号住居跡では住居上屋に係わる柱穴が検出されている（岩淵・佐藤:1980）が、権現前5号住居

跡でも住居周辺から検出されたP8が復元の結果（写真図版42参照)、上屋を支える柱穴であったことと合

致している。

また、権現前1号住居や千鶏第8号・ 9号住居跡で検出された住居内の周溝は、県内の表裏縄文期の住居

跡にはみられず県内前期初頭～前葉の住居跡の特徴と考えられる。

早期末葉に続く前期初頭の長七谷地Ⅲ群期と考えられる売場遺跡3号住居跡や8号住居跡、長七谷地8号

遺跡2号住居の形状は不整で、早期末葉住居跡の形状に近い形状を持っており、これまでの編年（第28表参

照）からも長七谷地Ⅲ群の位置づけに合致している。
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(2) 柱穴列・焼土遺構

2基の柱穴列は、ほぼ並行して検出され、方向はE-13～15.-Nである。この2基を建物跡と推定した場

合、これらは長軸の壁に伴うものと考えられるが、短軸方向の柱穴が検出されなかったために、調査段階で

柱穴列として登録したものである。柱穴列が検出されたⅡB9e～ⅢC7aグリッドは数面の遺構検出面と遺物

を包含する黒褐色土層が攪乱を免れて残存した区域である。

周辺から検出された数基の焼土遺構の方向と柱穴列の方向は合致せず、焼土との関係からは柱穴列が前期

初頭の大型住居である明確な確証は得られなかった。

第98．99図と第101図には遺構外で検出された土器と、石器・フレイク類の出土量をグリッド毎に示した。

遺物の出土状況からは柱穴列間に集中した遺物の出土は見られず、前述の焼土との関連性からも柱穴列が建

物跡である可能性は低い。このため完全には並行してはいないが2基の柱穴列は、堀跡に共伴する遺構と考

えられ、古代以降、特に中世の柵列である可能性が高いと思われる。

また、検出された焼土遺構は、床面から炉跡が検出されていない住居跡の屋外炉（地床炉）か、あるいは

削平された上層の縄文時代前期中葉以降の遺構である可能性も考えられる。

(3) 土坑

土坑は44基を検出した。この内の1基は14号住居跡に伴う土坑として扱い、その他住居跡に近接して検出

されたが時期が不明な土坑43基は単独の土坑として登録した。

これらの士坑の内9 ．22．23．26．27号土坑の5基が柱穴を伴って検出され上屋を持つ士坑であることが

判明した。壁の中場や床面中央、上場の周辺から柱穴は検出され、検出状況の良好な22号土坑と27号土坑に

ついては上屋の復元を試みた（写真図版34．35参照)。22号土坑は円錐形の上屋を持ち、27号士坑は垂直に

立ち上がる柱穴を伴っている。

また、 6号土坑から28号士坑までの土坑群と1号住居跡から7号土坑・ 4号住居跡。33～30号土坑の配置

は明らかに弧状を呈し、土坑や住居跡が環状帯を成すものと推定される。これらのことからこの時代にも何

らかの意図をもった土地利用が成されていたものと考えられる。この点については4項で言及する。

円盤状士製品の出土状況（第100図）から、6号土坑と15号土坑、19号土坑と20号土坑、 7号土坑と2 ．8．

11．14号住居跡がそれぞれ同時期の遺構である。

15号土坑は、形状が小判形であることや副葬品と思われる丁寧に研磨された土玉状の有孔円盤（141）が

出土していることから墓塘と考えられる。同様の形状や人為堆積を呈する土坑は11．12．29号土坑と4号住

居跡のP3の4基がある。これらの長軸の軸線は斉一性に欠け、一定の区画に墓壊群を形成していた事実は

考えにくい。しかし、円形の土坑が連鎖しながら墓壊群を形成した類例は仏沢Ⅲ遺跡（高橋他：1987）にみ

られる。仏沢Ⅲには配石や焼土が士坑群の周辺で検出され、権現前遺跡においても点在する焼土や小型の配

石も検出されていることから、これらの一連の土坑が墓壊群である可能性も考えられる。
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2．遺物

遺物は、コンテナで土器7箱、石器類が3箱出土している。概観して土器は、縄文時代早期末葉の表裏縄

文系土器(I群土器）と前期前葉の羽状縄文系土器が大半を占める。これらに共伴する沈線文系土器や網目

状、木目状撚糸文士器等は全体の1割に満たない出土量である。また、攪乱層から草創期の打製石斧、その

直下から後期旧石器時代のナイフ型石器が出土したがいずれも1点のみで、確認調査でも2点以外の遺物は

検出されず、調査区は縄文時代早期末葉から前期初頭の集落跡であることが明らかとなった。

また、今回の調査で遺物検出に共通することは、検出面や埋土中に遺物が集中し住居床面からは遺物が検

出されないものがほとんどであった。同様の例は宮城県仙台市の三上峯遣跡や名取市の今熊野遺跡でも見受

けられる（丹羽茂：1986)。

出土した土器のうち器形の分かるものと文様の明確な土器集成図を第103図から第110図に、また有孔円盤

状土製品と石鑛・尖頭器についても同様に第111図に示している。

(1) 土器

分類にあたっては、縄文時代早期末葉と考えられる土器群をI群、前期前葉の大木1～2a期の土器群をⅡ

群、その他をⅢ群土器とし、これに編年の指標となりうる文様や装飾により中・小の細分を行っている。

I群土器とⅡ群土器はほぼ同じ層位から出土している。従って遺物の層位的取り上げ、分類はできなかっ

た。このため分類は遺構を中心にして行った。また、遺構外の出土状況は第98．99図に分類に従って示した。

I群土器（土器集成図1～6）

I群土器は縄文時代早期末葉と考えられる表裏縄文系土器である。東北地方の所謂縄文一縄文土器群であ

る。器厚は痩薄で縄文は粗いものが多く密な施文が施されるものは少ない。また内面の施文も粗であるもの

が殆どである。また、指頭押圧痕が内面全体に顕著に残るものも多い｡C類土器片は6号のP2 ．11号。13

号。14号住居跡。37号土坑でA類の土器片と共伴して検出されている。

I群土器の多くがA類に分類される。縄文原体により、縄文原体が太いものA1類(集成図1～14)とその

他の2種に分類した。A2類のなかで密な縄文を持つもの（集成図30～36)は少なく、このグループ°でも分

類が可能と思われる。これらの文様は崎山弁天遺跡I群土器に、A1類に該当する太い原体（崎山弁天図12-

③・図19-⑨～⑪）や粗な施文（同図12-⑥。13－③｡17-③。⑤）の類例がみられる。

これらの特徴は、住田町小松I遺跡(H12･13度調査)や小松洞穴(4層以下）の表裏縄文系土器には密

な施文がなされていることとは顕著な違いを示すが、土器の形状や装飾性に乏しい低い点（相原淳一：1990）

では共通している。

A類…口縁部に文様帯を持たないもの

1…太い原体 2．．．その他 ①…沈線文を持つもの

B類…口縁部に文様帯を持つもの

1…隆帯を持たないもの(a…刻目、b…指頭押圧痕、c…縄文、d…刺突、e…その他）

2…隆帯を持つもの(a…刺突、b…縄文） ①…沈線文を持つもの

C類…無節の縄文を持つもの 1…口縁部に文様帯を持つもの 2…その他
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A類の大部分は胴部片で占められているため本来A類の殆どはB類の体部片であると考えられる。

I群の全ての土器片に繊維が含まれるが、Ⅱ群土器に見られる様な多量の繊維を含む土器や、長石を含む

ものは殆どみられない。

また、器形を把握できるものは59．69．88．371の4点のみである。いずれも口縁部が緩やかに開く尖底の

深鉢である。特に59は、形状と装飾文様の点で大船渡市の関谷洞穴遺跡第8層出土の土器と酷似しており、

本遺跡のI群土器はほぼこれに時期を同じにする遺物である可能性が十分に考えられる。形状は底部から口

縁にかけて一様に緩やかに立ち上がる播鉢形で、装飾性は乏しい。胴部が立ち上がる八戸市の赤御堂遺跡出

土の表裏縄文土器や砲弾形の土器とは形状を異にしている。原体には小松洞穴3群や赤御堂と同様に単節の

0段多条のもの集成図93（78）も含まれる。

B類は口縁部片を主体としたI群で隆帯の有無により細分し、更に刻目や指頭による圧痕、縄文、刺突の

有無により分類を行った。

Bla類（集成図71～94)の刻目は、箆状の工具により文様が施されている。今回の調査では指頭圧痕を

施されたBlb類（同95～104)が最も多くみられる。B1c類は口唇部に縄文が施された一群である。集成

図107(326)は、口唇部に縄文圧痕と指頭圧痕を持つ希少な土器片である。同104(364)は、内面に比較的密な

施文を伴う特徴を持っている。

Bld類（集成図110～116)は、刺突を施す工具により更に分類が可能と思われるが、竹管による刺突は

隆帯に施されたB2類の集成図129(110)の1点のみが出土している。

B1類の中で明瞭な沈線文①を持つものは集成図108．118．124．125･127の5点で、同118には二重の刻

線で山形に引かれた沈線文が施されており、赤御堂の新段階に相当するものと考えられる。

B2類に含まれる土器は129(110)と1点で、14は口縁部に規則的な竹管による刺突を持つ隆帯を持つ。

これは同関谷洞穴遺跡第8層出土の尖底表裏縄文土器が持つ隆帯に施された縄文圧痕のバリエーション的な

ものと考えられる。また、同時期の前述411は、口唇部に縄文が施文されるBlc類に該当する。

器面に無節の地文を持つC類の集成図130(194)は、口縁が外反し刻目を持つ深鉢である。C2類の土器

片はこの同130と同様の形状の土器片である可能性が高い。また、同132（131）は内面にも外面と同様の施

文がなされている土器片である。同130に類似する土器は八戸市長七谷地2遺跡31号土坑から表裏縄文と共

伴関係にある。

住田町にある小松I遺跡の表裏縄文は第Ⅶ層から出土しており、現段階では関谷洞穴第8層に並行し（吉

田：2001整理中）小松洞穴のI群（～7層）もこれに並行する（日下和寿：2000）とされるため、施文の差

異は地域的な現象とも考えられる。

以上権現前I群土器は、関谷洞穴第8層から小松洞穴I～Ⅲ群、崎山弁天遺跡I群にほぼ並行するものと

考えられるが、無節の縄文土器との共伴関係から存続時期は更に降る可能性も考えられる。

Ⅱ群土器（土器集成図6～9）

羽状縄文系土器とこれに共伴すると考えられる前期初頭から前期前葉に相当する土器をⅡ群とした。大木

1～2a式にあたる縄文時代前期初頭の主な土器である。大木2b式に含まれるS字連鎖沈文は皆無で、口縁部

の綾絡文（不整撚糸文）と胴部に非結束の羽状縄文を伴うもの、網目状・木目状・葺瓦状撚糸文を持つ土器

片が出土している。大木1式に見られるループ文（権現前Ⅱ群A4類）は373の1点のみで他の文様に比し

て極端に少ない。
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また器面を丁寧にナデられた上底の平底を持つ248や上げ底気味の44,47,227も出土しているが、いずれ

も底部には施文されることなく丁寧なナデが施されている。同様の平底土器に胴部と同じ施文がみられ（興

野:1967）大木1式とは異なる特徴を示し、これらはより大木2a段階により近い1式の終末期の土器と思われ
る。

大木2式にはループ文が存在しない（興野:1967）とされているが、三神峯遺跡では2a式にループ文を伴

う羽状縄文が確認されている（岩渕: 1980)ため、373は大木2a式である可能性も高い。羽状縄文について

も三神峯遺跡と同様に、2a期に結束のある羽状縄文が増加する（興野: 1967)という傾向は権現前遺跡でも

みられない。この点については仙台湾周辺域との地域的な差とも考えられよう。

以上権現前Ⅱ群土器はほぼ大木1式の終わりから2a式の段階に相当し、最終段階は三神峯遺跡第2a層に

ほぼ並行するものと考えられる。

本調査区内の集落が大木2a式期で終焉を迎え、遠野市教育委員会により発掘調査が行われた新田Ⅱ遺跡

の始まりが大木2b式という点も大変興味深く今後の発掘調査の成果を期待したい。

Ⅱ群土器の中、小分類は以下の様に表記した。

A類…羽状縄文系土器 1

4

B類…撚糸文を持つもの 1

口縁部に綾絡文を持つもの 2…菱形文を持つもの

ループ文を持つもの 5…組縄縄文を持つもの 6

網目状撚糸文を持っもの 2…木目状撚糸文を持つもの

3…押引き沈線文を持つもの

その他

3…葺瓦状撚糸文を持つもの

口縁部に綾絡文を持つA類1 （集成図150～184）は、本遺跡で最も顕著に見られる土器である。これらは

宮古市の崎山貝塚遺跡の第Ⅱc-b層群（呼称：相原）で出土している。この様な口縁部に綾絡文を持つ土器

は三神峰遺跡の調査から大木の2a期にまで降ることが確認されている（岩渕: 1980)。

大木1式の後半に現れる器面全体に綾絡文をもつと考えられる土器集成図185（227）も出土している。

口縁部に綾絡文を持つものは顕著に見られ、無節の縄文による綾絡文も混じる。

A1類の特徴である綾絡文は一様ではなく、綾絡文に不整なもの、整然としたもの、さらにB3類の葺瓦

状により近いものも見られる。大木2a期に葺瓦状撚糸文が現れる（興野: 1967)ことを見れば、本遺跡では

ループ文→ループ崩れの綾絡文→不整な綾絡文（口縁）→整然な綾絡文→葺瓦状の綾絡文→器面全体への葺

瓦状撚糸文という変遷が推定される（第110図下参照)。これは大木2b式のS字状連鎖沈文への過渡的様相

を示すものと思われる。この点についての類例は、上八木田I遺跡Ⅱ群3類aにもみられ、同様の指摘（千

葉孝雄：1995）がなされている。

また、整然とした綾絡文は崎山弁天遺跡第Ⅱ群1類図37-⑦にみられ、権現前Ⅱ群A類は崎山弁天遺跡第

Ⅱ群第1類（図37①～⑦）にほぼ並行する土器群と考えられる。

A5類の組縄縄文（集成図190．191)所謂「ピッチリ縄文」は、出土数は僅かである。この組縄縄文の使

用時期については宇賀崎貝塚下層から大木2a期（高橋亜: 1992)までが指摘されている。本遺跡においても

組縄縄文は大木2a期の遺構と共伴しており、これに合致している。これは、千鶏遺跡Ⅲ群B類、即ち千鶏

Ⅱ式に並行するものと考えられる。

A6類に含まれる集成図214(195)の口唇部には縄文が施文され、口縁上部には3本の平行沈線も施され

ている。A6類も大木2a式に相当し、宮古市の千鶏第Ⅳ群B類a(3)に並行するものと考えられる。

遺物の出土層位は、攪乱層の第Ⅱ層出土のものを除外すれば基本層序第Ⅲa～b層から出土しており、 I
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群土器とⅡ群土器の明確な出土層位の差は認められず、表裏縄文期と大木1式を繋ぐ上川名式等の土器も全

く検出されていない。従って権現前遺跡のI群土器（表裏縄文系土器）が編年上Ⅱ群土器（大木1～2a)

にどの様な形で連続するのか、あるいは時間的空白を挟んで後者に繋がるものなのかについては明確な資料

が得られなかったため断言することができないが、 3で示すように、想定した環状帯の中には表裏縄文系土

器とⅡ群土器が出土している遺構が混在する環状帯もあり、両者が時間的に本遺跡では接近する可能性を残

している。これによりI群土器が編年上前期初頭（長七谷地Ⅲ群）まで降る可能性があると思われる。この

点に関しては周辺の今後の調査により明らかになるものと期待したい。また、第26表には権現前遺跡1 ．Ⅱ

群土器と県内の早期後葉から前期前葉の主な遺跡を「縄文時代早期後葉から前期前葉にかけての土器編年

(相原淳一：1990)」に対比した編年を示した。

第28表権現前遺跡1 ．Ⅱ群土器と東北地方出土土器との比較表

※小松I (吉田)、新田Ⅱ（佐藤）は平成13年3月段階で整理中の遺跡である。
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赤御堂・唐貝地貝層 休場

早稲田第5類関谷第7層梨木畑式

表館第X群 （田柄下層）吉田浜上層
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■

■

■

■

■
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■
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ラインBは1号住居跡・ 7号土坑・ 3号住居跡・ 5号土坑からAラインを通り4号住居跡。33号土坑．32

号土坑を通り15号住居跡に至る環状帯である。

1号住居跡は調査区内で最も新しい時期である大木2a期の遺構で、33号士坑もほぼこれと時期を同じにす

るものと考えられる。また、 4号住居跡・15号住居跡も検出状況や形状から1号住居跡と同時期の可能性が

高いと考えられる遺構である。従ってラインBは縄文時代前期初頭～前葉段階のものと推定されるが、この

環状帯の中にはI群土器が出土した3号住居跡や30～32号土坑が含まれ、 I群とⅡ群が混在するラインとな

る。

この場合の「広場」は調査区のIA8e～ⅡB10dグリッドの西方向となる。この空白域の中でIB9g~

nB4bでは他に比して大量のチップ類も検出されている（第101図)｡

想定されるBの環状帯が成立すれば、大木1～2a式土器と表裏縄文系土器が遺跡内において時間的に接近

する可能性もありうるが、偶発的に環状帯上Bに大木2a期の住居が構築された可能性もあり詳細は不明で

ある。この点については調査区周辺の詳細な発掘調査報告を待ちたい。

ラインCもI群土器が検出されている遺構群で、11号土坑・14号士坑から5号・ 6号・ 7号・ 9号住居跡

を繋ぐラインである。ラインCは8号住居跡と9号住居跡の重複関係や有孔円盤状土製品の出土状況から想

定したもので、遺構配置図で見る限り環状帯A・Bに比して不明瞭である。これについては環状帯にならず

単なる遺構の集中区の可能性も考えられる。

環状集落の構造については紫波町の西田遺跡（佐々木勝他: 1980)が余りにも有名であるが、A～Cの環

状帯のいずれが成立する場合であっても、権現前遺跡で墓擴の可能性を持つ土坑（11．12．15．29）の長軸

方向はランダムで斉一性に欠けている点等などから、西田遺跡に見られる重層的な構造を持つものとは言え

ず、その萌芽的様相が窺われるのみである。この点については早期末～前期前葉と縄文時代中期という大き

な時間的差がもたらす集落の発展段階の違いと考えられる。

しかしながら縄文時代早期末葉から前期前葉の集落構造おいてすでに遺構の環状帯構造が存在する可能性

を示す貴重な資料が得られたものと考えられる。

また、ここに窺われる集落の構造は墓曠が遺構集中区から検出される等の共通性が見られる遠野市の新田

Ⅱ遺跡（大木2b～大木4期）により近いものと考えられる。沖積地に張り出す尾根上に立地する新田Ⅱ遺

跡は権現前遺跡（早期末葉～大木2a)と時期的に連続する遺跡であり、時期の連続性と集落の立地条件の

差に中撤火山灰の降下時期が重複しており、この点においても大変興味深い（第28表参照)。

今回の調査では環状帯の全容や詳細は把握できず「広場」についての詳細な資料が得られなかったため、

本小項では想定される環状帯の可能性と時期について言及するに留めることとする。これらに関しては調査

区周辺の発掘調査により漸次明らかになるものと思われるが、東側はすでにほ場整備が進み遺跡が消失して

いることが残念である。
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※墓壊の可能性がある小判形の土坑には長軸線を示した。

第102図遺構環状配置推定図

4．終わりに

今回の調査で本遺跡が縄文時代早期末葉から前期初頭（大木2a式段階）まで続いた集落跡であり、新田

Ⅱ遺跡（大木2b～4式）につながる段階の辿跡であることが|ﾘlらかになった。表裏繩文系土器は関谷洞穴

遺跡出土の尖底|器に酷似しており樅現lii瞳跡の始まりは関谷洞穴第8層や小松洞穴第7層と同時期である

可能性が高いと考えられる。また、終末期は宮古市の崎山貝塚のⅡa群土器にほぼ並行するものと考えられ

る。

表裏縄文期と大木l～2a期の間に時間的空白が存在するのかあるいはこれらが権現前遺跡においては連続

して現れるのかという疑問については、水洲査からこれを{il認しうるlﾘl確な資料は得られなかった。

また、検出された｜坑と住居跡の配置から環状帯の存在が帷定されるが、この環状帯が調査区を大きく越

える規椣であるため詳細は不|ﾘlである。仏沢ⅡI遺跡にlid世が舶似する上坑群性格についても今後遺跡周辺の

調査により十分な検証・検討が加えられるものと期待したい。

ただし、今回の稠査から予想される環状帯は西田遺跡（縄文時代中期）に見られような菫層的な構造をも

つものではないと考えられる。

権現前遺跡の最終期にあたる大水2a式以後は、陥し穴状辿幟が検出されていることから狩り場として利

川されていたものとl11i定される。前期'|'葉から1噸1以降の住居跡等は検出されなかったが、柱穴列周辺で検

出された焼土遺構がそれらの痕跡である可能性を僅かに残すだけである。これについても調査区外南西域で

の今後の調査成果を待ちたい。

住居跡の形状は1号住居跡と5号住居跡の上尾を復元させたことにより概ね早期末の住居の形状はテント

形（あるいは|{1鮴形)、前期初頭がピラミッド形を主体とし、リIL内の|司期の住居跡の柾穴の配苣等とからも、

|完屋の構造はほぼ|,｢lじ形状であると11i定される。前肖にはWWIが{､|くわない。また、後門の床而北ll!1にliW,''fが
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構築されることは地域的な特徴と考えられる。

更に土坑についても壁面中場から斜方向に延びる部材により土坑の上屋が造られているものと開口部周辺

にめぐる柱穴から垂直に立ち上がる柱により上屋が構築されるものの2つの形態力3把握できたことは、今後

の調査に貴重な資料を提供できたものと考える。

後期旧石器時代のナイフ型石器と草創期の打製石斧に伴うの他の遺物、遺構は今回の調査では検出されな

かった。周辺には攪乱の及ばない区域があり、これらに今後調査が入れば前述の疑問や草創期や後期|日石器

時代の遺物や遺構の存在や旧石器時代から新田Ⅱ遺跡に至る大きな流れもしだいに明らかになるものと考える。

また、新田Ⅱ遺跡の始まりが大木2b期であり権現前遺跡の集落の終わりが大木2a期であること。また、

両遺跡から中揮火山灰が検出されたことは、中諏火山灰の降下時期が縄文時代前期のいつ頃になるかという

議論について貴重な手がかりを持つものと思われる。現在整理中の新田Ⅱ（火山灰の一次・二次堆積あり）

と権現前遺跡の調査結果から、中撒火山灰の降下時期をある程度特定できるものと考えられる(第28表参照)。

本調査区の上層が大きく攪乱を受けていたため層位的な火山灰の堆積状況が確認されなかったことは大変残

念であったが、権現前遺跡と新田Ⅱ遺跡の検出状況から火山灰は2b期からその直後に降下している可能性

が高いと思われる。

各遺構をはじめ早期末葉から前期前葉の集落構造を知る上でも権現前遺跡は貴重な資料を持つ遺跡であり、

中撒火山灰の降下時期の特定についても権現前遺跡内に攪乱の及んでいない地域があれば、右の議論に対す

る更に詳細なデータを得られるはずであり、今後の調査に期待したい。

〈参考・引用文献〉

(1)山内清男(1979) :「日本先史土器の縄紋｣、先史考古学会

(2)鈴木道之助(1991）：「石器入門事典」 柏書房

(3)鈴木克彦(1976）：「東北地方に於ける大木系土器文化の編年的考察｣、『北奥古代文化』第8号、北奥古代研究会

(4)興野義一(1967）：「大木式土器理解のために(1)～(3)｣、『考古学ジャーナル』

(5)相原淳-(1990):「東北地方における縄文時代早期後葉から前期前葉にかけての土器編年｣、『考古学雑誌』

(6)熊谷常正(1989）：「岩手県の早期後半から前期初頭の土器群について｣、第41回縄文文化検討会シンポジウム

(7)高橋亜貴子(1992）：「東北地方縄文時代前期前葉組縄縄文について｣、『東北文化論のための先史学歴史学論集』

(8)「大船渡市」

(9)「三陸町史第二巻」

(10)大湯卓二他(1980):「長七谷地貝塚」 青森県埋蔵文化財調査報告書第57集青森県教育委員会

(11)鈴木・相馬他(1980）：「表立て遺跡発掘調査報告書」 青森県埋蔵文化財調査報告書第61集青森県教育委員会

(12)三浦圭介他(1984）：「売場遺跡発掘調査報告書」 青森県埋蔵文化財調査報告書第93集青森県教育委員会

(13）「関谷洞穴」大船渡市社教シリーズ第14

(14)小笠原善範他(1988）：「赤御堂遺跡発掘調査報告書」 八戸市埋蔵文化財調査報告書第33集八戸市教育委員会

(15)栗村知弘他(1980):「長七谷地貝塚発掘調査報告書」 八戸市埋蔵文化財調査報告書第4集八戸市教育委員会

(16)栗村･及川他(1982):「長七谷地遺跡発掘調査報告書」 八戸市埋蔵文化財調査報告書第8集八戸市教育委員会

(17)高橋憲太郎他(1987）：「崎山遺跡群I」 宮古市埋蔵文化財調査報告書13 宮古市教育委員会

(18)高橋憲太郎他(1988）：「崎山遺跡群Ⅱ」 宮古市埋蔵文化財調査報告書15 宮古市教育委員会

(19)高橋憲太郎・釜田祐二(1986）：「千鶏遺跡」 宮古市埋蔵文化財調査報告書16 宮古市教育委員会
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の調査に貴重な資料を提供できたものと考える。
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VI・ 自然科学分析

権現前遺跡出土の火山灰の分析鑑定について

はじめに

岩手県遠野市に所在する権現前遺跡は、遠野盆地の東端部に位置している。権現前遺跡の発掘調査では、

焼士を伴う竪穴住居跡をはじめ、土坑や堀、柱穴列などが検出されている。竪穴住居跡は、随伴して出土す

る土器の形式から縄文時代早期末～前期初頭のものと推定されている。住居跡の遺構検出面では、十和田中

諏テフラ (To-Cu:早川,1983a)と推定されるブロックが点状に分布するのが認められている。

今回の自然科学分析調査では、このブロックがTo-Cuに由来するものかどうかをテフラ分析により確認す

る。さらに、火山ガラスの屈折率を測定し、この結果と既存のデータとの比較を行うことにより、テフラの

由来を特定することとする。また、中世と考えられている堀覆土中から認められたにぶい黄榿色の菜屑物に

ついても、同様の分析調査を行いテフラに由来するか確認する。

1 ．資料

本遺跡基本層序は、 I層～V層に分層されている。最上位のI層は、耕作士、Ⅱ層はTo-Cuと見られるブ

ロックを含む攪乱層、Ⅲ層は、縄文時代早期末～前期初頭頃の遺物を多量に包含する黒～黒褐色土層、Ⅳ層

は暗褐色土の漸移層、V層は黄褐色粘土層である。

テフラ分析および屈折率測定を行う資料は、GGM-808 1堀埋士上部オレンジパミス？、GGM810-1

IA8j火山灰サンプル、GGM-00802火山灰サンプルの合計3点である。

GGM-801 1堀埋土上部オレンジパミス？は、遺構の形状から中世に構築されたと考えられている堀か

ら検出された資料である。にぶい黄榿色の礫混じりシルトでテフラに由来する可能性があると考えられてい

る。また、GGM-00 810-1 1A8j火山灰サンフ°ルは、To-Cuと考えられている明黄褐色シルト質土であ

る｡GGM-00 802火山灰サンプルは、調査区の北端部で認められた黒色土中に混入する明黄褐色細砂混じ

りシルトブロックで、To-Cuと考えられている。

2．分析方法

(1)テフラ分析

資料適量を蒸発皿に取り、水を加えて泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流

し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テフラ

の本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有量の多少を定性的に調

べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブ

ル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の

少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延び

た繊維束状のものとする。
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（2） 屈折率測定

テフラ分析用に洗い出された試料から細粒な砂分を採取し、この中に含まれる火山ガラスの屈折率を測定

する｡ lllI折率測定には、温度変化型屈折率illﾘ定装置"MAITO" (古澤、1995)を用いて、火山ガラス30

片程度を目標として計測する。

3．結果

(1) テフラ分析

各試料の観察結果を第30表に示す。

第30表テフラ分析結果

火山ガラス

色洲・形態 屈折率

cl.pm.cl.bw.br'bw 1.5027-1.5080

cl･pm 1.5108-1.5141

cI･pm 1.5114-1.5147

スコリア

ニ

垂&

軽

量色洲･発砲度

+++ YW･b

+++ YW･b

由来する

テフラ

石

量大粒径
試 料 名

１
１

GGM－808 1堀埋土上部オレンジパミス？

GGM－00810－1 1A8 j火II1灰サンプル

GGM-00802 火山灰サンプル

ToHP？

To-Cu

To-Cu

８
５

１
２

－ ｜+++＋

－ |+++＋

凡例 ：含まれなl

YW:黄白色．

cl :無色透|ﾘ1．

＋：微量．

g:良好.

l)r･ :褐色．

･ '1，旦
十十・少/里．

sg:やや良好

bw:バブル}1:リl ･‐

++＋：巾泣． ＋++＋：多l砥

sb:やや不良. b :不良最大粒径は､m

pm: I條石咽．

GGM-808 1堀埋土上部オレンジパミス？は、超音波洗浄を行っ

た際に水に溶けてしまったため、オレンジのブロックそのものの特徴

を捉えることはできなかった。洗浄後には、少量の鉱物粒が残存した。

この中には、微量の火l l lガラスが認められ、スコリアと軽石は認めら

れなかった。火山ガラスは無色透明の軽石型火山ガラスが多いが、無

色透|ﾘjのバブル型、褐色を呈するバブル型・軽石型の火lllガラスも認

められる。このほかに、斜方輝石、単斜輝石、角閃石、透Iﾘl鉱物、石

英、長石等の鉱物が認められた。

GGM810 1 1A8j火山灰サンプル．GGM-00 802火山灰サン

プルの2試料は、同様の特徴を持つ火I｣l ll質出物が同程度含まれている。

どちらq試料にもスコリアは含まれず、多量の火山ガラスと中量の軽

石が認められる。量試料に認められる火山ガラスは無色透明の軽石が

最も多く、無色透明のバブル型もわずかに含まれる。また両試料に認

められる軽石は黄白色を呈し発砲が不良である。軽石の最大粒径は

GGM-00 8101A8j火|||灰サンプルが約l.8111'11,GGM00 802火lll

灰サンプルが約2.5mmである。どちらの試料にも、細粒な軽石も認め

られ淘汰は良くない。

GGM8081掘埋卜上部オレンジパミス？
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第112図火山ガラスの屈折率

(横軸は屈折率、縦軸は測定個数を表す）

－180－



（2） 屈折率測定

屈折率測定結果を第112図に示す。

GGM-808 1堀埋土上部オレンジパミス？に含まれる火山ガラスは、試料が少量であるため測定数は少

ないが、軽石型・バブル型ともに、屈折率はl.5027-1.5080とやや広範囲に認められた。

GGM-00 810 1A8j火山灰サンフ°ルに含まれる火山ガラスの屈折率は、1.5108-1.5141,GGM-00

802火山灰サンプルに含まれる火山ガラスの屈折率は1.5114-1.5147で、ほぼ同じ範囲に認められる。またど

ちらの試料も、1.502-1.504の範囲に集中して認められる。

4．考察

GGM-00 808 1堀埋土上部オレンジパミス？の試料中に認められた火山ガラスは、その屈折率と形態、

遺跡の地理的位置を考慮すると、十和田八戸テフラ (To-HP:早川.1992)に由来するものが含まれている

可能性がある。町田・新井（1992）によれば、To-HPは十和田火山より1.2～1.3万年前に噴出したとされ、

屈折率は1.502-1.509とされている。

したがって、GGM-00 808 1堀埋土上部オレンジパミス？中の細礫径のにぶい黄榿色粒は、To-HPに

由来する軽石で風化が進み粘土化していた、また基本土層V層に見られる黄褐色粘土質土、いわゆるローム

であった可能性がある。

本資料が中世と考えられている堀の埋士から検出されたことを考慮すれば、本資料は降灰したテフラがそ

のまま保存されたものではなく、To-HP火山ガラスを含んだロームのブロックまたはロームのブロックと

To-HP軽石が再堆積し混入したものであると推察される。これは本遺構壁面から流れ込んだものかもしれ

ないが、このことについては本遺跡のローム層および本遺構壁面におけるTo-HPの降灰層準を考慮した上

で再検討したい。

GGM-00 810-1 1A8j火山灰サンプル、GGM-00 802火山灰サンプルの量試料は、類似した特徴を

有している。これらの試料中に認められた火山ガラスおよび軽石は、その特徴と火山ガラスの屈折率、遺跡

の地理的位置と採取層位を考慮すると、To-Cuに由来すると考えられる。町田・新井(1992)によればTo-Cu

は十和田火山を供給源とし東北地方一帯に分布しているとされ、噴出年代は5500年前とされている。同文献

では、火山ガラスの屈折率は1510-1514(モードは1.511-1.513)とされている。

本遺跡の調査区内では、外見上同様の特徴を有する火山灰が、遺構検出面に認められている。これらが層

位的に同一のものであれば、今回の分析結果からいずれもTo-Cuに由来するものであると考えてよい。この

場合、遺構が土器の形式から縄文時代早期末～前期初頭と考えられていることと層位的、年代的にみてよく

整合する。

引用文献

古澤明(1995)火山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別
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1.To-Cuの軽石
(GGM-00802 火山灰サンプル）

2.To-Cuの火山ガラス
(GGM00802火山灰サンプル）
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写真図版2 出土遺物(1)
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写真図版3 出土遺物(2)
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調査区現況

基本土層 ナイフ型石器（526）出土状況
ｰ

南西部試堀トレンチ 遺物出土状況（518.519）

写真図版7 調査区現況、基本土層
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